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災
害
記
録
集



河川の氾濫により水につかる仙道郷

町が水没．＇

水害の爪跡を大きく残す仙道郷
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3名の尊い犠牲者を出した山崩れ山根唯助宅（山料）

無 惨
＇ 
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2名の尊い犠牲者を出した山崩れ三浦正人宅（小原）

茨
城
県
鹿
島
郡

主
婦
・
中
谷
玲
子

37

お
父
さ
ん
お
母

さ
ん
お
元
気
で

し
ょ
う
か
／
お
父

さ
ん
お
母
さ
ん

お
二
人
が
山
陰
集

中
豪
雨
で
土
砂
の

下
に
眠
ら
れ
も
う

一
年
に
な
り
ま
す
▲
お
父
さ
ん

お
母
さ
ん
今
宵
も
い
っ
ば
い

の
星
で
す
お
二
人
は
ど
の
ヘ

ん
で
し
ょ
う
か
／
お
父
さ
ん
お

母
さ
ん
雨
が
降
り
ま
す

と
し
と
と

お

二
人
の
涙
で
し
ょ
う
か
／
お
父

さ
ん
お
母
さ
ん
い
つ
も
い
つ

も
私
の
中
は
お
二
人
の
こ
と
で

い
つ
ば
い
で
す
▲
お
父
さ
ん
お

母
さ
ん
そ
ち
ら
は
花
が
咲
き

鳥
が
う
た
い
蝶
が
舞
っ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
／
お
父
さ
ん

七
月
十
六
日
ご
ろ
電
話
を
し
た

の
が
お
別
れ
で
し
た
今
で
も

声
が
聞
こ
え
ま
す
／
お
母
さ
ん

東
京
見
物
か
ら
帰
っ
て
の
手
紙

に
「
今
回
は
殊
の
外
別
れ
が
つ

ら
く
て
つ
ら
く
て
」
と
あ
り
ま

し
た
わ
か
っ
て
い
た
の
で
し

ょ
う
か
▲
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん

雨
が
降
り
ま
す
じ
ゃ
じ
ゃ

ぶ
り
に
じ
ゃ
じ
ゃ
ぶ
り
に

お
二
人
の
お
怒
り
で
し
ょ
う
か

／
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
お
二

人
の
愛
を
思
う
時
と
て
も
や

る
せ
な
い
の
で
す
／
お
父
さ
ん

お
母
さ
ん
ご
き
げ
ん
よ
う

ご
き
げ
ん
よ
う
合
掌

し

私の

し
と
し
と
と

ー幽．―
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海老谷経介宅（山料）付近

宇津川郷
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倒壊した

海老谷経介宅

大谷辰男宅

（共に山料）
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渡辺好雄宅長屋（観月）

落橋寸前の矢原川宇津川地内

（久原地内）

氾濫する天神川（山料）

板井川中の谷（潮弥文宅）
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昭

和

六

十

年

三

月

昭
和
五
十
八
年
七
月
二
十
三
日
、
そ
の
日
は
わ
が
美
都
町
に
と
っ
て
は
、
全
く
予
想
だ
に
し
な
か
っ
た
永
却
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
魔
の
日

と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
ニ
ー
三
日
前
か
ら
断
続
的
に
は
降
っ
て
い
た
雨
も
、
小
康
状
態
に
な
り
、
二
十
二
日
の
晩
は
星
が
煙
め
き
町
営
運
動
場
で
は

お
そ
く
ま
で
ナ
イ
タ
ー
の
照
明
が
あ
か
あ
か
と
輝
く
程
の
お
天
気
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
一
転
二
十
三
日
の
午
前
三
時
、
余
り
に
も
激
し
い
雨
音

に
目
覚
め
た
私
は
、
“
こ
れ
は
大
変
な
こ
と
に
な
る
“
不
吉
不
安
な
予
感
に
追
い
立
て
ら
れ
支
度
も
そ
ぞ
ろ
に
役
場
に
出
か
け
ま
し
た
が
、
も
う
そ

の
と
き
は
、
道
路
も
役
場
の
広
場
も
ま
る
で
川
の
よ
う
に
水
浸
し
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。
平
常
な
ら
自
宅
か
ら
役
場
ま
で
五
i
六
分
の
処
を
な
ん

と
三
十
分
余
り
か
け
て
、
よ
う
よ
う
溜
れ
鼠
然
と
し
て
辿
り
つ
き
ま
し
た
。
も
う
踏
躇
の
退
も
あ
り
ま
せ
ん
。

午
前
五
時
に
は
災
害
対
策
本
部
を
設
置
第
一
次
体
制
に
入
り
ま
し
た
。
稲
々
と
本
部
後
ろ
の
都
茂
川
を
流
れ
る
も
の
は
土
石
混
り
の
濁
流
で
あ
り

根
付
の
立
木
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
か
し
こ
の
山
腹
が
轟
う
と
不
気
味
な
音
を
た
て
て
崩
壊
し
ま
す
。
次
々
に
入
っ
て
く
る
情
報
は
ま
る
で
戦
場
で

あ
り
自
然
の
怒
り
を
こ
れ
程
呪
わ
し
く
感
じ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
家
が
農
地
が
道
路
が
営
々
と
築
き
あ
げ
た
も
の
を
容
赦
な
し
一
瞬
に
し
て
浚

っ
て
ゆ
き
ま
す
。
多
く
の
人
の
救
出
努
力
も
空
し
八
人
の
犠
牲
者
を
出
し
た
こ
と
は
、
か
え
す
が
え
す
も
漸
愧
の
極
み
で
ご
ざ
い
ま
す
。

次
々
に
入
る
情
報
、
報
告
そ
れ
の
対
応
を
迫
ら
れ
指
示
命
令
を
求
め
ら
れ
る
と
き
、
“
お
お
私
は
町
長
で
あ
っ
た
。
三
千
五
百
人
の
生
命
財
産
を

預
か
る
町
長
だ
“
眺
責
の
重
大
さ
き
び
し
さ
を
ひ
し
ひ
し
と
党
え
、
し
っ
か
り
し
な
く
ち
ゃ
あ
、
土
性
骨
を
す
え
て
か
か
ら
ね
ば
と
必
死
の
思
い
一

杯
で
し
た
。
戦
い
す
ん
で
の
復
旧
復
興
は
こ
れ
又
多
く
の
人
の
創
意
と
工
夫
、
辿
繋
と
協
力
加
え
て
新
進
技
術
の
参
加
に
よ
っ
て
百
年
に
一
度
の
大

災
害
に
も
耐
え
う
る
復
旧
に
目
途
が
つ
き
ま
し
た
こ
と
は
よ
ろ
こ
ば
し
い
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
然
し
私
逹
が
忘
れ
て
な
ら
な
い
こ
と
、
そ
れ
は

災
害
は
繰
り
か
え
し
繰
り
か
え
し
発
生
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
災
害
が
い
つ
来
る
か
。
一
年
先
。
五
十
年
先
。
将
又
百
年
先
。
誰
が

そ
れ
を
予
見
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。
，
災
害
は
忘
れ
た
頃
に
く
る
”
再
び
平
和
な
ふ
る
さ
と
を
今
こ
の
手
で
取
戻
そ
う
と
し
て
い
る
私
逹
は
、
五
八

・
七
災
害
の
貴
重
な
体
験
を
史
実
と
し
て
後
世
に
残
す
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
度
発
刊
し
ま
す
＂
水
害
記
録
集
”
は

そ
の
願
い
を
こ
め
て
漸
く
復
旧
の
槌
音
高
く
響
く
と
き
志
を
同
じ
ゅ
う
す
る
編
集
委
員
諸
兄
が
自
ら
企
画
し
写
真
資
料
を
収
集
し
多
く
の
方
々
か
ら

そ
の
体
験
記
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
纏
め
あ
げ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
い
つ
又
く
る
か
不
測
の
災
害
に
備
え
た
警
告
と
し
て
提
言
と
し
て
後
世
へ
の
こ

よ
な
き
贈
り
も
の
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。
改
め
て
ふ
る
さ
と
を
守
り
と
お
し
た
誇
り
、
生
き
て
い
る
こ
と
の
よ
ろ
こ
び
を
味
わ
う
た

め
に
、
惜
し
く
も
水
魔
の
犠
牲
と
な
ら
れ
た
今
は
な
き
八
人
の
痛
恨
思
い
出
の
か
て
と
す
る
た
め
に
、
こ
の
記
録
集
の
ご
沿
覧
を
お
願
い
し
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
編
集
に
あ
た
り
膨
大
且
綿
密
入
念
な
資
料
記
録
の
集
収
提
示
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
多
く
の
方
々
と
編
集
委
員
諸
兄
の
労

を
多
と
し
衷
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

発

刊

に

あ

た

つ

て

美

都

町

長

若

杉

茂

樹
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7
月
20
日
、
低
気
圧
が
日
本
海
中
部
を
東
へ
進
み
、
梅
雨
前
線
は
山
陰
沿
岸
ま
で
南
下
し
、

活
動
が
活
発
に
な
っ
た
。
こ
の
前
線
は
更
に
東
へ
進
み
、
頗
戸
内
側
へ
南
下
し
た
が
、

22
日
に

な
っ
て
再
び
北
上
し
、
山
陰
沿
岸
に
停
滞
し
た
。
こ
の
た
め
島
根
県
西
部
地
方
に
大
雨
が
降
り

特
に

22
日
夜
か
ら

23
日
午
前
中
に
か
け
て
山
陰
沖
を
低
気
圧
が
通
過
し
た
た
め
、
南
か
ら
の
湿

っ
た
空
気
が
前
線
に
強
く
流
入
し
、
パ
ケ
ツ
を
ひ
っ
く
り
返
し
た
よ
う
な
集
中
栄
雨
と
な
り
、

20
日
か
ら
の
雨
で
十
分
に
水
分
を
吸
収
し
て
緩
ん
で
い
た
地
盤
は
、
ひ
と
た
ま
り
も
な
く
崩
れ

道
路
、
鉄
道
、
軍
話
、
軍
気
は
ズ
ク
ズ
タ
に
寸
断
さ
れ
、
マ
ヒ
状
態
に
な
っ
た
。

中
で
も
犠
牲
者
の
は
と
ん
ど
が
、
山
や
、
が
け
崩
れ
、
家
屋
の
倒
壊
に
よ
る
も
の
で
、
県
西

部
地
域
で
、

1
0
7
人
の
死
者
を
だ
す
大
惨
事
と
な
り
、
美
都
町
で
は
7
月
20
日
午
前
一
時
頃

か
ら
断
続
的
に
降
り
は
じ
め
た
雨
が
次
第
に
強
く
な
り
、
夕
方
ま
で
続
き
、
そ
の
後
小
康
状
態

と
な
っ
た
が
、
同
21
日
午
前
0
時
頃
か
ら
再
び
強
い
雨
が
降
り
は
じ
め
、
同
5
時
に
松
江
地
方

気
象
台
は
、
島
根
県
に
「
大
雨
洪
水
警
報
」
を
発
令
し
た
。

そ
の
後
も
雨
は
断
続
的
に
降
り
、
降
り
は
じ
め
か
ら
21
日
24
時
ま
で
の
雨
凪
は
、
美
都
町
で

]
7
7
.
5
m
m
に
逹
し
た
。

22
日
に
な
っ
て
雨
は
止
み
、
天
候
が
回
復
し
は
じ
め
た
か
に
思
わ
れ
た
が
深
夜
に
な
っ
て
降

り
は
じ
め
、

23
日
午
前
3
時
頃
か
ら
次
第
に
強
く
な
り
、
同
午
前
6
時
か
ら
1
時
問
の
雨
凪
が

63mm
を
記
録
し
、
降
り
は
じ
め
か
ら

23
日
午
前
lO
時
ま
で
の
間
の
総
雨
屈
が
、
美
都
町
で
実
に

4
7
8
m
m
に
逹
し
、
死
者
8
名
、
負
傷
者
5
名
、
住
居
の
全
壊
47
戸
、
住
居
の
流
失
8
戸
、
住

居
の
半
壊
36
戸
、
住
居
の
破
損
47
戸
、
住
居
の
床
上
浸
水
84
戸
、
住
居
の
床
下
浸
水
］

5
8
戸

の
外
、
製
地
、
牒
作
物
、
股
業
施
設
、
山
林
、
公
共
施
設
等
、
被
害
は
全
町
に
及
び
、
被
害
総

額
は
実
に
］

6
2
低
円
に
逹
し
、
昭
和
58
年
度
の
美
都
町
当
初
予
窟
の
お
よ
そ
JO
倍
に
相
当
す

る
大
災
害
と
な
っ
た
。

以
下
、
災
害
の
爪
ぁ
と
を
美
都
分
逍
所
七
月
哀
雨
顛
末
曹
及
び
美
都
町
災
害
対
策
本
部
記
録

か
ら
追
っ
て
み
る
。

文
中
敬
称
省
略

第

奇
襲
豪
雨

部

そ
の
記
録

石見美都町農協前
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5
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▽
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2
0
 

▽
5
.
1
0
 

▽

5
.
0
6
 

▽
5
.
0
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V

5
◆

02 

▽

5
.
0
0
 

西
田
進
（
熊
子
）

桧
谷
昇
（
山
科
）

裏
山
々
崩
れ
。

第

1
回
避
難
命
令
発
令
。

八
防
災
無
線
＞

臨
時
放
送
を
い
た
し
ま
す
。
タ
ペ
か
ら
の
大
雨
に
よ
り
河
川
は
氾
濫
、
山
は

崩
壊
の
恐
れ
が
あ
り
、
各
地
に
被
害
が
出
て
お
り
ま
す
。
避
難
が
必
要
な
家

は
た
だ
ち
に
避
難
し
て
下
さ
い
。
く
り
返
し
ま
す
：
9
•…
…

•
•
O

山
田
屋
商
店
（
仙
道
）

弥
重
昌
忠
（
都
茂
）

美
都
町
災
害
対
策
本
部
、
第
3
次
体
制
。

田
殿
川
氾
濫
、
床
下
浸
水
。

志
田
尾
輝
雄
（
堀
河
）

側
溝
氾
濫
に
よ
り
床
下
浸
水
。

＿
谷
川
氾
濫
に
よ
り
床
下
浸
水
。

床
下
浸
水
。

小
郷
幸
雄
（
朝
倉
）
山
崩
れ
。

一

7
月
23
日

一

時

分

▽

4
.
4
2
 

分
逍
所
9
号
車

分
逍
所
団
消
防
車
宇
津
川
方
面
へ
。
ハ
ト
ロ
ー
ル
出
動
。

仙
道
方
面
ヘ
パ
ト
ロ
ー
ル
出
動
。

美
都
町
災
害
対
策
本
部
設
附
゜

（第

1
次
体
制
）

桧谷昇宅付近 （山料）
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▽
”
O
寮

g

V
5
.
5
5心

V
5
•

印 f
/
 
'＊
 

曾

5
.

V
5
.
4
5
 

V
5
.
4
4
 

V

5
．
心

V
5
.
3
7
 

時

分

V
5
.
3
0
 

分
造
所
本
苔
へ
Jl
ぷ
話
辿
絡
小
能

吝
餘
砧
↑

mm又

八
防
災
無
線
＞

ヽ

臨
時
放
送
を
い
た
し
ま
す
。
大
雨
に
よ
る
被
害
が
各
地
に
出
て
お
り
ま
す
。

役
場
職
員
は
、
都
茂
地
区
は
役
場
へ
、
二
川
地
区
は
二
川
公
民
館
へ
、
東
仙

遥
地
区
は
東
仙
道
公
民
館
へ
た
だ
ち
に
集
合
し
て
下
さ
い
。
各
自
治
会
長
さ

ん
は
、
地
区
で
避
雌
の
必
酒
な
世
帯
を
、
役
場
に
辿
絡
し
て
避
難
さ
せ
て
下

さ
い
も

~
 

•9 

臨
時
放
送
を
い
た
し
ま
す
＂
大
雨
に
よ
る
被
宮
が
各
地
に
出
て
お
り
ま
す
。

床
下
没
水
、
床
上
没
水
｀
家
屋
｀
瓜
山
の
崩
壊
の
世
帯
に
つ
い
て
は
、
人
命

oJ
披
害
が
お
こ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
ち
に
役
場
ま
た
は
、
自
冶
会
長

さ
ん
に
迎
絡
し
て
、
安
全
な
場
所
へ
避
難
し
て
下
さ
い
。

9

.

,

.

9

9

 

9

9

>

'

 

分
迅
所
9
号
巾

町
公
用
車
、

111本
、
東
仙
必
Jjlfn
へ
ハ
．
＂
・
・
ロ
ー
ル
出
勅
ぃ

大

谷

己

己

四

（

仙

追

）

比

F
浸
水
中
、
床
上
に
上
か
り
そ
う
3

佐
々
木

~
8
都
茂
1
}

J
I
U
栄
（
都
茂
J‘}

浸
水
の
恐
れ
大
｀

福
田
，
一
，
，
汀
勾
丸
茂

八
防
災
無
線

v>

家
の
＂
即
の
淵
池
が
あ
ふ
れ
そ
う

家
の
前
落
栂
~

出
由
々
崩
れ
，
永
岡
安
峰

批
橋
も
厄
i
哭

既

rn貞
Tll
記
仙
道
）
宅

寺
JI灼
（
都
茂
上
ニ
モ
笹
利
川
氾
濫
床
ド
没
水
＂

尖
山
々
崩
れ
じ
黒
谷
留
巾
貪
色
復
山
崩
功
中

丸
茂
方
面
ヘ
ハ
ト
ロ

I
I
I
出
勁
，

永岡安峰宅付近（仙道）
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V
6
.
3
5
 

▽
6
.
3
5
 

V
6
.
3
4
 

V
6
.
3
2
 

▽
6
.
3
1
 

V
6
.
3
0
 

V
6
.
2
7
 

V
6
.
2
5
 

V
6
.
2
3
 
2
 

>
6
,
2
 。

V
6
,
2
 

V
6
.
1
5
 

分
追
所
9
号
車
都
茂
方
面
ヘ
パ
ト
ロ
ー
ル
出
動
。

坂
本
和
美
（
都
茂
）
宅
浸
水
の
恐
れ
。

久
保
寅
市
（
久
木
）

臨
時
放
送
を
い
た
し
ま
す
。
消
防
団
員
の
方
の
出
動
を
、

二
川
地
区
は
二
川
公
民
館
に
、
都
茂
地
区
は
分
辿
所
前
、

治
会
館
に
そ
れ
ぞ
れ
集
合
し
て
下
さ
い
。

樫
木
京
介
（
都
茂
上
）

木
原
義
夫
（
都
茂
）
宅

村
上
重
太
郎
（
下
都
茂
）
宅

美
都
車
頼
（
都
茂
）

分
逍
所
9
号
車

都
茂
方
面
ヘ
パ
ト
ロ
ー
ル
出
動
。

ね
た
き
り
老
人
孤
立
。

床
下
浸
水
中
。

床
下
浸
水
。
永
岡
安
峰
（
仙
道
）
田
原
シ
ズ
ヱ
宅

裏
山
々
崩
れ
。

床
下
浸
水
。

床
下
浸
水
。

村
上
利
幸
（
都
茂
上
）
宅

へ
避
難
完
了
。

山
料
天
満
宮
に
崩
土
。

大
谷
正
季
（
人
元
木
）
宅

全
消
防
団
員
召
集
。

八
防
災
無
線
＞

永
岡
安
峰
（
仙
道
）
宅

河
野
I

斗
（
宇
祁
川

床
下
浸
水
。

納
家
に
崩
土
、
傾
き
つ
つ
あ
る
。

家
の
前
の
介
祁
倒
殷
ぃ

お
願
い
し
ま
す
。

東
仙
逍
地
区
は
自

山料天満宮に崩土、舞殿全壊
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>
7
.
3
 

▽

7
．
刃 4
 

>
7
.
2
 

7
 

>
7
•
ー

V 
7 

14 

▽

7
.
0
0
 
3
 

>
6
.
5
 

▽
6
•

印 6
 

>
6
.
4
 

▽

6
.
4
3
 

v 
6時

37分

寺
戸
春
勝
（
都
茂
）
宅

国
道

1
9
ー
号
線

国
道
］

9
］
号
線

“
藤
井
貞
男
（
宇
津
川
）
報
告
”

①
蛇
の
久
保
出
合
向
う
の
水
田
は
全
面
没
水
。

②
田
丸
屋
橋
（
下
都
茂
）
付
近
は
、
あ
と

50cm
で
浸
水
。

R
仙
道
郷
の
旧
道
沿
は
、
全
戸
浸
水
状
態
。

山
根
唯
助
（
山
料

通
行
不
能
。

裏
山
崩
壊
中
。
県
迫
、
美
都
匹
見
線
、
葛
籠
1
山
料
間

忠
魂
碑
裏
（
都
茂

朝
日
団
地
付
近
で
山
崩
れ
の
た
め
片
側
通
行
。

全
壊

永
岡
安
峰
（
仙
道
）
宅
が
流
失
。
永
岡
マ
チ
の
安
否
不
明
。

床
下
浸
水
。

臨
時
放
送
を
い
た
し
ま
す
。
保
育
所
の
臨
時
休
業
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
大
雨
に
よ
り
危
険
で
す
の
で
、
今
日
は
各
保
育
所
は
、
臨
時
休
業
を
い

た
し
ま
す
。

今
井
広
徳
盆
都
茂
）
宅

八
防
災
無
線
＞

斉
藤
健
治
、
海
老
谷
経
介
（
共
に
山
料
）
宅

津
田
停
車
場
線
（
仙
道
）
は
通
行
不
能
。

大
谷
時
計
店
前
（
都
茂
）
、

町
道
路
肩
が
崩
れ
、
片
側
通
行
。

床
下
浸
水
。

山
崩
れ
で
通
行
不
能
。

斉
藤
都
義
、
土
佐
愛
、
潮
勝
美
（
共
に
中
ノ
谷
）

避
難
中
。

国
道
1
9
1
号
線
都
茂
上
地
内
で
山
崩
れ
の
た
め
通
行
不
能
。

大谷時計店前 （都茂）
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v
g
.
0
0
 

▽
8
.
5
4
 

V
8
.
2
3
 

V
8
.
1
5
 

V
8
.
1
1
 

V
8
.
0
0
 
5
 

>
7
.
4
 

>
7
.
4
1
 

y
7
．
沼

城
市
克
己
（
山
料
）

八
防
災
無
線
＞

消
防
団
、
都
茂
方
面
ヘ
バ
ト
ロ
ー
ル
出
動
。

山
料
、
川
仙
地
区
民
は
、
美
都
中
学
校
へ
避
難
。

山
根
唯
助
（
山
料
）
宅
へ
、
確
認
の
た
め
、
分
造
所
員
2
名
徒
歩
で
出
動
。

島
根
県
災
害
対
策
本
部
、
第
二
次
体
制
設
平
吐

八
防
災
無
線
＞

二
川
地
区
の
皆
様
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
町
内
、
町
外
へ
の
軍
話
は
不
通
に

な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
二
川
地
区
は
通
話
で
き
ま
す
の
で
、

被
害
状
況
は
、
二
川
公
民
館
へ
辿
絡
下
さ
い
。

山
根
唯
助
（
山
料
）
宅
、
倒
壊
家
屋
内
に
、
要
救
助
者
5
名
が
居
る
こ
と
を
確

認
。
し
か
し
流
水
が
多
く
、
救
助
作
業
は
不
可
能
。

消
防
団
、
山
料
方
面
へ
笞
戒
お
よ
ひ
、

助
宅
監
視
。

山
崩
れ
。

パ
ト
ロ
ー
ル
出
動
。
そ
の
後
、
山
根
唯

臨
時
放
送
を
い
た
し
ま
す
。
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
に
参
加
し
て
い
ま
す
小
学
校

6
年
生
の
子
供
逹
は
、
無
事
に
避
難
し
て
お
り
ま
す
。
今
日
帰
る
予
定
で
す

が
、
道
路
か
寸
祈
さ
れ
て
お
り
、
ま
だ
未
定
で
す
。
次
に
連
絡
が
入
り
次
第

に
放
送
し
ま
す
。

坂
本
和
美
（
都
茂
）
宅
浸
水
倒
壊
（
住
宅
か
車
庫
か
？
）

山
根
唯
助
（
山
料
）
宅
展
山
が
崩
れ
家
か
倒
壊
0

家
族
5
人
か
中
に
居
る
も

よ
う
¢

全壊した河野二美宅 （宇津川）
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VlJ.oo 

V
l
O
.
5
5
 

V
I
O
.
4
5

山
根
都
（
山
料
）

＞
田
・
訂

>
1
0
.
0
7
 

V
l
O
.
0
5
 

>
9
.
3
5
 

ハ＇

▽

9
↓

3
 

>
9
.
l
O
 

時

分

>
9
.
0
0
 

災
害
対
策
本
部
長
、
重
陽
者
輸
送
の
た
め

県
災
害
対
策
本
部
へ
要
諮
゜

止
根
唯
助
G

山
料
）
救
乳
救
急
東
で
病
院
へ
搬
送
し

山
根
利
昭
（
山
料
）

救
出
e

救
急
車
で
病
院
へ
搬
迭
，

救
出
も
救
急
屯
で
病
院
へ
搬
送
。

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
出
動
を
、
島
根

救
急
車
、
朕
師
搬
送
の
た
め
出
動
。
出
料
へ
e

仲
山
梅
市

謡
中
。

柴
本
商
店
（
丸
茂
‘
)

し。

（同

48分
死
亡
確
認
）

全
壊
。
仲
山
登
重
傷
。
吉
野
邦
雄

vio.oo

分
述
所
9
号
車
、
団
消
防
車
、
山
根
唯
助
宅
へ
救
助
出
動
“

V
9
.
5
7

山
根
唯
助
（
山
料
9

宅
、
救
助
開
始
可
能
の
辿
絡
あ
り
心

ヘ
屯
話
、
前
記
4
世
帯
の
全
壊
を
確
認
。
人
命
に
異
党
な

渡
辺
巌
、
村
上
静
文
｀
花
本
義
雄
、
斉
詠
尚
徳
五
記
丸
茂
）

“
山
根
哲
（
人
元
木
）
報
告
”

山
根
フ
ジ
、
一
二
浦
l

人
（
共
に
人
元
木
）
宅

>
9
.
2
6

分
造
所
都
茂
方
面
ヘ
パ
ト
ロ
ー
ル
出
動
。

河
野
―

（
宇
津
川
）
宅
令
壊
。

全
壊
c

人
命
に
は
異
常
な
し
。

歩
行
困
難
者
の
避
難
誘
甜
の
た
め
分
造
所
、
消
防
団
、
都
茂
上
方
面
へ
出
動
¢

全壊した渡辺巌宅（丸茂）
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▽
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0
 

>
1
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0
0
 

▽

1
2
.
3
5
 

▽

1
2
.
2
5
 

▽
1
1
.
4
5
 

▼
l
I
.
3
0
 

▼
1
1
.
2
0
 

八
防
災
無
線
＞

臨
時
放
送
を
い
た
し
ま
す
。
東
仙
逍
地
区
の
災
富
対
策
本
部
か
、
老
人
袖
祉

セ
ン
ク
ー
に
移
り
ま
し
た
の
で
、
辿
絡
等
は
、
老
人
福
祉
セ
ン
ク
ー
の
方
へ

し
て
下
さ
い
。
尚
、
消
防
団
員
の
方
で
、
出
動
で
き
る
方
は
、
災
害
対
策

本
部
の
方
へ
出
て
下
さ
い
C

八
防
災
無
線
＞

臨
時
放
送
を
い
た
し
ま
す
。
大
雨
に
よ
る
被
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
雨
は

ま
だ
降
り
続
く
模
様
で
す
。
人
命
の
被
害
が
お
こ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
小

学
校
、
公
民
館
、
集
会
所
等
、
決
め
ら
れ
た
場
所
へ
避
難
し
て
下
さ
い
。

救
急
出
動
（
徒
歩
）
、
重
似
者
仲
山
登
（
三
谷
）
、
三
谷
地
区
の
人
、
仙
道

方
面
へ
の
道
路
は
寸
断
の
た
め
、
久
原
、
人
元
木
経
由
で
徒
歩
搬
送
。

寺
戸
岩
市
（
丸
茂
）
宅
、
全
壊
。

大
石
不
二
男
（
大
神
楽
）
宅
、
全
壊
。

（
午
前
中
随
時
放
送
）

山
根
和
子
、
山
根
有
加
里
（
共
に
山
料
）

（同
48
分
死
亡
確
認
）

救
出
。
救
急
車
で
病
院
へ
搬
送
。

災
古
対
策
本
部
会
議
開
催
。
避
難
体
制
の
続
行
。
現
況
調
壺
等
を
決
定
。

篠
原
忠
雄
（
三
谷
）
、
中
島
喜
平
治
（
朝
倉
）
、
堀
野
静
義
（
朝
倉
）
、
加
藤

富
市
（
仙
道
）
、
三
浦
正
人
（
小
原
）
、
小
合
君
子
（
仙
道
）
、
西
田
忠
文

（
熊
子
）
、
永
岡
安
峰
（
仙
道
）
、
豊
田
貞
（
仙
道
）
、
藤
岡
義
雄
（
仙
道
）

内
藤
末
市
（
朝
倉
）
宅
、
全
壊
。

三
浦
正
人
、
清
子
（
小
原
）
夫
妻
、
行
方
不
明
。

澄
川
真
（
大
神
楽
）
宅
、
全
壊
。
倒
壊
し
た
家
の
中
に
家
族
2
人
い
る
も
よ
う
。

111根
相

f
、
山
根
打
加
川

(JIに
111料
〉
発
見
し

＜が…←ぶぶ

→-ぶ--

~Vロニ乙疇-’

全壊した大賀初太・村上逸人宅（朝倉）
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>
1
6
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1
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>
1
6
.
1
2
 

>
1
5
.
4
4
 

>
1
5
.
3
5
 

W
1
5
.
0
0
 

、
14時． 
00分

八
防
災
無
線
＞

臨
時
放
送
を
い
た
し
ま
す
。
現
在
雨
は
小
康
状
態
を
保
っ
て
い
ま
す
。
大
雨

洪
水
警
報
も
、
注
意
報
に
な
り
ま
し
た
。
午
後
3
時
現
在
の
被
害
状
況
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

死
者
5
人
、
負
傷
者
3
人
、
行
方
不
明
2
人
、
家
屋
の
倒
壊
2
5
棟
、
流
失
3

棟
、
損
壊
12
棟
、
崖
崩
れ
、
道
路
の
崩
壊
等
に
つ
い
て
は
、
現
在
調
査
中
で

す。

災
害
対
策
本
部
長
、
再
度
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
出
動
の
要
請
。

島
根
県
益
田
総
務
事
務
所
か
ら
の
連
絡
で
、
夕
方
ま
で
に
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
到

着
す
る
こ
と
を
確
認
。

仲
山
登
（
三
谷
）
、
酸
素
吸
入
の
必
要
が
あ
る
た
め
、
救
急
車
で
酸
索
吸
入
を

開
始
。

八
防
災
無
線
＞

松
江
地
方
気
象
台
よ
り
気
象
状
況
を
報
告
し
ま
す
。
松
江
気
象
台
14
時
30
分

発
表
。
大
雨
情
報
16
号
を
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
気
象
衛
星
に
よ
る
と
、
朝

鮮
南
岸
か
ら
南
咀
に
伸
び
る
強
い
雨
雲
が
、
東
か
ら
東
北
東
に
進
ん
で
お
り

ま
す
。
こ
の
ま
ま
ゆ
く
と
、
今
夜
、
山
陰
に
か
か
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、

厳
重
警
戒
が
必
要
。

松
江
気
象
台
15
時
40
分
発
表
。
梅
雨
前
線
の
活
動
が
活
発
と
な
っ
て
い
る
。

島
根
県
の
東
西
部
沿
岸
の
海
上
で
は
大
雨
が
ま
だ
続
き
、
雷
が
発
生
し
、
落

雷
の
恐
れ
が
あ
る
。
時
間
雨
屈
は

4
0
1
6
0
、
‘
、
リ
で
、
強
い
雨
が
断
続
し
、
こ

れ
か
ら
明
朝
ま
で
の
総
雨
屈
は
、

4
0
0
し

6
0
0
ミ
リ
で
、
所
に
よ
り
、

7
0
0
ミ
リ
と
な
ろ
う
。

塩
満
繁
寿
（
丸
茂
）
宅
、
落
栂
の
た
め
孤
立
。

消
防
団
、
救
急
出
動
。
澄
川
真
宅
へ
。

（
澄
川
真
、
松
代
夫
妻
死
亡
）

全壊した澄川真宅（大神楽）
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▽
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▽

17.00 

重
傷
者
輸
送
の
た
め
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
飛
来
。
美
都
中
学
校
グ
ラ
ン
ド
に
着
陸
。

町
内
の
屯
話
全
線
不
通
。

八
防
災
無
線
＞

臨
時
放
送
を
い
た
し
ま
す
。
都
茂
鉱
山
の
従
業
員
の
皆
様
に
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
今
回
の
水
害
で
、
送
軍
線
、
道
路
、
配
電
線
破
損
の
た
め
、
明
日

24
日

日
曜
日
、
復
旧
工
事
を
い
た
し
ま
す
の
で
出
勤
で
き
る
方
は
、
出
勤
し
て
下

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

八
防
災
無
線
＞

臨
時
放
送
を
い
た
し
ま
す
。
降
り
は
じ
め
か
ら
午
後
3
時
ま
で
の
降
水
量
は

3
1
5
ミ
リ
で
す
。
午
後
3
時
現
在
の
被
害
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
死
者
5
人
、
負
傷
者
3
人
、
家
屋
の
倒
壊
25
棟
｀
流
失
3
棟
、
破
損
12

棟
で
す
。
各
地
で
道
路
が
寸
断
さ
れ
、
国
道
1
9
1
号
線
は
全
面
通
行
止
、

各
町
道
も
ほ
と
ん
ど
車
輌
通
行
不
可
能
で
す
。
水
道
、
電
気
に
つ
い
て
も
現

在
の
と
こ
ろ
復
旧
の
見
通
し
が
た
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

尚
、
現
在
の
と
こ
ろ
雨
は
小
康
状
態
を
保
っ
て
お
り
ま
す
が
、
今
夜
に
か
け

て
も
ま
だ
雨
が
降
る
模
様
で
す
。
裏
山
等
危
険
な
状
態
の
世
帯
は
、
必
ず
決

め
ら
れ
た
場
所
に
避
難
し
て
下
さ
い
。
水
道
管
も
、
い
た
る
所
で
分
断
し
て
、

し
ば
ら
く
は
使
用
不
可
能
で
す
の
で
、
山
水
ま
た
井
戸
水
な
ど
は
必
ず
よ
く

沸
か
し
て
使
っ
て
下
さ
い
。
ま
た
家
屋
が
水
に
つ
か
っ
た
家
は
｀
ク
レ
ゾ
ー

ル
に
よ
る
消
毒
が
必
要
で
す
。
暮
々
も
赤
痢
に
充
分
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

重
傷
者
、
山
根
利
昭
、
山
根
唯
助
、
仲
山
登
の

3
名
を
乗
せ
て
離
陸
。
益
田
赤

十
字
病
院
へ
。

松
江
地
方
気
象
台
、

大
雨
洪
水
注
意
報
発
令
。

患者輸送に活躍したヘリコプター
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人
工
透
析
患
者
の
確
認
お
よ
び
搬
送
（
患
者
2
名
、
仙
道
か
ら
）

臨
時
放
送
を
い
た
し
ま
す
。
レ
ー
ダ
ー
観
測
に
よ
り
ま
す
と
、
大
田
沖
か
ら

山
口
県
沖
に
か
け
て
強
い
雨
雲
が
南
下
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
今
晩
も
雨

が
降
る
見
込
で
す
の
で
山
崩
れ
、
艇
崩
れ
等
に
充
分
注
意
し
て
下
さ
い
。
尚

危
険
と
思
わ
れ
る
世
帯
は
避
難
し
て
下
さ
い
。

人
工
透
析
の
必
要
な
患
者
輸
送
の
た
め
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
要
請
。

河
野
浅
市
、
三
浦
末
年
（
共
に
久
原
）
宅
、
三
浦
一
人
（
人
元
木
）
宅
、
全

壊
、
山
本
正
之
（
久
原
）
宅
、
山
根
フ
ジ
（
人
元
木
）
宅
、
半
壊
を
確
認
。

八
防
災
無
線
＞

臨
時
放
送
を
い
た
し
ま
す
。
松
江
気
象
台
よ
り
気
象
状
況
を
報
告
し
ま
す
。

大
雨
洪
水
注
意
報
が
更
新
さ
れ
ま
し
た
。
梅
雨
前
線
が
停
滞
し
て
い
ま
す
。

島
根
県
の
東
部
世
部
で
は
大
雨
が
ま
だ
続
き
、
時
間
雨
見
10
し

20
ミ
リ
の
強

い
雨
が
断
続
す
る
で
し
ょ
う
。
こ
れ
か
ら
明
日
の
朝
ま
で
の
総
雨

lllは、

3

o
o
!
6
0
0
ミ
リ
ま
で
に
な
り
、
か
な
り
の
雨
が
降
り
、
河
川
は
増
水
し

地
盤
は
軟
弱
に
な
り
ま
す
。
河
川
は
氾
濫
、
洪
水
に
よ
り
低
い
土
地
の
浸
水

大
き
な
山
崩
れ
、
崖
崩
れ
が
お
こ
り
大
き
な
災
害
を
ひ
き
お
こ
す
恐
れ
が
あ

り
ま
す
の
で
充
分
警
戒
が
必
要
で
す
。
雨
は
明
日
に
は
弱
く
な
る
見
込
で
す
。

松
江
地
方
気
象
台
、

都
茂
地
区
の
一
部
、

時

分

▽
1
9
0
0

八
防
災
無
線
＞

大
雨
洪
水
注
意
報
更
新
。

二
川
地
区
の
一
部
軍
話
復
旧
。

仙道郷付近
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7
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三
浦
正
人
（
小
原
）
宅
、

2
人
行
方
不
明
？

消
防
団
出
動
要
訥
（
仙
道
地
区
重
点
）

八
防
災
無
線
＞

東
仙
道
消
防
団
員
の
方
は
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
至
急
出
動
し
て
下
さ
い
。

都
茂
消
防
団
員
が
応
援
に
出
動
し
ま
し
た
。

分
追
所
9
号
車
警
戒
出
動
（
道
路
状
況
調
杏
）
。
山
本
、
都
茂
方
面

八
防
災
無
線
＞

臨
時
放
送
を
い
た
し
ま
す
。
人
工
透
析
の
患
者
さ
ん
に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。
益
田
の
岩
本
病
院
が
被
害
の
た
め
診
療
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、

浜
田
の
国
立
病
院
ま
た
は
、
山
口
の
共
済
病
院
に
行
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
出
動
を
要
諮
し
、
そ
の
確
認
の
た
め
都
茂
か
ら

歩
い
て
連
絡
員
が
出
発
し
て
お
り
ま
す
。
ヘ
リ
コ
プ
ク
ー
は
美
都
中
の
校
庭

へ
発
着
い
た
し
ま
す
の
で
、
患
者
さ
ん
な
ら
び
に
ご
家
族
の
方
は
用
意
を
さ

れ
、
出
発
し
て
下
さ
い
。

若
杉
茂
樹
（
都
茂
）
宅
、
損
壊
（
崩
土
）

寺
戸
正
（
久
原
）
、
久
原
地
区
の
被
害
状
況
報
告
。

梶
山
潔
（
久
原
）
よ
り
弥
重
美
代
子
（
久
原
）
の
行
方
確
認
要
諮
゜

（
分
遣
所
へ
）

都
茂
ー
益
田
間
、
国
道
1
9
1
号
線
の
状
況
確
認
等
に
出
発
。

沢
江
久
介
、
河
上
信
男
、
花
本
国
雄
、

13
時
、
益
田
土
木
事
務
所
着
。

21
時
10

分
、
美
都
町
役
場
婦
庁
。

美
都
股
協
（
都
茂
）
か
ら
、
米
l
o
o
k
g
買
受
け
0
7
0
k
g
を
東
仙
道
地
区

炊
出
し
へ
、

3
0
k
g
を
都
茂
地
区
炊
出
し
へ

救助活動を行なう消防団
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に
10分

盟
田
頼
信
（
三
谷
）
宅
、
全
壊
。
本
人
行
方
不
明
。

美
都
町
議
会
全
員
協
議
会
開
催
。

桜
井
蕃
（
三
谷
）

野
菜
の
出
荷
申
出
。

松
江
地
方
気
象
台
1
1
時
発
表

沿
源
寺
の
山
に
氾
裂
あ
り
、

洪
水
注
意
報
解
除
。

役
場
、
小
川
元
昭
か
ら
分
辿
所
へ
辿
報
。

清
源
寺
の
山
の
氾
裂
個
所
確
認
出
動
。
分
追
所
2
名
、
消
防
団
員
］
名
。
役
場

2
名。

県
医
務
課
、
医
茄
救
設
班
の
派
造
用
意
あ
る
旨
辿
絡
あ
り
。

寺
戸
和
憲
（
二
谷
）
よ
り
盟
旧
頼
信
（
三
谷
）
の
確
認
依
頼
。
消
防
団
地
元
分

団
に
は
依
頼
済
。

弥
重
美
代
子
（
久
原
）
の
件
、
辿
絡
っ
か
な
い
。

弥
重
美
代
子
（
久
原
）
の
件
、
警
察
無
線
に
て
調
壺
依
頼
。

分
逍
所
9
号
車
、
警
戒
出
動
（
道
路
状
況
調
査
）
。
仙
道
方
面
。

救
助
出
動
。
三
浦
正
人
（
小
原
）
宅
。
徒
歩
出
動
。
分
遣
所
、
野
沢
、
桧
谷
、

村
上
、
寺
井
、
青
木
、
石
田
、
団
員
8
名
、
役
場
3
名。

孤
立
地
区
。
板
井
川
全
地
区
、
朝
倉
ほ
ぼ
全
地
区
、
笹
倉
全
地
区
、

集
落
数
ヵ
所
。

田
中
晃
（
仙
道
）

東
仙
道
地
区
の
被
害
状
況
報
告
。

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
到
着
。

ヘ
リ
コ
プ
ク
ー
、
人
工
透
析
患
者
2
名
を
乗
せ
、
岩
本
病
院
（
益
田
市
）
へ
。

（
警
察
無
線
）

そ
の
他
小

寸断された若杉地区への道路（町道板井川八幡線魚切付近）
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5

緊
急
生
活
物
臼
の
空
輸
を
福
祉
事
務
所
へ
要
請
①
乾
屯
池
単
一

4
本
入

5

0
0
個
。
単
二

4
本
入

5
0
0
個
。
（
防
災
無
線
機
用
）
②
ロ
ー
ソ
ク
。
③

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
④
下
着
類

盟
田
頼
信
（
三
谷
）

八
防
災
無
線
＞

逍
体
で
発
見
。

午
後
4
時
現
在

6
名
の
死
亡
者
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
す

る
と
共
に
、
謹
ん
で
お
名
前
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

山
本
地
区
、
山
根
和
子
さ
ん

(35
オ
）
、
山
根
有
加
里
さ
ん

(
4
オ
）
、
山

根
都
さ
ん

(
1
オ
）
、
澄
川
真
さ
ん

(70オ
）
、
澄
川
松
代
さ
ん

(64
オ
）
、

三
谷
地
区
、
盟
田
頼
信
さ
ん

(58
オ
）
。
以
上

6
名
の
方
で
す
e

尚
、
現
在
ま
で
の
捜
索
に
も
か
か
わ
ら
ず
行
方
不
明
の
方
が
お
ら
れ
ま
す
。

お
名
前
は
、
三
浦
正
人
さ
ん
、
妻
消
子
さ
ん
で
す
。

八
防
災
無
線
＞

辿
体
で
発
見
。

午
後
4
時
45
分
、
行
方
不
明
だ
っ
た
三
浦
清
子
さ
ん

(64
オ
）
が
遺
体
で
発

見
さ
れ
ま
し
た
。
謹
ん
で
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す
。

弥
重
美
代
子
（
久
原
）
の
生
存
確
認
。
警
察
無
線
よ
り
。

浦
消
子
（
小
原
）

浦
正
人
（
小
原
）
宅
。
救
助
作
業
難
航
。

17
時
で
打
ち
切
り
予
定
。

宇
津
川
下
山
地
区
4
戸
20
人
、
米
不
足
、
あ
と

2
1
3
日
分
あ
り
。

清
源
寺
亀
裂
個
所
、

場

2
名。

シ
ー
ト
張
り
作
業
。
分
逍
所

2
名
、
消
防
団
員
1
名
‘
役

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
到
舒
。
屯
々
公
社
、
資
材
及
び
人
員
搬
送
。

豊田頼信捜索
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時

分
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小
笠
原
昭
（
丸
茂
上
）

浦
正
人
（
小
原
）

河
野
敏
弘
（
葛
籠
）

分
遣
所
9
号
車
、
道
路
状
況
調
査
、
国
道

1
9
1
号
線
。

八
防
災
無
線
＞

八
防
災
無
線
＞

金
谷
方
面
の
被
害
状
況
報
告
。

遺
体
で
発
見
。

丸
茂
上
地
区
の
被
害
状
況
報
告
。

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
到
将
。
緊
急
生
活
物
資
搬
送
。
乾
屯
池
単
一

2
0
0
0
個
、
単

l
-
2
0
0
0
個
、
ロ
ー
ソ
ク

1
0
0
0
本
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

(
3
本
人
）

1
0
0
0
個
、
下
箸
3
0
0
枚。

屯
話
が
不
通
の
た
め
防
災
無
線
し
か
お
知
ら
せ
の
方
法
が
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
各
家
庭
の
防
災
無
線
放
送
が
、
電
池
が
古
く
な
っ
た
た
め
、
入
ら
な
い

家
庭
が
多
い
よ
う
で
す
。
物
資
と
し
て
今
日
ヘ
リ
コ
プ
ク
ー
で
電
池
が
き
ま

し
た
の
で
、
た
だ
ち
に
入
れ
替
え
て
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

沢
江
久
介
都
茂
ー
益
田
間
の
状
況
報
告
。

①
益
田
市
の
状
況
、
七
尾
町
、
幸
町
付
近
は
特
に
ひ
ど
く
、
ー
階
は
全
部
水
に

つ
か
っ
て
い
る
。
駅
前
は
⑮
メ
ー
ト
ル
位
の
水
。
②
国
道

1
9
1
号
線
は
復
旧

の
見
込
な
し
。
長
者
淵
か
ら
益
田
方
面
は
道
形
全
く
な
し
。
町
外
へ
は
別
ル
ー

ト
を
考
え
る
こ
と
。
③
津
田
停
車
場
線
経
由
で
の
開
通
が
有
望
。
こ
の
線
の
復

旧
に
重
点
を
お
く
べ
き
。
（
復
旧
に

4
1
5
日
必
要
）
。
④
笹
倉
と
の
歩
行
辿

絡
路
を
至
急
確
保
す
べ
き
。

役
場
の
行
事
の
中
止
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

役
場
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
会
議
の
開
催
通
知
を
し
て
お
り
ま
す
が
、

7
月
末
ま
で
の
会
議
に
つ
い
て
、
す
べ
て
中
止
と
い
た
し
ま
す
。

こ
の
内
、

救援物資の仕分け（役場）
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役
場
職
員
の
皆
様
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

明
日
は
午
前
8
時
に
、
二
川
地
区
の
方
は
二
川
公
民
館
へ
、
都
茂
地
区
の
方

は
役
場
本
庁
へ
、
東
仙
道
地
区
の
方
は
老
人
福
祉
セ
ン
ク
ー
に
そ
れ
ぞ
れ
集

合
し
、
責
任
者
の
指
示
に
従
っ
て
下
さ
い
。

緊
急
物
賓
の
配
布
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

先
程
の
臨
時
放
送
で
も
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
し
た
よ
う
に
、
霜
話
が
全
面
通

信
不
能
と
な
り
、
連
絡
は
防
災
無
線
の
み
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
各
家

庭
の
電
池
が
古
く
な
っ
て
受
信
し
な
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。
本
日
ヘ
リ
コ
プ

ク
ー
に
よ
り
電
池
を
緊
急
確
保
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
明
日
配
布
で
き
る
よ

う
両
出
張
所
お
よ
び
役
場
に
送
り
ま
す
。
尚
、
そ
の
他
緊
急
物
資
と
し
て
、

ロ
ー
ソ
ク
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
、
下
粧
を
用
意
い
た
し
ま
し
た
。
各
自

治
会
で
ご
相
談
の
う
え
、
午
前
10
時
以
降
お
受
け
と
り
に
お
い
で
下
さ
い
。

緊
急
事
態
の
た
め
各
自
治
会
長
さ
ん
宅
ま
で
お
送
り
で
き
ま
せ
ん
が
、
ご
了

承
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

午
後
7
時
現
在
8
名
の
死
亡
者
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
す

る
と
共
に
、
謹
ん
で
お
名
前
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

山
本
地
区
、
山
根
和
子
さ
ん

(35
オ
）
、
山
根
有
加
里
さ
ん

(
4
オ
）
、
山

根
都
さ
ん
（
ー
オ
）
、
澄
川
真
さ
ん

(70
オ
）
、
澄
川
松
代
さ
ん

(64
オ）

三
谷
地
区
、
豊
田
頼
信
さ
ん

(58
オ
）
、
小
原
地
区
、
三
浦
消
子
さ
ん

(64

オ
）
、
三
浦
正
人
さ
ん

(65
オ
）
、
以
上
8
名
の
方
で
す
。

復
旧
作
業
に
つ
い
て
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

次
の
路
線
に
つ
い
て
は
明
日
、
崩
土
取
除
き
の
た
め
機
械
が
入
り
ま
す
。
関

係
自
治
会
長
は
、
倒
木
、
邪
魔
木
伐
り
の
た
め
、
多
数
の
繰
出
し
を
お
願
い

し
ま
す
。
午
前
8
時
、
お
お
む
ね
次
の
場
所
に
て
お
待
ち
下
さ
い
。
大
田
又

線
は
春
日
荘
、
都
茂
し
真
砂
線
、
お
よ
び
岡
組
線
は
、
土
佐
甚
市
さ
ん
宅
付

近
、
山
崎
養
鶏
場
線
は
、
従
鶏
場
、
右
田
牧
場
線
は
大
峠
付
近
、
津
田
停
車

場
線
は
、
西
田
豊
さ
ん
宅
付
近
。
久
原

t
三
谷
線
は
、
草
野
梅
市
さ
ん
宅
付

近
。
蛇
の
久
保
線
は
、
大
石
光
市
さ
ん
宅
下
。
以
上
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す。

全国から届けられた救援物資
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▽
2
1
.
5
0
 

▽
2
1
.
3
0
 

時

分

▽
2
0
.
5
0
 

籾
摺
精
米
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

東
仙
道
の
寺
井
精
米
所
で
、
籾
摺
や
精
米
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

国
道

1
9
1
号
線
、
都
茂

1
東
仙
道
間
開
通
。

総
務
事
務
所
へ
被
害
報
告
。

19
時
現
在
、
死
者
8
、
負
傷
者
3
、
家
屋
倒
壊
50
、
流
失
12‘

破
損
39
、
浸
水

無
数
。

八
防
災
無
線
＞

臨
時
放
送
を
い
た
し
ま
す
。
道
路
情
報
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
本
日

ま
で
に
建
設
業
者
の
懸
命
な
作
業
で
、
小
型
自
動
車
の
通
行
可
能
に
復
旧
し

た
路
線
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
。
役
場
か
ら
板
井
川
ロ
ー
タ
リ
ー
の

間
、
。
丸
茂
二
反
田
か
ら
明
正
寺
ま
で
、

o
役
場
か
ら
東
仙
道
出
張
所
ま
で
、

0

田
原
口
か
ら
石
川
正
さ
ん
宅
入
口
ま
で
、
お
よ
び
堀
越
ま
で
、

0

役
場
か

ら
人
元
木
経
由
東
仙
道
公
民
館
ま
で
の
中
倉
線
。
以
上
の
路
線
は
開
通
と
は

い
い
な
が
ら
、
道
路
状
況
は
極
め
て
悪
い
の
で
、
運
転
は
慎
重
に
、
交
通
事

故
等
お
こ
さ
な
い
よ
う
注
意
し
て
下
さ
い
。

電
話
の
復
旧
状
況
に
つ
い
て
。

電
々
公
社
職
員
の
懸
命
な
徹
夜
作
業
に
よ
り
、
町
内
の
電
話
は
一
部
通
話
可

能
に
な
り
ま
し
た
。
都
茂
地
区
か
ら
二
川
地
区
へ
は
通
話
で
き
ま
す
。
し
か

し
、
電
話
器
が
破
損
し
て
い
る
所
へ
は
通
話
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
都
茂
地
区

か
ら
東
仙
道
地
区
へ
は
通
話
は
不
可
能
で
す
。
尚
、
一
度
に
使
用
し
ま
す
と

ま
た
通
話
不
能
に
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
緊
急
以
外
の
通
話
は
な
る

べ
く
し
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。
町
内
全
域
お
よ
び
町
外
通
話
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
に
は
、
ま
だ
相
当
の
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

仮復旧した浜田美都線（板井川中ノ谷地内）

-34 -



V
l
l
.
2
0
 

▽
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.
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>
1
0
.
3
0
 

▽
8
.
1
0
 

八
防
災
無
線
＞

臨
時
放
送
を
い
た
し
ま
す
。
電
話
が
全
面
通
信
不
能
と
な
り
、
連
絡
は
防
災

無
線
の
み
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
各
家
庭
の
屯
池
が
古
く
な
り
受
信
し
な

く
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ヘ
リ
コ
プ
ク
ー
に
よ
り
電
池
を
確
保
い
た
し
ま
し
た

の
で
今
日
配
布
出
来
る
よ
う
両
出
張
所
、
お
よ
び
役
場
に
送
り
ま
す
。
尚
、

そ
の
他
緊
急
物
登
と
し
て
、
ロ
ー
ソ
ク
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
、
下
珀
を

用
意
い
た
し
ま
し
た
。
各
自
治
会
で
ご
相
談
の
上
、
午
前
10
時
以
降
お
受
け

と
り
に
お
い
で
下
さ
い
。
緊
急
事
態
の
た
め
各
自
治
会
長
さ
ん
宅
ま
で
お
送

り
で
き
ま
せ
ん
が
、
ご
了
承
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

東
仙
道
地
区
の
役
場
職
員
の
方
は
、
本
庁
か
ら
指
示
が
あ
る
ま
で
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
に
待
機
し
て
い
て
下
さ
い
。

八
防
災
無
線
＞

臨
時
放
送
を
い
た
し
ま
す
。
ヘ
リ
コ
プ
ク
ー
の
離
着
陸
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
空
輸
の
た
め
美
都
中
学
校
に
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
離
着
陸
し
ま
す
が

そ
の
際
に
大
変
危
険
で
す
の
で
、
子
供
さ
ん
達
を
絶
対
に
、
ま
わ
り
に
近
づ

け
な
い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。
ケ
ガ
を
さ
れ
て
も
、
今
は
医
療
機
関
も
充
分

で
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
大
人
の
方
も
気
を
つ
け
て
下
さ
い
。

山
の
わ
き
水
、
井
戸
水
を
飲
用
さ
れ
る
時
は
絶
対
に
生
水
で
は
飲
ま
な
い
よ

う
に
し
て
下
さ
い
。

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
、

資
材
等
を
空
輸
゜

5
回
離
着
陸
。
物
資
、
燃
料
、
水
防
資
材
、
軍
々
公
社
関
係

妊
産
婦
を
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
空
輸
依
頼
を
行
う
。

搬送されたパノラマアンテナ
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了2時
30分

八
防
災
無
線
＞

臨
時
放
送
を
い
た
し
ま
す
。
災
害
対
策
本
部
長
よ
り
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま

す。町
長
の
若
杉
で
ご
ざ
い
ま
す
。
本
町
災
害
史
上
、
未
曽
有
の

8
人
と
い
う
尊

い
生
命
を
一
瞬
に
奪
い
、
徹
底
的
直
撃
を
受
け
ま
し
た
こ
の
度
の
大
災
害
は

大
き
な
爪
あ
と
を
残
し
て
今
日
、

3
日
目
を
迎
え
ま
し
た
。
亡
く
な
ら
れ
た

8
人
の
お
方
に
、
町
民
み
な
さ
ま
と
共
に
謹
し
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
、
冥

福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

さ
て
、
町
民
の
皆
様
、
電
気
の
無
い
、
ガ
ス
の
無
い
、
水
の
無
い
、
何
も

か
も
無
い
不
自
由
な
生
活
が
当
分
続
く
こ
と
を
自
党
し
、
ご
辛
抱
し
て
頂
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
あ
ら
ゆ
る
手
配
は
懸
命
に
し
て
お
り
ま

す
も
の
の
、
生
活
物
資
の
補
給
は
｀
当
分
見
込
み
の
な
い
こ
と
を
前
提
に
節

約
し
、
引
き
し
め
、
お
た
が
い
に
譲
り
あ
い
工
夫
し
て
、
当
座
を
し
の
ん
で

下
さ
い
。
た
だ
今
‘
益
田
に
向
け
、
ま
た
、
町
内
の
道
路
開
通
に
全
力
を
あ

げ
て
お
り
ま
す
。
一
日
で
も
、
一
時
間
で
も
早
く
電
話
、
電
気
、
水
道
が
届

き
ま
す
よ
う
対
策
に
懸
命
で
す
。

皆
さ
ん
、
私
達
は
過
去
に
お
い
て
、
昭
和
18
年
災
害
そ
の
他
、
幾
度
か
の

災
害
を
体
験
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
都
度
あ
ら
ゆ
る
難
局
を
き
り
ぬ
け
て

復
興
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
、
元
気
を
出
し
ま
し
ょ
う
。
手
に
手
を
と
っ
て
、

必
ら
ず
、
必
ら
ず
立
派
に
復
興
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

町民に呼びかける若杉町長
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▼
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▽
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.
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.
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>
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>
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▼
1
3
.
1
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佐
々
木
マ
ス
ヨ

佐
々
木
マ
ス
ヨ

0

、

ヘ
リ
コ
フ
タ
ー

11
回
離
着
陸
。
米
、
燃
料
、
飲
料
水
、
薬
、
警
察
無
線
機
械

美
都
車
輛
へ
の
荷
物
、
軍
々
公
社
資
材
搬
送
。

八
防
災
無
線
＞

臨
時
放
送
と
し
て
、

協
力
要
請
の
放
送
。

7
月
24
日、

簡
易
水
道
の
使
用
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
都
茂
簡
水
に
つ
き
ま
し
て

は
、
一
部
給
水
を
開
始
し
ま
し
た
が
、
滅
菌
消
毒
が
し
て
あ
り
ま
せ
ん
の
で

飲
用
水
に
は
使
用
し
な
い
で
下
さ
い
。
ま
た
、
送
水
で
き
る
水
量
は
、
わ
ず

か
で
あ
り
ま
す
の
で
、
節
水
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

美
都
町
農
協
営
農
販
売
課
か
ら
。
仙
道
地
区
、
刃
日
、

29
日
の
ナ
ク
ネ
油
交

換
日
は
水
害
の
た
め
延
期
し
ま
す
。
自
家
保
管
の
上
、
今
一
度
乾
燥
し
て
お

佐
々
木
マ
ス
ョ
（
板
井
川
）

と
を
確
認
。

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

3
回
離
着
陸
、
燃
料
、
霞
々
公
社
資
材
搬
送
。

（
板
井
川
）

佐
々
木
マ
ス
ヨ
（
板
井
川
）

絡
（
警
察
無
線
）

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
、
妊
産
婦
を
乗
せ
て
離
陸
。
益
田
赤
十
字
病
院
へ
。

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
到
着
。
急
患
妊
産
婦
搬
送
の
た
め
。

（
板
井
川
）

20
時

30
分
放
送
の
復
旧
作
業
に
つ
い
て
の

児
高
覚
間
（
板
井
川
）
宅
へ
避
難
し
て
い
る
こ

確
認
に
出
動
。

大
橋
義
人
（
益
田
）
宅
に
来
て
い
な
い
と
の
連

行
方
不
明
の
辿
絡
（
警
察
無
線
）

泥に埋もれる笹倉地区簡水浄水場
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7
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5
1
 

V
6
.
1
5
 

電
話
の
試
験
通
話
、
断
線
地
区
を
除
く
町
内
復
旧
。

ロ冒
時

分

▽

2
3
.
0
0
 

い
て
下
さ
い
。
股
協
野
菜
無
人
販
売
の
世
話
人
会
に
つ
い
て
刃
日
の
開
催
は

水
害
の
た
め
延
期
し
ま
す
。
初
秋
蚕
の
蚕
の
配
蚕
は
、
益
田
か
ら
の
道
路
通

行
不
能
等
、
連
絡
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
配
蚕
は
不
能
と
思
わ
れ
ま
す
。

家
庭
用
ガ
ス
の
節
約
に
つ
い
て
。
本
日
町
長
の
お
願
い
放
送
に
も
あ
り
ま
し

た
が
、
特
に
家
庭
用
の
ガ
ス
が
不
足
し
て
お
り
ま
す
。
各
自
治
会
内
で
共
同

使
用
な
ど
、
節
約
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

米
の
確
保
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
主
食
の
米
を
、

ー
で
送
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
牒
協
の
本
所
、
お
よ
び
各
支
所
へ
保
管
し
て

お
り
ま
す
。
放
送
が
故
障
し
た
た
め
皆
さ
ん
へ
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
が
遅
れ

ま
し
た
こ
と
を
、
お
わ
び
い
た
し
ま
す
。

瑞
穂
町
に
お
い
て
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
す
、
子
供
会
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
参
加

者
の
帰
町
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
大
変
ご
心
配
を
お
か
け
し
ま
し
た

が
、
明
日

26
日
夕
方
ま
で
に
は
帰
町
い
た
し
ま
す
。
追
っ
て
そ
の
時
間
は
お

知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
各
地
域
公
民
館
ま
で
迎
え
に
出
て
下
さ
い
。

ヘ
リ
コ
プ
ク
ー
到
着
。
米
ー
ト
ン

ヘ
リ
コ
プ
タ

ヽ

ロ
ー
ソ
ク

火

災

予

防

に

つ

い

て

お

知

ら

せ

し

ま

す

。

停

電

の

た

め

、

お

よ

び
薪
を
使
用
す
る
機
会
が
多
い
の
で
、
火
の
元
に
は
充
分
注
意
し
て
下
さ
い
。

総
務
事
務
所
へ
被
害
報
告
。

23
時
現
在
、
死
者

8
、
負
傷
者
3
、
家
屋
倒
壊
51
、

流
失
12
、
破
損

40、
浸
水
無
数
。
（
調
査
中
）

全国から寄せられた救援物資
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V
I
O
.
4
5
 

>
1
0
.
4
0

郵
便
局
が

ら
実
施
。

V
9
.
0
0
 

3
 

▽
8
•

ー

ハ
ガ
キ
、
手
紙
の
徒
歩
輸
送
（
益
田
間
）
を
決
定
。

八
防
災
無
線
＞

7
月
刃
日
か

臨
時
放
送
を
い
た
し
ま
す
。
ク
レ
ゾ
ー
ル
石
ケ
ン
液
で
の
消
毒
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
ク
レ
ゾ
ー
ル
石
ケ
ン
液
を
、
役
場
、
お
よ
び
両
出
張
所
に

準
備
し
て
お
り
ま
す
。
浸
水
し
た
家
庭
、
お
よ
び
地
区
で
は
容
器
を
持
っ
て

最
寄
の
役
場
、
お
よ
び
出
張
所
に
取
り
に
来
て
下
さ
い
。
消
毒
法
は
次
の
通

り
で
す
。
床
板
、
壁
、
柱
、
便
所
に
つ
い
て
、
ク
レ
ゾ
ー
ル
石
ケ
ン
液
を

30

倍
に
薄
め
て
、
咽
霧
、
ま
た
は
拭
い
て
下
さ
い
。

無
線
機
の
点
検
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
無
線
機
の
電
池
を
換
え
て
も

放
送
が
受
信
で
き
な
い
家
庭
が
あ
る
よ
う
で
す
が
、
こ
の
放
送
を
聞
か
れ
た

方
は
、
隣
、
近
所
の
方
へ
次
の
点
を
確
認
し
て
あ
げ
て
下
さ
い
。
①
電
源
ス

イ
ッ
チ
が
入
っ
て
い
る
か
ど
う
か
。
無
線
機
に
向
か
っ
て
左
の
ボ
ク
ン
を
押

し
て
み
て
下
さ
い
。
電
源
が
入
る
と
赤
ラ
ン
プ
が
灯
き
ま
す
。
②
室
内
ア
ン

テ
ナ
が
長
く
出
て
い
る
か
。
③
無
線
機
に
向
か
っ
て
、
右
側
の
再
放
送
ボ
タ

ン
が
長
く
出
て
い
な
い
と
放
送
は
受
信
で
き
ま
せ
ん
の
で
以
上
3
点
を
確
認

し
て
下
さ
い
。

八
防
災
無
線
＞

臨
時
放
送
を
い
た
し
ま
す
。
郵
便
局
で
は
、
明
日
の
朝
7
時
ま
で
に
都
茂
郵

便
局
、
お
よ
び
二
川
郵
便
局
、
仙
道
郵
便
局
前
の
ポ
ス
ト
に
投
函
さ
れ
た
郵

便
物
と
、
各
郵
便
局
窓
口
に
、
今
日
午
後
5
時
ま
で
に
出
さ
れ
た
も
の
に
限

り
、
二
川
↓
益
田
間
の
郵
便
物
の
運
送
を
開
始
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の

間
徒
歩
で
運
送
さ
れ
ま
す
の
で
、
手
紙
と
ハ
ガ
キ
が
優
先
さ
れ
ま
す
の
で
、

ご
了
承
下
さ
い
。

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
到
着
、

0
0
個
。

ロ
ー
ソ
ク

2
4
0
0
本
。
ミ
ル
ク
2
0
0
缶
。
電
池
8

仙道西田商店前付近
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ヘ
リ
コ
プ
ク
ー
、

5
回
到
着
、
電
々
公
社
、
人
員
、
資
材
等
を
搬
送
。

八
防
災
無
線
＞

臨
時
放
送
を
い
た
し
ま
す
。
町
内
の
小
中
学
校
長
か
ら
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

町
内
の
小
中
学
校
の
生
徒
の
皆
さ
ん
は
、
来
る

8
月
6
日
土
曜
日
ま
で
の
間
‘

学
校
の
行
事
、
プ
ー
ル
の
練
習
、
部
活
動
等
総
べ
て
中
止
い
た
し
ま
す
。
道
路

の
決
壊
、
崖
崩
れ
、
山
崩
れ
等
危
険
な
個
所
が
沢
山
あ
り
ま
す
の
で
、
父
兄

の
方
は
充
分
注
意
監
督
を
し
て
下
さ
い
。

8
月
6
日
以
降
の
こ
と
は
ま
た
連

絡
い
た
し
ま
す
。

農
協
営
農
販
売
課
よ
り
、
狸
蚕
牒
家
の
方
へ
繭
の
出
荷
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
つ
ゆ
蚕
の
繭
を

29
日
ま
で
に
収
繭
、
毛
羽
取
り
を
し
て
、
う
す
く

ひ
ろ
げ
て
お
い
て
下
さ
い
。

復
旧
工
事
の
ご
協
力
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
明
日
、
小
原
1
乙
子
線

深
田
溢
線
、
小
原
ー
琵
琶
石
線
、
観
月
線
、
三
谷
1
観
月
線
、
農
道
観
月
線

横
見
線
、
京
良
谷
線
が
復
旧
作
業
に
入
り
ま
す
の
で
、
地
元
自
治
会
の
方
は

今
日
か
ら
木
を
切
っ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

都
茂
上
自
治
会
よ
り
、
青
木
一
美
（
都
茂
上
）
宅
を
、

と
の
辿
絡
あ
り
。

7
月
勿
日
に
解
体
す
る

島
根
県
人
事
部
か
ら
、
県
職
員
の
派
遣
要
望
が
あ
れ
ば
、
職
種
、
人
員
数
、
派

逍
の
期
間
、
業
務
内
容
、
宿
舎
確
保
の
状
況
等
を
連
絡
し
て
欲
し
い
と
の
連
絡

あ
り
。

第

2
ヘ
リ
ポ
ー
ト
設
営
作
業
、
分
逍
所

3
名
、
消
防
団
員
l
名。

課
長
会
議
、
今
後
の
対
応
を
協
議
。
庶
務
班
、
民
生
班
、
災
害
班
を
設
爵
。

泥に埋まった東仙道小学校プール
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▽
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。

、

ヘ
リ
コ
フ
タ
ー

人
員
、
資
材
、

ル
搬
送
。

10
回
到
着
、
給
水
タ
ン
ク
、
電
々
公
社
資
材
、
中
国
軍
力

N
H
K
取
材
班
、
中
国
電
気
工
事
人
員
、
資
材
、
ク
レ
ゾ
ー

益
田
総
務
事
務
所
か
ら
、
吉
永
教
育
長
の
伝
言
と
し
て
辿
絡
あ
り
。
瑞
穂
町
の

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
の
一
行
が
、

16
時
、
東
陽
中
学
校
に
到
着
し
た
。

大
型
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
、
着
陸
地
調
査
の
た
め
到
着
。

瑞
穂
町
の
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
の
一
行
は
、

到
着
予
定
の
連
絡
あ
り
。

八
防
災
無
線
＞

臨
時
放
送
を
い
た
し
ま
す
。
子
ど
も
会
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
の
一
行
の
帰
町
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
子
ど
も
会
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
参
加
者
の
婦
町
に

つ
い
て
は
、
大
変
ご
心
配
を
お
か
け
い
た
し
ま
し
た
が
、

18
時
30
分
頃
に
は

各
公
民
館
に
到
着
の
予
定
で
す
か
ら
、
ご
父
兄
の
方
は
公
民
館
ま
で
迎
え
に

出
て
下
さ
い
。

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
到
着
。

大
型
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
、

N
H
K
取
材
班
搬
送
。

3
回
到
着
、
電
々
公
社
通
信
機
材
搬
送
。

大
型
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
到
着
。
電
々
公
社
、
通
信
機
械
搬
送
。

斉
藤
龍
太
郎
（
観
月
）
よ
り
、
観
月
地
区
の
状
況
報
告
あ
り
。

西
尾
信
四
郎
（
宇
津
川
）

更
に
、
仙
道
班
に
吉
水
教
育
長
、
二
川
班
に
土
佐
企
画
財
政
課
長
を
あ
て
て
、

住
民
に
対
処
す
る
。
今
後
宿
直
を
3
名
に
す
る
。

18
時
30
分
頃
に
、
東
仙
道
小
学
校
へ

の
健
在
を
確
認
。

リーダー研修会より帰町した子供達（小原集会所）
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時

分

▽
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市
外
屯
話
6
回
線
か
、
都
茂
交
換
所
に
開
辿
゜

昌
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
到
着
。

N
H
K
取
材
班
搬
送
。

大
型
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
、

料
を
搬
送
。

筒
易
水
道
都
茂
地
区
が
一
部
給
水
開
始
。

八
防
災
無
線
＞

5
回
到
着
、
霜
々
公
社
通
信
機
材
、
人
員
、
資
材
、
燃

臨
時
放
送
を
い
た
し
ま
す
。
簡
易
水
道
復
旧
工
事
に
伴
う
使
用
注
意
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
都
茂
地
区
簡
水
に
つ
き
ま
し
て
は
、
一
部
給
水
を
開

始
し
ま
し
た
が
、
滅
菌
消
毒
が
し
て
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
飲
用
水
に
は
絶
対

に
使
用
し
な
い
で
下
さ
い
。
未
だ
送
水
で
き
る
水
量
は
、
わ
ず
か
で
あ
り
ま

す
の
で
、
節
水
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
食
中
毒
警
報
が
出
て

お
り
ま
す
の
で
、
生
水
は
絶
対
に
飲
ま
な
い
で
下
さ
い
。
食
べ
も
の
は
煮
た

り
焼
い
た
り
し
た
も
の
を
食
ぺ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

宇
宙
衛
星
「
さ
く
ら

2
号
」
に
よ
る
、
屯
話
開
通
試
験
。
町
長
、
島
根
県
知
事

に
屯
話
。

山
部
福
祉
事
務
所
、
石
川
福
祉
課
長
よ
り
、
刀
日

12
時
頃
最
終
便
で
米
が
届
く
、

義
援
物
臼
も
そ
の
時
、
三
隅
町
を
出
発
す
る
。

島
根
県
知
事
よ
り
、
明
日
、
缶
づ
め

48個
入

25
ケ
ー
ス
が
合
同
庁
舎
に
届
く
旨

の
辿
絡
あ
り
。

八
防
災
無
線
＞

県知事へ状況報告する若杉町長

"
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▽
9
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V
8
.
1
0
 

臨
時
放
送
を
い
た
し
ま
す
。
叩
屯
話
の
開
通
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

屯
話
の
復
旧
に
つ
い
て
は
全
力
を
あ
げ
て
作
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
現
在

6
回
線
ほ
ど
町
外
に
通
話
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
電
話
機
は
、

都
茂
保
育
所
前
の
、
交
換
機
の
所
に
備
え
付
け
て
お
り
ま
す
。
町
外
の
親
頬

や
知
人
に
辿
絡
が
と
れ
な
く
て
不
安
な
毎
日
で
し
た
が
、
こ
れ
で
屯
話
巡
絡

が
で
き
ま
す
の
で
、
利
用
さ
れ
る
方
は
都
茂
保
育
所
前
へ
お
出
か
け
下
さ
い
C

尚
、
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
用
件
は
手
短
か
に
お
願
い
し
ま
す
。

八
防
災
無
線
＞

臨
時
放
送
を
い
た
し
ま
す
。
飲
料
水
の
給
水
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

仙
道
地
区
の
飲
料
水
の
給
水
タ
ン
ク
車
が
10
時
15
分
頃
に
、
仙
逍
山
田
商
店

付
近
に
参
り
ま
す
。
こ
れ
は
飲
料
水
と
し
て
使
え
ま
す
。
た
だ
し
、
生
水
で

は
飲
ま
な
い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

災
害
詳
報
第
一
回
目
、

2
号
様
式
報
告
。

救
援
物
臼
、
最
後
の
米
到
着
（
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
）

美
都
！
匹
見
線
開
通
。

日
原
町
よ
り
、
軽
油
を
稲
ん
で
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
出
発
し
た
と
の
連
絡
あ
り
。

八
防
災
無
線
＞

一
回
目
到
着
。

仙
道
へ
給
水
ク
ン
ク
車
を
送
る
。

雨
が
降
り
そ
う
な
の
で
、
物
臼
受
け
取
り
の
た
め
テ
ン
ト
設
営
。

自
衛
隊
員
、
現
地
調
査
の
た
め
2
名
来
町
。
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島
根
県
災
害
対
策
本
部
よ
り
、

と
の
連
絡
あ
り
。

津
田
停
車
場
線
開
通
。

大
河
末
子
（
多
胎
妊
婦
）
、
米
子
医
大
へ

八
防
災
無
線
＞

臨
時
放
送
を
い
た
し
ま
す
。
都
茂
地
区
簡
易
水
道
の
使
用
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
現
在
能
カ
一
杯
に
送
水
を
続
け
て
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
使
用

量
が
ま
か
な
え
ま
せ
ん
。
当
分
こ
の
筒
水
の
使
用
を
中
止
し
て
頂
か
な
い
と

夕
方
は
断
水
と
な
り
ま
す
。
節
水
に
ご
協
力
下
さ
い
。

八
防
災
無
線
＞

臨
時
放
送
を
い
た
し
ま
す
。
伝
染
病
予
防
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
水

害
後
の
連
日
の
炎
天
下
で
、
伝
染
病
の
発
生
し
や
す
い
状
態
が
続
い
て
い
ま

す
。
赤
痢
、
食
中
毒
に
か
か
ら
な
い
た
め
に
、
次
の
注
意
を
守
っ
て
下
さ
い
。

生
水
、
生
物
は
絶
対
に
飲
ん
だ
り
、
食
べ
た
り
し
な
い
で
下
さ
い
。
石
ケ
ン

を
使
い
、
手
洗
い
を
励
行
し
て
下
さ
い
。
腹
痛
、
下
痢
な
ど
、
体
に
異
常
を

感
じ
た
ら
早
目
に
医
師
に
相
談
し
て
下
さ
い
。
．
尚
、
子
供
さ
ん
の
水
遊
び
、

泥
遊
び
は
絶
対
に
さ
せ
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
下
さ
い
。
現
在
、
食
中
毒
警

報
が
発
令
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
食
べ
物
の
取
扱
い
に
充
分
注
意
し
て
下
さ
い
。

(16
時
55
分、

18
時
05
分、

7
月
28
日、

12
時
30
分、

7
月
お
日
、

12
時
30

分
に
も
放
送
）

島
根
県
社
会
教
育
課
よ
り
、
社
会
教
育
施
設
、
学
校
に
つ
い
て
の
被
害
の
問
い

合
わ
せ
あ
り
。

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
要
請
。

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
準
備
完
了
、
救
急
車
手
配
完
了

県
庁
秘
書
課
、
岩
田
秘
書
課
長
補
佐
よ
り
、
お
日
17
時
頃
、
副
知
事
が
来
町
の

予
定
。
随
行
、
県
土
木
、
県
製
林
、
益
田
総
務
、
益
田
土
木
、
益
田
牒
林
か
ら

一
仙
道
地
区
へ
の
給
水
に
つ
い
て
、
午
前
10
時
放
送
と
同
じ
。

町内の被害調査をする町議会議員
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>
1
3
.
0
5
 

▽
1
2
.
3
0
 

>
2
2
.
0
0
 

▽

2
0
.
0
0
 

>
1
8
.
3
2
 

食
中
毒
警
報
に
つ
い
て
。

各

1
名
の
予
定
。

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
到
着
、
大
河
末
子
（
多
胎
妊
婦
）
を
乗
せ
て
米
子
医
大
へ
。

国
道
1
9
1
号
線
、
笹
倉
長
者
橋
下
か
ら
宇
津
川
堀
河
間
か
ら
益
田
へ
の
連

絡
線
は
、
仙
道
蛍
橋
か
ら
、
熊
子
、
山
折
、
大
草
を
通
り
、
遠
田
町
へ
、
ま

た
、
山
料
か
ら
葛
籠
、
能
登
を
通
り
横
田
へ
の

2
路
線
の
み
。
こ
の
他
は
昨

日
と
変
わ
り
な
し
。

八
防
災
無
線
＞

道
路
復
旧
作
業
の
協
力
に
つ
い
て
。

牒
機
具
の
手
人
れ
、
修
理
、
発
霞
機
、
ポ
ン
プ
等
の
相
談
所
開
設
。

主
な
道
路
の
開
通
状
況
に
つ
い
て
。

明
日
の
道
路
復
旧
の
予
定
路
線
に
つ
い
て
。

ヘ
リ
コ
プ
タ

1
3
5
回
到
恙
。
中
国
屯
力
資
材
、
人
員
、
電
々
公
社
資
材
、
人

員
、
美
都
車
輌
物
資
搬
送
。

八
防
災
無
線
＞

□山 道
路
情
報

（
以
上
4
件
放
送
）

伝
染
病
予
防
に
つ
い
て
。

給
水
に
つ
い
て
。

強
風
波
浪
注
意
報
発
令
に
つ
い
て
。

タ
バ
コ
耕
作
者
の
方
へ
。
（
以
上
4
件
放
送
）

復［日作業中の国道 19 1号線（宇津川志田尾輝雄宅上）
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分
造
所
、
役
場
、
警
察
で
協
議
の
結
果
、
見
誤
り
と
す
る
。

豪
雨
災
害
物
故
者
追
悼
式
（
老
人
福
祉
セ
ン
ク
ー
）

=11"11"11".11"11"11
・""""l".11"11"11"11"11"
＂"，＂＂
"11"11賓

―
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―-7月
お
日
災
害
救
助
法
の
適
用
を
受
け
る
。
―
―

――
 ＝
 

――
 ―
-

＿

l
 

――
 

―-
9
月

9
日
激
甚
災
害
の
指
定
閣
議
決
定
。

u

――
 
―

―

―
 

ペ

1
1
"
•
1
1
"
1
1
"
.
1
1
"
1
1
"
1
1
"
1
1
"
1
1
"
1
1
"
1
1
"
1
1
"
I
I
t
1
1
"
1
1
"
1
1
"
1
1
"
"
"

＂

o
o
 
口

>
1
1
.
1
0
 

V
I
O
.
2
3
 

美
都
町
災
宜
対
策
本
部
解
散

行
方
不
明
者
調
査
。

V
9
.
2
7
 

。

、

ヘ
リ
コ
フ
タ
ー

7
月
23
日、

7
時
前
、
益
田
川
（
蛇
の
久
保
）
を
人
が
流
れ
て
い
た
の
見
た
、

と
の
報
告
あ
り
。

□
 

V
6
.
4
5
 

八
防
災
無
線
＞

明
日
の
逍
路
復
旧
の
予
定
路
線
に
つ
い
て
。

道
路
の
開
通
状
況
に
つ
い
て
。
（
以
上
2
件
放
送
）

9
回
到
着
。
軍
々
公
社
登
材
、
人
員
搬
送
。

災害物故者の追悼式（老人福祉センター）
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あ
の
悪
夢
の
様
な
一
瞬
、
偉
大
な
自
然
の
く

ず
れ
る
音
、
今
な
お
私
逹
の
脳
裏
か
ら
忘
れ
る

事
の
出
来
な
い
集
中
豪
雨
の
恐
怖
か
ら
一
年
が

過
ぎ
ま
し
た
。

そ
し
て
私
達
に
教
え
ら
れ
た
数
多
く
の
知
恵

は
、
こ
れ
か
ら
の
世
代
に
大
き
な
力
と
な
る
事

で
し
ょ
う
。

私
の
家
で
も
川
の
無
気
味
な
流
れ
に
気
づ
い

た
主
人
が
出
た
時
に
は
、
も
う
家
の
中
に
水
が

人
っ
て
い
た
り
、
ま
わ
り
の
水
田
は
一
面
の
川

に
な
っ
て
い
た
。
急
い
で
子
供
達
を
起
し
て
、

家
の
中
の
物
を
動
か
し
、
外
へ
出
て
見
る
と
裏

山
か
ら
の
土
砂
で
母
屋
と
倉
の
間
は
小
川
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。

私
逹
も
子
供
達
も
必
死
に
な
っ
て
家
の
中
、

外
を
動
き
ま
し
た
。
「
お
母
ち
ゃ
ん
大
丈
夫
か

ね
え
」
と
三
男
が
し
き
り
と
聞
き
ま
し
た
。

「
う
ん
、
と
に
か
く
み
ん
な
一
緒
に
い
る
の
よ
」

と
言
っ
て
家
の
中
に
入
る
水
を
出
し
た
り
し
て
、

大
自
然
の
い
た
ず
ら
に
、
せ
め
て
も
の
小
さ
な

抵
抗
で
し
た
。

夜
明
け
が
近
づ
い
て
、
外
の
様
子
が
わ
か
る

様
に
な
っ
て
も
雨
は
上
る
気
配
も
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
内
三
谷
川
も
見
る
間
に
水
位
が
上
っ
て
、

災

害

か

ら

谷

澄

川

正

枝

一
年

水
害
体
験
記

第
二
部

／： 

一
瞬
に
土
手
が
切
れ
て
、
道
が
寸
断
し
て
、
家

の
前
の
橋
も
落
ち
た
。
そ
の
瞬
閤
私
は
「
し
ま

っ
た
」
と
思
っ
た
の
で
す
。
足
の
悪
い
母
だ
け

は
避
難
さ
せ
れ
ば
良
か
っ
た
と
後
悔
し
た
の
で

す
が
母
は
「
皆
ん
な
と
一
緒
の
方
が
い
い
」
と

言
わ
れ
た
言
葉
は
せ
め
て
も
の
救
い
で
し
た
。

雨
の
止
ん
だ
瞬
間
、
体
か
ら
力
が
抜
け
る
思
い

で
「
家
族
も
家
も
助
か
っ
た
」
と
皆
ん
な
そ
の

場
に
、
座
り
込
ん
で
し
ま
っ
た
の
で
し
た
。

そ
れ
か
ら
一
年
、
以
前
は
手
伝
う
事
の
少
な

ぃ
子
供
も
大
活
躍
で
よ
く
手
伝
っ
て
く
れ
ま
し

t
)
0
 

t
 災害
復
旧
の
進
む
中
で
今
一
番
気
に
な
る
の

は
裏
山
の
く
ず
れ
で
す
。
災
害
の
対
象
に
な
ら

な
い
と
の
事
で
、
今
な
お
雨
の
降
る
毎
に
「
大

丈
夫
か
な
」
と
水
の
状
態
を
見
て
は
何
度
も
避

難
を
し
て
眠
れ
な
い
夜
を
過
ご
す
事
も
あ
り
ま

す。
こ
ん
な
思
い
で
過
し
て
お
ら
れ
る
家
も
数
多

い
と
思
い
ま
す
。
一
日
も
早
く
、
安
心
し
て
邪

ら
せ
る
様
対
策
を
立
て
て
頂
け
た
ら
と
念
願
し

て
い
ま
す
。

五
八
・
七
・
ニ
三
、
こ
の
数
字
は
私
達
に
と

て
忘
れ
よ
う
に
も
忘
れ
ら
れ
な
い
悪
拶
の
数
字

で
あ
る
。

古
来
「
災
ぃ
転
じ
て
福
と
な
す
」
と
言
う
言

葉
が
あ
る
が
私
は
こ
れ
を
身
を
以
っ
て
体
験
し

9

J

o
 
t
 今日
、
人
情
紙
の
如
し
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、

そ
う
で
は
な
い
、
あ
の
困
難
を
自
治
会
全
員
で

の
一
週
間
余
に
亘
る
協
同
作
業
に
よ
り
初
期
復

旧
が
出
来
た
事
に
深
く
感
謝
し
て
い
る
。
困
難

な
時
程
人
の
和
の
大
切
さ
を
痛
感
し
た
。
当
初

は
避
難
人
員
の
把
握
救
出
対
策
状
況
の
把
握
報

告
、
被
災
者
に
対
す
る
給
食
と
対
面
す
る
問

題
を
誰
れ
言
う
と
な
く
次
々
と
対
処
さ
れ
、
連

夜
の
班
長
会
で
は
作
業
の
推
進
、
状
況
報
告
、

明
日
の
手
順
が
順
序
よ
く
な
さ
れ
て
い
く
様
子

を
見
て
、
こ
れ
で
こ
そ
本
当
の
自
治
会
で
あ
る

と
意
を
強
く
し
た
も
の
で
す
。
中
で
も
被
害
者

の
中
で
高
齢
者
、
独
居
者
に
対
す
る
こ
と
等
、

初
期
復
旧
の
み
な
ら
ず
自
治
会
の
人
心
の
安
定

に
も
自
治
会
の
皆
様
が
寝
食
を
忘
れ
梢
極
的
に

対
処
さ
れ
た
こ
と
に
人
の
温
か
さ
を
し
み
じ
み

と
感
じ
た
。
し
か
し
現
在
の
文
化
は
ど
う
し
て

こ
う
も
災
害
に
弱
い
の
で
あ
ろ
う
か
、
停
軍
、

断
水
、
通
信
、
交
通
の
遮
断
等
に
よ
る
生
活
の

変
貌
に
よ
る
困
惑
ぶ
り
は
想
像
以
上
で
あ
る
。

そ
の
反
面
、
科
学
、
機
械
力
の
偉
大
さ
に
も
鷲

い
た
。
さ
く
ら
二
号
に
よ
る
通
信
の
確
保
が
出

来
親
近
者
と
通
信
し
て
お
ら
れ
る
あ
の
姿
は
た

と
え
よ
う
の
な
い
安
ら
ぎ
の
一
時
で
あ
っ
た
。

山

料

海

老

谷

経

介

災

害

後

日

記

機
械
力
に
よ
る
復
旧
作
業
、
交
通
の
確
保
と
明

る
い
報
せ
を
耳
に
し
た
時
の
な
ん
と
も
言
え
な

ぃ
安
堵
な
笑
顔
は
今
も
忘
れ
る
事
が
出
来
な
い
C

そ
れ
に
し
て
も
あ
の
暑
さ
の
中
で
よ
く
も
伝
染

病
が
発
生
し
な
か
っ
た
も
の
だ
と
感
心
し
て
い

る
。
水
害
の
後
に
来
る
も
の
は
腸
関
係
伝
染
病

と
言
っ
て
よ
い
は
ど
で
あ
る
が
、
い
ち
早
く
防

疫
処
閥
が
な
さ
れ
た
事
も
眼
に
見
え
な
い
効
果

が
あ
っ
た
も
の
と
思
う
。
も
し
も
伝
染
病
が
発

生
し
て
い
た
ら
と
思
う
と
背
中
に
冷
水
を
浴
び

る
思
い
で
あ
る
。
自
治
会
の
よ
う
な
人
の
集
合

体
は
協
力
し
て
人
心
の
安
定
を
計
り
事
態
に
対

処
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
痛
感
し
た
。

最
後
に
昨
い
命
を
亡
く
さ
れ
た
方
々
の
御
冥

福
を
祈
っ
て
止
み
ま
せ
ん
。
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都

茂

寺

井

失
っ
て
得
た
も
の

打
つ
け
る
よ
う
な
物
音
に
目
覚
め
た
。
目
に

写
っ
た
も
の
は
空
か
ら
地
に
一
直
線
に
連
な
る

雨
の
屏
風
で
あ
る
。
一
瞬
、
昭
和
十
八
年
九
月

十
八
日
、
浜
田
の
学
校
に
居
た
私
の
処
に
、
兄

の
戦
死
の
報
ら
せ
で
先
生
に
送
ら
れ
て
駅
に
急

い
だ
と
き
の
雨
が
脳
裏
を
か
す
め
た
。
こ
れ
は

大
変
な
こ
と
に
な
る
。
顔
も
洗
わ
ず
、
カ
ッ
パ

を
着
て
道
路
に
出
た
。
危
険
な
近
く
の
家
へ
走

っ
た
。
し
か
し
家
に
帰
っ
た
と
き
は
店
に
水
が

侵
っ
て
来
た
。
米
、
投
と
年
老
い
た
母
と
荷
上

げ
し
た
が
既
に
店
に
は
腰
ま
で
濁
水
が
…
そ
し

て
炊
事
場
を
通
っ
て
床
へ
流
れ
る
。
道
路
で
は

ド
ラ
ム
缶
が
七
つ
八
つ
と
大
渦
の
中
に
ぶ
つ
か

り
合
い
異
様
な
音
と
共
に
家
に
迫
っ
て
く
る
。

ひ
と
抱
も
あ
る
流
水
と
木
の
葉
が
ガ
ー
ド
レ
ー

ル
に
壁
を
創
り
水
謡
が
い
や
が
上
に
も
増
し
、

自
然
の
怒
れ
る
事
象
を
唯
々
見
守
る
の
み
、
私

は
亡
き
父
に
「
助
け
て
、
も
う
だ
め
、
助
け
て

く
だ
さ
い
。
」
涙
が
ポ
ロ
ポ
ロ
硫
れ
る
唯
一
念
の

祈
り
、
お
そ
る
お
そ
る
目
を
開
く
と
引
き
水
と

な
っ
て
い
た
。
泥
に
埋
も
れ
た
商
品
を
唯
呆
然

と
・
・
・
・
・
・
時
が
経
っ
と
共
に
町
内
の
悲
し
く
も

異
常
な
災
害
に
身
が
露
え
る
報
ら
せ
が
次
々
に

入
っ
て
く
る
。

此
の
災
害
は
数
時
間
の
出
来
ご
と
で
あ
り
な

が
ら
永
久
に
災
害
史
上
に
太
く
残
さ
れ
る
事
実

で
あ
る
。
人
命
、
家
、
山
林
、
田
畑
と
祖
先
か

ら
大
切
な
遺
産
と
し
て
継
承
さ
れ
た
も
の
を
一

瞬
に
失
い
、
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
祖
先
の
心
の
こ

も
っ
た
財
産
を
数
多
く
失
っ
た
多
く
の
人
々
の

泰

な
げ
き
。

し
か
し
私
は
災
害
に
よ
り
偉
大
な
も
の
を
身

を
も
っ
て
得
た
。
人
の
心
の
美
し
さ
、
金
で
買

え
な
い
人
の
心
の
暖
か
さ
を
…
電
気
が
点
か

な
い
の
で
日
明
り
い
っ
ば
い
泥
落
し
し
て
い

る
と
夕
食
の
差
し
入
れ
、
あ
の
炎
熱
に
も
い
と

わ
ず
援
助
く
だ
さ
っ
た
あ
の
人
こ
の
人
、
自
家

の
災
害
も
顧
み
ず
、
不
眠
不
休
の
役
場
の
人
々

や
地
区
の
役
員
さ
ん
の
方
々
、
少
な
い
野
菜
の

中
か
ら
持
参
し
て
く
だ
さ
っ
た
ト
マ
ト
の
お
い

し
さ
。
外
部
か
ら
の
物
資
の
援
助
、
母
と
共
に

“
有
難
度
い
で
す
ね
“
を
繰
り
返
す
。
忘
れ
て

な
ら
な
い
の
が
、
明
治
、
大
正
、
昭
和
と
生
き

抜
い
た
母
の
強
さ
で
あ
る
。
こ
し
こ
し
と
唯
黙

々
と
泥
と
の
戦
に
挑
む
姿
に
頭
が
さ
が
る
の
み
。

こ
う
し
た
人
々
の
心
を
生
涯
忘
れ
る
こ
と
の

出
来
な
い
大
切
な
宝
と
し
て
保
持
し
、
こ
れ
か

ら
の
私
の
人
生
い
っ
ぱ
い
の
中
で
恩
に
報
い
て

行
か
ね
ば
と
強
く
心
に
誓
っ
た
。

五

年

安

逹

紀

子

初

め

て

の

水

害

七
月
二
十
三
日
の
朝
、
起
き
て
み
る
と
、
道

路
が
川
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

流
れ
て
い
る
物
は
、
周
り
の
道
路
で
は
、
ぞ
う

り
、
ゴ
ミ
、
草
、
木
の
え
だ
、
葉
、
そ
の
他
、

あ
ま
り
大
き
く
な
い
物
が
、
流
れ
て
い
ま
し
た
。

で
も
、
向
こ
う
の
道
路
は
、
は
っ
き
り
見
え
ま

せ
ん
で
し
た
。
田
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
が
川
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
と
こ
ろ
で
は
、
冷
ぞ
う

廊
や
、
車
ま
で
も
流
れ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、

そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
た
み
、

家
具
、
家
の
柱
。
小
さ
い
物
で
は
、
ス
リ
ッ
パ
、

ゴ
ミ
、
木
の
え
だ
、
草
な
ど
が
流
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
様
子
を
見
て
、
わ
た
し
は
、
お
そ
ろ

し
く
な
り
、
少
し
、
荷
物
を
つ
く
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
家
の
ゆ
か
下
に
、
も
う
す
ぐ
き
そ
う

だ
し
、
雨
は
、
だ
ん
だ
ん
強
く
な
っ
て
き
て
い

た
か
ら
で
す
。
そ
し
て
、
ど
ろ
が
、
あ
る
い
ろ

い
ろ
な
場
所
へ
た
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
田
の
ど

ろ
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
た
ら
、
田
が
一
斉
に
く

ず
れ
て
く
る
ん
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
年

は
、
わ
た
し
の
家
で
は
、
田
は
作
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
だ
か
ら
、
他
の
田
が
ダ
メ
に
な
っ
て
い

る
の
を
見
る
と
、
気
の
毒
に
な
り
ま
し
た
。
そ

う
し
て
、
長
崎
み
た
い
に
な
る
の
か
な
あ
と
、

不
安
で
た
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
長
崎
は
、
死

者
が
二
百
人
以
上
出
ま
し
た
。
島
根
は
、
死
者

何
か
出
な
い
よ
う
に
と
願
っ
て
い
ま
し
た
。
生

ま
れ
て
初
め
て
の
水
害
で
す
。
水
害
で
死
ぬ
な

ん
て
、
ひ
ど
す
ぎ
ま
す
。
わ
た
し
は
何
回
も
、

死
ぬ
ん
で
は
な
い
か
と
び
く
び
く
し
ま
し
た
。

で
も
、
死
ん
だ
ら
ど
う
に
も
な
ら
な
い
の
で
、

心
を
強
く
し
よ
う
と
が
ん
ば
り
ま
し
た
。
わ
た

美
都
町
立
東
仙
道
小
学
校

棗
雨
災
害
文
集

「
お
お
あ
め
だ
」
よ
り

し
は
そ
の
時
、
一
番
お
そ
ろ
し
く
思
え
ま
し
た
Q

昼
ご
ろ
、
よ
う
や
く
、
水
が
少
な
く
な
っ
て

き
ま
し
た
。
わ
た
し
は
、
い
っ
し
ゅ
ん
、
「
助

か
っ
た
」
と
言
い
そ
う
に
な
る
は
ど
、
強
く
、

喜
び
を
感
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
雨
が
や
ん
だ

の
で
、
上
の
住
た
く
を
見
に
行
き
ま
し
た
。
そ

う
し
て
と
っ
て
も
ひ
っ
く
り
し
ま
し
た
。
そ
れ

は
、
今
千
葉
に
い
る
三
年
生
の
西
川
と
も
ゆ
き

君
の
家
の
う
ら
が
、
川
に
な
っ
て
い
た
し
、
水

の
い
き
お
い
が
強
く
、
と
も
ゆ
き
君
の
家
に
そ

の
水
が
、
か
か
っ
て
い
る
感
じ
が
し
ま
し
た
。

そ
う
い
う
こ
と
は
、
下
の
住
た
く
の
方
が
安
全

と
い
う
か
、
ひ
害
が
少
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
け
れ
ど
も
ふ
し
ぎ
で
た
ま
り
ま

せ
ん
。
そ
れ
は
、
上
の
住
た
く
の
水
が
下
の
住

た
く
に
行
く
の
に
、
上
の
住
た
く
が
、
ゆ
か
下

や
ゆ
か
上
に
水
が
き
た
の
で
す
。
な
ぜ
な
ん
だ

ろ
う
と
今
で
も
思
い
ま
す
。

水
害
で
、
こ
ま
っ
た
の
は
、
屯
気
の
こ
と
と

水
の
こ
と
で
し
た
。
他
に
も
、
い
ろ
い
ろ
と
こ

ま
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
ほ
ど
、
こ
ま
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
夜
、
屯
気
が
付
か
な
か
っ
た
時
は
、

あ
ち
こ
ち
す
る
の
に
暗
か
っ
た
り
し
て
、
こ
わ

く
は
な
い
け
れ
ど
、
歩
き
に
く
か
っ
た
り
、
す

る
こ
と
が
な
か
っ
た
り
で
、
本
当
に
こ
ま
り
ま

し
た
。
そ
し
て
、
水
が
出
な
い
で
、
お
ふ
ろ
に

入
ろ
う
と
思
う
時
、
パ
ケ
ツ
に
何
回
も
水
を
く

ん
で
、
あ
せ
を
流
し
な
が
ら
す
る
の
は
、
た
い

へ
ん
な
こ
と
で
し
た
。
夏
休
み
の
歯
み
が
き
も

で
き
そ
う
に
な
い
し
、
こ
ま
り
ま
し
た
。

も
う
ぜ
っ
た
い
に
、
何
の
災
害
も
起
こ
っ
て

ほ
し
く
な
い
し
、
闘
く
の
も
い
ゃ
で
す
。
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ふ
と
み
る
と
、
ど
ん
ど
ん
水
が
流
れ
て
い
る
。

な
い
。

一
時
情
け

ど
こ
へ
も
行
く
所
も
な
い
、
行
く
こ
と
も
で
き

令

た
と
思
い
ま
す
。

私
の
家
で
は
田
圃
に
は
あ
ま
り
被
害
が
な
か

っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、
野
菜
畑
は
土
砂
に

う
も
り
、
何
年
も
か
か
っ
て
主
人
が
や
っ
と
つ

く
り
あ
げ
、
十
年
余
り
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

”
の
ど
も
と
す
ぐ
れ
ば
熱
さ
忘
れ
る
”
”
災

害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
来
る
”
の
言
葉
通
り

そ
の
当
時
は
色
々
と
苦
労
も
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
も
い
つ
し
か
．
．
．
．
．
．
o

七
月
二
十
三
日
｀
降
り
つ
づ
く
雨
、
み
る
み

る
う
ち
に
大
洪
水
と
な
り
、
黒
に
ご
り
を
た
て

て
流
れ
る
水
の
音
、
畑
は
ど
ん
ど
ん
水
に
お
し

流
さ
れ
て
ゆ
く
。
稲
田
は
土
砂
で
う
も
っ
て
い

く
。
あ
あ
ど
う
し
よ
う
、
ど
う
し
よ
う
。

雨
は
相
変
ら
ず
降
り
続
く
、
戸
を
締
め
て
い

る
気
に
な
れ
ず
雨
の
降
る
外
ば
か
り
み
て
い
ま

し
た
。
こ
わ
い
な
あ
、
ど
う
し
た
ら
い
い
だ
ろ

う
、
も
し
ゃ
裏
山
が
ぬ
け
た
ら
ど
う
し
よ
う
、

い
ざ
と
い
う
時
の
用
意
に
、
自
分
の
下
着
、

子
供
の
必
要
の
も
の
、
少
し
ば
か
り
の
食
物
等

を
袋
に
入
れ
て
朝
ご
は
ん
も
食
べ
ず
、
食
ぺ
る

気
に
な
れ
ず
、
た
だ
う
ろ
う
ろ
す
る
ば
か
り
。

何
と
か
雨
が
止
ん
で
く
れ
な
い
か
と
神
に
祈
る

思
い
で
し
た
。

雨
も
ふ
し
ぎ
に
小
雨
と
な
っ
た
。

あ
あ
｀
よ
か
っ
た
、
も
う
三
十
分
も
降
り
続

い
た
ら
ど
ん
な
大
事
に
な
る
だ
ろ
う
。

雨
も
小
雨
に
な
っ
て
き
た
の
で
、
気
に
な
っ

て
い
た
斉
藤
ア
ヤ
さ
ん
の
家
を
見
に
行
く
。
途

中
、
水
、
土
砂
で
歩
け
な
い
。
や
っ
と
の
思
い

で
た
ど
り
つ
い
て
み
る
と
、
思
い
が
け
な
く
裏

山
の
土
砂
で
、
あ
わ
れ
無
残
に
も
ア
ヤ
さ
ん
の

家
は
お
し
倒
さ
れ
て
い
る
。
言
葉
も
出
ま
せ
ん
。

気
の
毒
で
し
た
。
私
た
ち
家
族
は
何
ん
の
変
り

も
な
く
ぶ
じ
で
し
た
が
、
ア
ヤ
さ
ん
の
家
を
思

い
途
方
に
く
れ
た
思
い
で
し
た
。
屯
気
も
つ
か

な
い
、
電
話
も
不
通
、
無
線
放
送
に
た
よ
る
の

み
、
ま
っ
た
＜
孤
立
し
て
し
ま
い
、

な
く
思
い
ま
し
た
。

三
日
目
、
音
信
不
通
だ
っ
た
近
く
の
皆
さ
ん

に
あ
う
こ
と
が
で
き
、
御
様
子
を
聞
い
た
り
、

お
見
舞
、
応
援
を
い
た
だ
き
心
強
く
な
り
ま
し

た
。
家
族
を
亡
く
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
は
ん
と
う

に
気
の
毒
で
す
。
ア
ヤ
さ
ん
も
家
を
な
く
さ
れ

た
よ
る
人
も
な
く
、
永
く
住
み
な
れ
た
若
杉
を

で
欲
し
い
う
ろ
う
ろ
と
あ
わ
て
て
い
る
う
ち

わ
い

こ
わ
い
と
泣
き
出
す
。

早
く
雨
が
止
ん

く
。
プ
ー
ツ
の
中
に
水
が
入
る
。
子
供
は
、
こ

喩％令こむ雰

着
き
、
用
意
し
た
も
の
を
自
動
車
に
も
っ
て
行

る
様
な
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
少
し
私
も
落
ち

前
が
切
れ
て
い
る
の
で
、
ぜ
っ
た
い
家
が
流
れ

十
八
年
の
水
害
も
確
か
に
大
き
な
災
害
だ
っ

は
水
が
ど
ん
ど
ん
流
れ
て
い
る
。

私
の
家
は
、

板

井

川

斉

藤

ヒ
サ
ヨ

か
ら
ず
、
た
だ
う
ろ
う
ろ
す
る
ば
か
り
。

床
下

と
思
い
ま
し
た
。

何
を
ど
う
し
て
い
い
や
ら
わ

七
月
二
十
三
日
水
害

あ
あ
、
水
が
来
た
、
水
が
来
た
。

一
瞬
だ
め
か

し
か
た
な
く
去
っ
て
ゆ
か
れ
る
姿
、
災
害
と
は

い
え
私
の
心
に
残
る
さ
み
し
く
か
な
し
い
被
害

の
後
遺
症
と
思
い
ま
す
。

あ
の
お
そ
ろ
し
い
水
害
の
朝
の
さ
ま
ざ
ま
の

様
子
、
私
の
心
の
中
に
後
遺
症
と
し
て
残
っ
て

い
ま
す
。
早
く
も
と
の
生
活
に
と
祈
る
私
で
す
。

残
る
よ
う
努
力
し
て
み
た
い
。

た
め
に
も
、
少
し
で
も
、
た
し
か
な
明
か
し
か

一
員
と
し
て
の
役
割
を
果
す
た
め
、
た
ゆ
ま
ぬ

努
力
と
、
時
と
し
て
思
い
切
っ
た
発
想
の
転
換

も
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
災
害
は
と
ん
で
も

な
い
結
果
を
も
た
ら
し
た
が
、
い
く
ら
悔
ん
で

生
き
て
ゆ
く
た
め
に
は
復
旧
か
、
転
換
か
、

何
ん
と
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ど
ち
ら
に

し
て
も
、
大
変
な
人
生
か
待
っ
て
い
る
事
に
は

変
り
は
な
い
、
な
れ
ば
生
活
の
中
に
、
仕
事
の

中
に
、
貧
に
勝
る
労
苦
に
、
勝
る
盟
か
さ
を
も

お
だ
や
か

と
め
て
何
か
を
得
ら
れ
る
な
ら
ば
、

な
人
生
が
過
せ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
多
く

の
人
の
温
か
い
内
建
の
た
め
の
努
力
に
報
い
る

み
た
と
こ
ろ
で
ど
う
に
も
な
ら
な
い
。

と
ど
ま
る
事
の
な
い
社
会
の
中
で
、
社
会
の

一
生
の
中
で
、

い
つ
何
が
幸
ぃ
し
、
何
が
不

幸
を
招
く
か
、
過
ぎ
て
み
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な

い
が
、
厳
し
い
現
実
の
中
か
ら
気
持
だ
け
の
が

れ
よ
う
と
す
れ
ば
、
み
じ
め
さ
が
現
実
へ
重
な

り
、
自
分
で
哀
れ
に
な
る
、
現
実
の
中
か
ら
明

日
へ
の
光
を
求
め
、
一
つ
の
転
機
と
し
て
と
ら

え
れ
ば
苦
し
み
の
中
に
も
明
る
さ
が
得
ら
れ
る

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

宇

津

川

岡

再

建

後

記

政

夫
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は
い
り
ま
す
。

七
月
二
十
三
日
、
と
つ
ぜ
ん
起
っ
た
集
中
泉

雨
の
た
め
、
二
川
は
ポ
ロ
ボ
ロ
と
な
り
ま
し
た
。

で
も
二
川
の
人
々
は
車
を
流
さ
れ
た
り
、
家
を

こ
わ
さ
れ
た
り
し
て
も
、
し
ん
ぼ
う
づ
よ
く
が

り
ま
し
た
。

ん
ば
っ
て
、
復
旧
作
業
を
し
て
き
ま
し
た
。
そ

の
お
か
げ
で
、
二
川
は
前
よ
り
、
き
れ
い
に
な

こ
れ
か
ら
の
二
川
に
望
む
こ
と
は
、

川
の
て
い
ぽ
う
を
強
力
に
つ
く
り
な
お
す
こ
と

で
す
。
そ
れ
に
、
道
路
が
け
ず
ら
れ
た
所
は
、

す
ぐ
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
道
に
な
お
す
こ
と
で
す
。

に
し
た
ら
、

そ
う
し
な
い
と
、
ま
え
よ
り
川
の
高
さ
が
高
い

所
は
す
こ
し
雨
が
ふ
れ
ば
す
ぐ
川
の
水
が
は
ん

ら
ん
す
る
か
ら
で
す
。
川
の
て
い
ぼ
う
を
強
力

そ
の
つ
ぎ
に
す
る
の
は
、
山
の
森

が
た
く
さ
ん
う
れ
る
の
で
、

林
を
切
り
た
お
し
、
製
作
物
を
つ
く
る
土
地
を

ひ
ろ
げ
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
、
災
害
の
た
め

田
畑
が
川
原
に
な
っ
た
た
め
で
す
。
農
作
物
を

作
る
土
地
が
広
く
な
る
と
、
と
う
ぜ
ん
股
作
物

た
っ
ぷ
り
ぉ
金
が

そ
の
お
金
で
こ
ん
ど
は
、
工
場
を
た
く
さ
ん

作
る
の
で
す
。
そ
う
す
れ
ば
若
い
人
が
出
か
せ

ぎ
に
行
く
こ
と
は
な
く
な
り
、
ほ
か
の
所
か
ら

人
が
く
れ
ば
人
口
は
ふ
え
産
業
の
町
と
な
り
、

美
都
は
も
の
す
ご
く
発
て
ん
し
ま
す
。
そ
う
す

れ
ば
美
都
町
は
も
っ
と
も
っ
と
さ
か
え
る
で
し

ょ
う
。
で
す
が
工
場
ば
か
り
つ
く
る
と
、
よ
ご

れ
て
き
た
な
く
な
る
か
ら
あ
る
て
い
ど
以
上
つ

二

川

佐

々

木

浩

和

二
川
の
発
展
を
考
え
て

へ-/＼--...-̀―

く
ら
な
い
よ
う
に
し
た
い
で
す
。
こ
の
よ
う
な

町
づ
く
り
に
す
る
と
二
川
は
も
っ
と
発
て
ん
す

る
と
思
い
ま
す
。

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
で
心
に
残
っ
た
こ
と
は
、

予
定
よ
り
も
長
い
キ
ャ
ン
プ
だ
っ
た
こ
と
で
す
。

研
修
は

21
日
か
ら

23
日
の
予
定
で
し
た
。
で
も
、

だ
ん
だ
ん
雨
が
ひ
ど
く
な
っ
て
島
根
の
益
田
の

方
や
山
口
の
方
で
は
、
水
か
さ
が
増
え
て
川
が

は
ん
ら
ん
し
た
り
し
ま
し
た
。
私
逹
が
来
た
瑞

穂
町
も
い
ろ
ん
な
ひ
が
い
が
出
た
そ
う
で
す
。

そ
れ
で

23
日
は
ま
た
研
修
練
へ
と
ま
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
先
生
方
に
と
ま
る
と
い
う
話
を

き
く
と
と
て
も
か
な
し
く
な
り
ま
し
た
。
で
も

美
都
ゃ
益
田
に
い
た
ら
自
分
が
ひ
が
い
に
あ
っ

て
い
た
か
も
し
れ
な
い
、
と
思
う
と
私
逹
は
述

が
よ
か
っ
た
ん
だ
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ

で
、
そ
の
晩
は
、
心
配
で
ね
む
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
次
の
朝
、

(24
日
）
「
今
日
は
家
に
帰
れ

る
カ
ナ
ァ
。
」
と
思
っ
て
少
し
う
れ
し
く
な
り
ま

し
た
。
で
も
、
ま
た
と
ま
る
と
い
う
話
に
な
っ

て
ガ
ッ
ク
リ
で
し
た
。
は
ん
と
う
の
こ
と
を
い

う
と
大
声
で
泣
き
た
い
気
持
ち
で
し
た
。
で
も

泣
く
と
は
ず
か
し
い
の
で
泣
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
し
て
だ
ん
だ
ん
家
の
こ
と
が
心
配
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
私
は
と
て
も
元
気
だ
け
れ
ど
、
お

父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
は
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
な
の
か

ど
う
か
わ
か
ら
な
い
の
で
か
な
し
く
な
り
ま
し

た
。
早
く
家
へ
帰
っ
て
家
族
の
顔
が
み
た
い
と

思
い
ま
し
た
。
で
も
そ
の
日
バ
ス
は
む
か
え
に

き
て
く
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

次
の
日

25
日
、
私
は
も
う
決
心
し
ま
し
た
。

バ
ス
は
な
か
な
か
こ
な
い
け
れ
ど
家
に
帰
れ
る

日
ま
で
、
弱
音
を
は
か
ず
に
が
ん
ば
ろ
う
と
思

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
で

心
に
残
っ
た
こ
と

都

茂

斎

藤

f-芹

子

ー

い
ま
し
た
。
和
田
原
子
ど
も
会
の
人
た
ち
も
わ

た
し
逹
を
心
配
し
て
く
れ
て
野
菜
を
も
っ
て
来

て
く
れ
た
り
、
あ
る
家
の
お
ば
さ
ん
も
本
当
に

お
い
し
そ
う
な
野
菜
を
く
れ
た
り
し
て
く
れ
て
、

元
気
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
本
当
の
や
さ
し
さ
や

思
い
や
り
を
わ
か
ら
せ
て
も
ら
っ
た
気
が
し
ま

し
た
。
予
定
と
ち
が
う
研
修
会
は
、
内
容
盟
宮

で
い
ろ
ん
な
し
ゅ
う
か
く
が
あ
っ
て
よ
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。

銭
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こ。t
 

つ 泊
さ
れ
、 「

家
も
、

谷

仲

山

梅

市

二
頭
の
牛
も
」

家
に
は
息
子
の
“
登
”
が
居
た
筈
、

「
登
」
と
呼
ん
だ
が
返
答
か
な
い
。
何
回
も
呼

ぶ
内
に
声
が
し
た
。
「
敷
か
れ
て
は
い
な
い
か
」

と
尋
ね
た
ら
「
い
な
い
」
、
「
体
が
痛
い
」
と

い
う
。
ど
こ
に
居
る
の
か
と
思
え
ば
、
道
路
の

沖
の
鼻
だ
っ
た
。
倒
れ
た
木
の
間
を
く
ぐ
っ
て

傍
に
行
き
、
引
き
起
し
て
見
え
ば
、
顔
は
内
出

血
で
真
黒
く
は
れ
上
が
っ
て
居
た
。

こ
ん
な
自
分
逹
に
雨
は
あ
く
な
い
よ
う
に
土

砂
ぶ
り
に
降
り
注
ぐ
。
自
分
の
箱
て
い
る
合
羽

を
抜
い
で
息
子
に
着
せ
て
居
る
所
へ
、
孝
雄
が

婦
っ
て
来
た
。

「登」

昭
和
五
十
八
年
七
月
二
十
三
日
の
朝
は
、
い

つ
も
の
よ
う
に
起
き
た
。
雨
が
物
凄
く
降
っ
て

い
る
。
扱
山
か
ら
、
石
こ
ろ
混
じ
り
の
泥
水
が
、

滝
の
よ
う
に
釣
屋
の
間
を
流
れ
、
牛
小
屋
に
は

水
が
一
杯
た
ま
っ
て
い
た
。

こ
れ
は
大
変
と
、
す
ぐ
プ
ロ
ッ
ク
を
壊
し
て

水
を
出
し
、
仔
迪
れ
の
牛
を
別
の
牛
舎
へ
腺
し

て
い
る
所
へ
、
甥
の
孝
雄
が
や
っ
て
来
た
。

”
こ
の
分
な
ら
、
郷
の
方
は
ど
う
な
っ
て
い
る

だ
ろ
う
”
と
、
二
人
で
水
を
見
に
出
た
。

吉
野
様
下
ま
で
出
て
見
れ
ば
、
川
は
濁
流
が

溢
れ
、
山
は
崩
れ
、
道
も
欠
壊
し
て
い
た
。
急

に
家
が
気
に
な
り
、
自
分
は
す
ぐ
婦
っ
た
。

家
の
下
の
角
を
曲
っ
た
時
、
裏
山
の
木
が
動

く
よ
う
に
見
え
た
と
思
っ
た
途
端
、
家
は
押
し

道
路
を
越
え
て
沖
の
田
へ
飛
ん
で
行

孝
雄
に
息
子
を
背
負
っ
て
も
ら
い
、
吉
野
様

宅
へ
行
っ
た
。
奥
さ
ん
の
美
須
江
さ
ん
は
、
す

ぐ
着
替
を
出
し
て
着
せ
替
え
、
寝
か
せ
て
下
さ

っ
た
。そ
れ
か
ら
、
自
治
会
長
さ
ん
の
心
配
を
い
た

だ
き
、
地
元
の
皆
さ
ん
の
手
で
登
は
戸
板
に
乗

せ
ら
れ
、
田
の
畦
道
を
通
る
な
ど
難
儀
の
末
、

都
茂
川
瀬
医
院
へ
運
ば
れ
診
て
も
ら
っ
た
。
川

瀬
に
は
入
院
出
来
な
い
為
、
町
長
様
の
御
配
慮

と
、
「
武
」
食
堂
様
の
御
厚
意
に
よ
り
、
「
武
」

の
客
間
に
入
れ
て
も
ら
っ
た
。

そ
の
中
に
苦
し
み
出
し
た
の
で
、
丁
度
、
従

蚕
の
渡
辺
先
生
の
娘
さ
ん
（
日
赤
看
成
婦
）
が

居
ら
れ
、
酸
索
吸
人
す
る
な
ど
丁
寧
に
看
獲
し

て
下
さ
っ
た
。

夕
方
、
中
学
校
校
庭
に
ヘ
リ
コ
プ
ク
ー
が
米

た
。
渡
辺
様
は
、
「
私
が
連
れ
て
行
く
か
ら
安

心
せ
よ
」
と
言
っ
て
機
内
に
乗
り
こ
ま
れ
た
。

飛
び
去
っ
て
行
く
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
眺
め
な
が

ら
、
家
も
、
牛
も
、
そ
し
て
息
子
も
、
今
総
て

を
失
っ
た
と
感
じ
、
茫
然
と
立
ち
尽
し
た
時
の

心
境
は
、
言
葉
ゃ
箪
に
表
す
こ
と
は
出
来
な
い
。

保
健
婦
さ
ん
に
辿
れ
ら
れ
て
「
武
」
に
婦
り
、

泊
め
て
も
ら
っ
た
。

翌
朝
、
吉
野
様
で
も
ら
っ
た
着
替
え
の
入
っ

た
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
担
ぎ
、
オ
峠
の
坂
を
と
ぼ
と

ぼ
と
越
え
る
時
、
牛
は
家
の
下
敷
き
に
な
っ
て

死
ん
で
居
る
し
、
ど
う
し
よ
う
、
等
色
々
思
い

元
の
皆
さ
ん
の
手
で
片
付
け
ら
れ
つ
つ
あ
っ
た
。

つ
つ
婦
っ
た
。

帰
っ
て
見
れ
ば
、
死
ん
だ
二
頭
の
牛
は
、
地

益
田
日
赤
に
無
事
居
る
と
の
事
で
安
心
し
た
が
、

着
替
え
の
ピ
＂
一
ー
ル
袋
―
つ
を
肩
に
、
朝
倉
ゃ

三
谷
の
親
戚
を
、
屋
根
裏
雀
の
よ
う
に
泊
り
歩

く
浅
ま
し
さ
、
そ
の
中
に
、
あ
せ
り
ゃ
無
理
が

重
っ
て
急
に
腹
が
痛
く
な
り
、
救
急
車
で
入
院

し
た
。
診
察
の
結
果
は
、
急
性
膵
朦
炎
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
。

結
果
は
、
余
り
大
し
た
こ
と
な
く
無
事
退
院

し
、
こ
れ
又
無
事
退
院
し
た
息
子
と
二
人
で
仙

迫
の
仮
設
住
宅
に
入
れ
て
も
ら
っ
た
時
の
始
し

さ
は
、
唯
々
感
謝
の
涙
し
か
な
か
っ
た
。

現
在
、
家
の
向
う
の
山
を
堀
り
、
大
工
な
の

で
殆
ん
ど
自
力
で
家
を
建
て
、
未
完
成
な
が
ら

移
り
住
ん
で
い
る
。

仮
設
住
宅
中
は
、
仙
逍
五
班
の
方
々
に
大
変

お
世
話
に
な
っ
た
。
八
十
オ
に
も
近
い
こ
の
歳

に
な
っ
て
、
思
い
も
か
け
な
い
災
難
を
一
身
に

受
け
、
そ
の
時
の
事
を
思
う
と
今
で
も
涙
が
出

る
。
し
か
し
、
こ
ん
な
私
に
、
県
、
町
、
地
元

そ
の
他
随
分
多
く
の
方
々
に
お
世
話
に
な
っ
た

御
恩
は
、
終
生
忘
れ
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
山
口
に
運
ば
れ
た
と
聞
い
た
登
は

こ
ん
な
様
子
を
、
朝
倉
の
娘
へ
知
ら
せ
る
こ
と

も
、
又
朝
倉
の
様
子
を
聞
く
こ
と
も
出
来
ず
、

孝
雄
の
宅
で
不
安
の
一
夜
を
寝
た
。

立
ち
往
生
の
子
供
と
友
情

瑞
穂
町
を
製
っ
た
集
中
豪
雨
は
、
被
害
総
額

約
八
十
二
億
円
と
い
う
、
か
つ
て
な
い
被
害
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。
町
の
い
た
る
所
に
残
る
桑

雨
の
ッ
メ
跡
は
生
々
し
く
、
自
然
の
竹
威
を
感

じ
さ
せ
ま
す
。
二
人
の
尊
い
命
を
奪
っ
た
角
谷

川
も
今
は
濁
流
が
う
そ
の
よ
う
に
静
か
で
す
。

物
心
両
面
で
大
き
な
打
限
を
与
え
た
水
魔
。

だ
が
、
そ
ん
な
中
で
心
温
ま
る
ニ
ュ
ー
ス
が
一

つ
。
青
少
年
旅
行
村
で
、
二
十
一
日
か
ら
二
十

三
日
の
予
定
で
キ
ャ
ン
プ
に
来
て
い
た
美
濃
郡

美
都
町
の
子
供
会
約
七
十
人
が
折
か
ら
の
栄
雨

で
、
帰
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
こ
の
窮
状
を
知

っ
た
町
内
の
和
田
原
子
供
会
の
メ
ン
ハ
ー
は
、

さ
っ
そ
く
、
野
菜
、
米
を
持
ち
寄
り
、
差
し
人

れ
。
ま
た
、
交
歓
会
を
開
く
な
ど
の
救
援
活
動

を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
活
動
に
対
し
て
美
都
町

か
ら
お
礼
の
手
紙
が
。
和
田
原
子
供
会
も
、
励

ま
し
の
手
紙
を
送
る
な
ど
、
こ
れ
を
機
に
友
情

の
輪
が
広
が
り
そ
う
で
す
。

（
山
陰
中
央
新
報

5
8
.
8
.
1
4
よ
り
抜
粋
）

瑞

穂

小

笠

原

義

宣
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7月22日午後9時 写真提供気象庁
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7月23日午前3時写真提供気象庁
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く2> 人身・住家等被害

被害種
被 害 状況

被害前の状況 考目 備
区 分 数屈 単位被害金額

人 身 被 害 死 者 8 人
千円 都茂地区 5人

仙道地区 3人

重 傷 者 3 人
都茂地区 2人
仙道地区 1人

軽 傷 者 2 人
都茂地区 } { ー川地区

計 13 人

住 家 被 害 全 壊 47 棟 167,800 罹災者 146人

流 失 8 棟 28,600 16人

半 壊 36 棟 57,800 124人

破 損 47 棟 10,800 165人

床上浸水 84 棟 30,000 267人

床下浸水 158 棟 19,800 504人

計 380 棟 314,800 1,222人

非住家被害 全 壊 37 棟 50,300 

流 失 J1 棟 15,000 

半 壊 23 棟 14,100 

破 損 22 棟 1,900 

床上浸水 17 棟 2,300 

床下浸水 17 棟 800 

計 127 棟 84,400 

く3> 商工・公共施設等被害

被害種
被 害 状況

被害前の状況目
区 数凪 単位被害金額

備 考
分

公共建物被害 町営住宅 6 戸 5 千05円2 

牒協・社寺等 2 棟 20,500 社 寺

計 25,552 

公営企業被害 筒易水道 103,000 二川那茂、仙道笹倉

計 103,000 

商工鉱業関係被害 建 物 73 棟 217,400 

施 設 34 所 116,450 

商品・製品等 32 30,800 

仕掛品・原材料 19 29,900 

そ 0) 他 22 55,640 

計 450,190 

福祉施設被古 床上没水 2 戸 4,800 

敷地崩壊 17,000 
i 

計 21,800 

教育施設被害 工 作 物 2 棟 50,700 

土 地 2 校 68.600 

i I• 16,201,112 
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く4> 農林関係被害

被害種 目
被 害 状 況

被害前の状況 備 考
区 分 数鼠 単位 被害金 額

製 地 被 害 田 80,9 ha 1,186,千00円0 216 ho 箇所数 514 

畑 7,0 ha I 02,000 85 ha 54 

畦 畔 131,4 ha 642,000 430 

桑 園 1,0 ha 750 13 ha 15 

樹 園 地 3,0 ha 2,050 43 ha 41 

わさび田畑 4,0 ho 201,600 這｝ 43..209 3 hha a 
計 2,134,400 

果樹等樹体被害 桑 樹 3,0 ha 5,020 

ゆ ず 1,0 ha 1,000 6.5 ha 

み つ ま た 10,0 ha 750 17.5 ha 

＜ り 1,0 ha 100 5.0 ha 

計 6,870 

牒業用施設被害 ピニールハウス 26 棟 12,300 5,925面

計 26 棟 12,300 5,925面

畜産関係被害 畜 舎 57 棟 40,200 

牧 草 地 8,0 ha 470 73ケ所

牧野施設（牧道） 150 m 1,500 5 

家畜死亡（肉用牛） 7 頭

” （ニワトリ） 12.060 羽 13,578 

畜産物（生乳） 1,750 kg 

“ （鶏卵） 5,600 kg 1,491 

計 57,239 

従蚕関係被害 ま ゆ 〇.45 I 900 

計 0.45 t 900 

山林関係被害 林 道 3,247 m 221,530 26ケ所

林地崩壊 377 所 7,685,000 

苗 畑 2 所 907 

計 7,907,437 

林産物等被害 立 木 77,339 

素 材 4,000 

しいたけ育成施設 6,000 

しいたけ栂木 22,000, 本 I 66,000 

特殊林産物
20 | 棟 I 21,300 加工施設

計 ！ I 174,639 
農業用施設被害 溜 池 9! 所 16,000 14ケ所

頭 首 工 I 45 I I 256,000 

水 路， 14,654 : rn 669,000 303ケ所

農地保全施設！ 80 I I 15,000 
製 道 5,811 i rn 462,000 -1-ロロ—□--＝
橋 梨！ 29 I 橋 226,000 

計 i 1,644,000 

製作物被害 水 稲 336,4 t I 00, 920 
- -

大 豆 6, I t 1,830 

わ さ び 6,4 t 25,600 
』-,

た ば こ 23,9 I t 38,240 

野 菜 39,5 t 6,745 .—• - -. ～ - -

桑 葉 0,5' t 1,060 
』-

飼 料作物 22 l 5,900 
•a - - •~ -

計 180,295 
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く5> 公共土木被害

被 害 状 況

被害種 目 被害前の状況 備 考

区 分 数凪 単位 被害金額

公共土木被害 町 道 472 所
千円

14,083 m 
2,012,190 

橋 梁 6 橋 87,780 51 m 

町 河 /II 25 913,770 17,762 m 

計 3,013,740 

く6> 美都町消防団出動状況

昭和 58年 7月豪雨災害における
美都町消防団出動状況表

活 動 状 況 出動回数（延） 出動団員数（延）

人命救助活動

山本地区 死者 3人 救助 2人

” 死者 2人 4 回 6 0 人

小原地区 死者 2人
遺体収容

三谷地区 死者 1人

負傷者搬送

家屋倒壊による負傷者 1名 1 回 1 0 人

三谷地区～都茂（役場） ～ヘリコプクー～病院

避難、誘郡（独居老人、歩行困難者）

都茂地区～ 3回 1 0 回
仙道地区～ 4回

2 0 人

二川地区～ 3回

住民の避難誘郡
都茂地区～美都中学校、都茂小学校

山料公民館、都茂上自治会館

美都町役場

仙道地区～老人福祉センター、東仙道小学校 J 5回 3 0 人

仙道会館、三谷集会所

笹倉集会所

二川地区～二川公民館、板井川公民館

二川小学校

水防作業 I 
都茂地区～ 2回
仙道地区～ 2回

5 回 2 2 人

二川地区～ 1回

警戒出動

都茂地区～ 8回 I 
仙道地区～ 10回

2 4回 4 8 人

二川地区～ 6回

A ロ 計 5 g 回 I 9 0 人
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く7> ヘリコプター着陸回数

月 日 着 陸 回 数 用 務

7 月 23日 l 回 急患（負傷者）搬送 3名

7 / 2 4 3 急患搬送 2名、電々公社資材搬送、救援物資

7 / 2 5 2 0 救援物資、急患（妊婦）、燃料

7 / 2 6 3 I 救援物資、 NHK取材班

7 / 2 7 2 2 救援物資、急患搬送（妊婦） 1名

7 / 2 8 3 4 救援物資、中電資材等

7 / 2 9 ， 救援物資、各通信施設資材

7 / 3 o 3 電々公社資材

7 / 3 1 4 電々公社資材

8 月 1 日 2 救援物資、資材搬送

8 / 2 

゜8 I 3 2 資材搬送

計 1 3 1 

く8> 災害対策動員表

第
一
次
•
第
二
次
体
制

町 長

（老人福祉センター〕

東仙道地区職員

［役場〕

都茂地区職員

（地区職員は、職員動員計画表によって状況により召集する）

地区／肖防団幹部

［二川公民館〕

二川地区眺員

地区消防団幹部

美都町災害対策本部
（役場〕

第

次

体

制

本部長
副本部長

町
助

長
役

本部員（職員動員計画表による動員）

消防団幹部（団長、副団長）

：アマチュア無線クラプ員．．．． ．．．．．．．． ．ヽ----------------- ---・ー ・ヽ・

東仙道地区本部
（老人福祉センクー〕

都茂地区本部
［役場〕

二川地区本部
（二川公民館〕

地区本部長
地区副本部長

地区本部長
地区副本部長

地区本部長
地区副本部長

（職員は、計画表により動員した者の内から配盟する）
,'..、．．．．．．.．．.．．.．.．．．．．．.......... ．．．●ヽ・、..................................、,．．．．．．

消防団員（分団長、団員） 消防団員（分団長、団員） ． 消防団員（分団長、団員）
アマチュア無線クラブ員 ・ アマチュア無線クラプ員 ； アマチュア無線クラプ員
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広報

第231号 （昭和58年9月発行）

戦後最大の

町の人口 (58.8.31現在）

世帯 1,147 

人口 3,599 

6月～ 8月中のうごき

出生 8 死亡
転入 24 転出

15 

29 

編集•島根県美都町企画財政課

水害
58年7月豪雨災害

ヒ
月
二
十
日
午
後
か
ら
断
続
し
て
降

り
続
い
た
雨
は
、
二
十
二
日
に
は
一
旦
あ

が
る
か
の
気
配
を
見
せ
た
も
の
の
二
十

三
日
未
明
か
ら
最
大
時
間
雨
陪
ハ
ト
四

、`T
（
六
時
か
ら
七
時
）
と
い
う
猛
烈
な
几

中
栄
雨
と
な
り
、
二
十
日
か
ら
の
総
雨

拭
は
四
百
七
十
八
｀
｀
か
を
記
録
し
、
笈
部
町

令
域
に
大
災
害
を
引
き
起
こ
し
ま
し
た
。

区
降
り
続
い
た
雨
で
地
盤
に
大
鼠
の
雨

地
水
を
含
ん
だ
山
腹
は
、
怠
激
な
降
雨
に

耐
え
き
れ
ず
、
町
内
令
域
で
山
崩
れ
を

茂都下
ぉ
こ
し
腺
い
人
命
や
貴
屯
な
家
財
を
一

る
瞬
の
内
に
奪
い
去
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
c

町
内
を
流
れ
る
大
小
の
河
川
は
こ
と

れゎ洗
ご
と
く
濁
流
と
な
っ
て
氾
濫
し
、
膨
大

に
な
土
砂
と
流
木
と
と
も
に
提
防
を
肌
し

道
路
を
破
壊
し
、
叫
屈
地
を
無
残
な
河
胆

流濁の
へ
と
変
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

川

こ

の

11を
境
に
屯
気
も
、
水
も
、
通
仏

手
段
も
な
い
陸
の
孤
島
と
な
っ
た
災
部

田益る
町
は
、
夕
閻
の
訪
れ
と
と
も
に
家
族
か
疲

れ
れ
切
っ
た
体
を
寮
せ
あ
っ
て
伎
を
過
ご

す
と
い
う
誰
し
も
予
想
だ
に
し
な
か
っ

流てし
た
生
活
へ
と
一
変
し
て
し
ま
い
ま
し
た
，

壊
目
を
投
う
は
か
り
の
惨
状
の
中
で
、

ヘ
リ
コ
フ
タ
ー
に
よ
る
物
資
輸
送
の
爆

破を防
行
と
、
通
い
衛
星
「
さ
く
ら
2
号
」
を

堤
使
っ
た
屯
話
通
に
の
成
功
は
、
町
民
を

勇
氣
づ
け
、
ま
た
、
令
国
各
地
か
ら
洛

せ
ら
れ
た
義
援
金
と
救
援
物
資
は
被
災

者
へ
の
大
き
な
励
ま
し
と
な
り
ま
し
た
C

か
っ
て
な
か
っ
た
深
刻
な
被
弔
り
と
困

、
難
を
か
か
え
な
が
ら
も
、
災
t
"
に
立
ち

む
か
い
’
わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
芙
都
“

を
再
建
す
る
た
め
の
懸
命
な
歩
み
が
今

始
め
ら
れ
た
は
か
り
の
と
こ
ろ
で
す
c

広 報 み と
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全
国
各
地
か
ら

寄
せ
ら
れ
た

御
厚
意
に
感
謝

名
付
け
て
五
八
・
七
栄
雨
。

七
月
二
十
三
日
未
明
に
襲
っ
た
大
災

害
、
そ
れ
は
ま
こ
と
に
恐
怖
の
濁
流
で

あ
り
、
そ
の
被
害
は
日
を
追
っ
て
増
大

し
当
初
百
僻
円
と
推
計
さ
れ
た
も
の
が

確
定
百
六
十
二
僻
円
（
国
県
分
は
含
ま

ず
）
と
ふ
く
れ
あ
が
り
、
現
在
の
町
一

般
会
計
予
符
十
六
低
二
千
万
円
の
実
に

十
年
分
に
匹
敵
す
る
大
き
な
爪
痕
を
残

し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
災
害
で
不
幸
に
も
亡
く
な
ら
れ

た
八
名
の
御
霊
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す

る
と
共
に
、
大
な
り
小
な
り
殆
ど
の
町

民
が
受
け
ら
れ
た
災
禍
に
心
か
ら
お
見

舞
を
申
し
上
げ
ま
す
。

町

予

算

の

十

年

分

の

被

害

額

さ
て
、
町
民
の
み
な
さ
ん
、
こ
の
た

び
の
災
害
に
つ
き
ま
し
て
は
、
激
甚
災

復
旧
へ
の
道
は

険
し
い
が
克
服
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い

被
災
後
一
ヶ
月
が
慌
し
さ
の
う
ち
に

す
ぎ
ま
し
た
が
、
そ
の
間
町
民
の
み
な

さ
ん
の
立
ち
上
る
強
い
意
欲
に
相
侯
っ

て
、
電
気
、
通
信
、
水
、
道
路
等
が
関

係
機
関
の
辿
日
辿
夜
の
お
働
き
に
よ
り

予
想
外
に
早
く
復
旧
し
ま
し
た
こ
と
、

ま
た
、
町
内
外
か
ら
の
労
力
提
供
、
義

捐
金
援
助
物
狩
等
の
温
か
い
お
見
舞
、

さ
ら
に
一
日
も
早
く
立
ち
直
れ
と
の
面

い
を
こ
め
て
復
師
谷
金
へ
と
お
寄
せ
い

た
だ
い
た
た
く
さ
ん
の
激
励
あ
ふ
れ
る

ご
寄
付
は
、
な
ん
と
し
て
も
こ
こ
で
復

興
し
立
ち
直
ら
な
け
れ
ば
申
し
訳
な
い

こ
と
だ
と
心
に
誓
い
な
が
ら
感
謝
い
た

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

＼
 

[
視
察
に
訪
れ
た
竹
下
大
蔵
大
i

[
臣
に
被
害
状
況
を
説
明
す
る
若
~

[
杉
町
長

(
8月
1
7日
応
接
室
）
~

若

杉

茂

樹

町

長

t
"
の
指
定
を
受
け
る
べ
く
町
議
会
共
々

怖
力
に
働
き
か
け
て
ま
い
り
ま
し
た
が

政
府
に
お
い
て
は
九
月
九
日
の
閻
議
で

近
隣
市
町
村
と
と
も
に
正
式
に
指
定
が

決
定
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
と
も
す
る
と
激
甚

災
宮
に
指
定
さ
れ
た
ら
な
ん
で
も
か
で

も
み
ん
な
国
が
や
っ
て
く
れ
る
、
県
が

手
助
け
し
て
く
れ
る
。
み
ん
な
只
で
や

れ
る
と
い
う
ま
こ
と
に
安
易
で
手
前
勝

》
~

大
水
害
か
ら
立
ち
直
る
た
め
に

ふ
る
さ
と
を
取
り
戻
す
た
め
に

手
な
期
待
が
も
た
れ
が
ち
で
す
か
、
実

際
は
そ
う
は
い
か
な
い
こ
と
が
余
り
に

も
多
く
あ
る
こ
と
を
、
こ
の
際
知
っ
て

四
い
た
い
と
息
い
ま
す
。

ま
ず
災
屯
り
に
つ
い
て
は
各
省
庁
の

ft

定
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ

れ
が
ま
た
大
変
な
こ
と
で
、
余
す

．．
． 
ケ

月
、
十
一
月
の
終
り
ま
で
に
逍
路
、
河

川
、
製
地
及
び
牒
業
111施
設
、
林
道
、

林
地
、
学
校
と
二
千
ケ
所
以

t
に
及
ほ

う
と
す
る
復
旧
計
画
を
作
ら
な
け
れ
は

な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
町
外
か
ら
沢

山
の
応
援
を
得
て
作
業
を
強
行
し
て
お

り
ま
す
。

自
治
会
長
さ
ん
を
通
じ
て
お
顔
い
い

た
し
て
お
り
ま
す
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ

関
係
者
の
理
解
と
協
力
に
よ
っ
て
得
ら

れ
る
成
果
を
災
専
復
旧
の
決
め
手
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
制
度
迎
IIJ
の
取
り
扱
い
は

よ
く
相
淡
し
て
、
町
も
町
民
も
令
JJ投

球
を
し
な
か
っ
た
ら
こ
の
災
古
は
そ
う

た
や
す
く
復
111
で
き
る
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

私
は
先
頭
に
立
っ
て
必
す
必
す
こ
の

復
111復
興
を
一

11も
早
く
な
し
と
げ
る

こ
と
に
懸
命
の
努
力
を
い
た
し
ま
す
。

こ
の
際
町
民
の
み
な
さ
ん
に
も
緊
揮

一
番
の
桁
起
を
お
師
い
い
た
し
ま
す
。

私
は
今
ま
で
こ
の
ふ
る
さ
と
、
こ
の

山
河
は
先
祖
か
ら
引
き
継
ぎ
、

f
孫
に

引
き
渡
す
も
の
た
、
だ
か
ら
大
切
に
し

な
く
て
は
と
絶
え
ず
巾
し
、
町
づ
く
り

の
桔
本
的
な
考
え
方
と
し
て
お
り
ま
し

た
が
、
最
近
得
た
知
識
で
考
え
ガ
を
多

少
変
え
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
し
た
。．．． 

こ
の
ふ
る
さ
と
、
こ
の
町
は
子
や
子

．．．．．．．．．．． 

孫
か
ら
預
か
っ
て
い
る
も
の
、
そ
の

f

住
宅
復
旧
、
生
産
施
設
そ
の
他
当
然
供
や
子
孫
が
よ
ろ
こ
ん
で
受
け
と
っ
て

個
人
で
、
或
い
は
受
益
者
で
復
旧
し
な
く
れ
る
も
の
、
よ
ろ
こ
ん
で
住
ん
で
く

く
て
は
な
ら
な
い
分
野
が
ご
ざ
い
ま
す
。
れ
る
も
の
に
ま
ず
復
旧
復
典
す
る
こ
と

「
な
に
か
補
助
は
な
い
の
か
」
「
い
が
、
た
だ
今
の
私
逹
に
課
せ
ら
れ
た
大

く
ら
低
利
と
い
っ
て
も
元
金
を
返
す
の
使
命
だ
と
思
い
ま
す
。

が
大
変
」
と
こ
の
段
に
な
っ
て
な
に
か
こ
の
災
也
に
め
げ
ず
、
ひ
る
ま
す
、

を
期
待
し
て
お
ら
れ
る
方
を
見
受
け
ま
禍
を
転
じ
て
術
と
な
す
心
意
気
で
必
ず

す

。

必

ず

立

ち

匝

り

ま

し

ょ

う

。

行
政
が
や
る
仕
事
、
ま
た
町
民
み
な
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
町
民
の
み

さ
ん
自
ら
が
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
さ
ん
く
れ
ぐ
れ
も
健
康
に
注
意
し
、

こ
と
を
は
っ
き
り
と
わ
き
ま
え
、
勿
論
元
気
で
が
ん
は
り
ま
し
ょ
う
。

行
政
と
個
人
の
分
野
を

わ
き
ま
え
必
ず
復
興

を
達
成
し
よ
う

こ
の
ふ
る
さ
と
は

子
孫
か
ら
預
か
っ

て
い
る
も
の

広 報 み と
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濁
流
う
ず
ま
く
一
面
の
大
河
と
な
っ
た

益
田
川
と
三
谷
川
の
合
流
点

河川のはんらんと土石流と

災
害
の
爪
あ
と

益田川の溢水につかった

仙道郷の街並

国
道
一
九
一
号
線
仙
道

バ
イ
パ
ス
を
越
え
は
じ
め

た
益
田
川

広 報 み と
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‘‘/ ／ /‘、/‘‘ 9 9 l…-疇拿羞墨”

水かさが増し都茂農協前の道路にあふれ出た笹利川

益田川の運んだ土砂に軒まで埋った家屋一葛籠一 土石流でめちゃくちゃになった家屋と農地ー大神楽一

益
田
川
の
濁
流
に
洗
わ
れ
る

山
料
地
区
の
民
家

広報みと
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（
写
真
提
供
は
河
野
春
志
さ
ん
1
1
宇
津
川

II)

矢原川の濁流に飲みこまれた鶏舎 一宇津川宮ノ原一

基礎を洗い流された町営住宅宇津川団地

矢
原
川
の
氾
濫
で
ズ
タ
ズ
タ
に

な
っ
た
主
要
地
方
道
三
隅
美
都
線

寸断された国道191号線一宇津川掘河一

広 報 み と
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益田川にえぐりとられた国道191号線

清
水
川
の
運
ん
だ
土
砂
と
流
木
に
完
全

に
埋
っ
た
仙
道
簡
易
水
道
施
設

ー朝倉一 被災直後の公営住宅仙道下団地

広 報 み と
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益田川の洪水と谷川からの土砂とに埋った家屋 ー下都茂一

＂―-一、―y2t9/ ~;‘--二…て～―’
9-灰択ざ"” ---- - ＜t} 、” ＂／ダ‘

電柱や流木がうず高く積った

東仙道小学校校門

無惨な姿をさらす蛍橋

a
応

土
石
流
に
直
撃
さ
れ
全
壊
し
た
家
屋

ー
小
原
ー

:や ヽし、公

広 報 み と
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川となって流れた谷ぞいの水田

・ ー朝倉中郷一

三谷川の氾濫で破壊された

鉄骨ハウス ー小原一

各地からの応援の人達による復旧作業

完
全
に
孤
立
し
た
美
都
町
へ
の
救
援
の

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
は
被
災
後
の
一
週
間
を
中

心
に
延
一
三
一
回
に
及
ん
だ

ー
美
都
中
グ
ラ
ン
ド
ー

ー仙道下一

救
援
活
動

広 報 み と
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通
信
綱
が
破
壊
さ
れ
陸
の
孤
島
と
な
っ
た

美
都
町
へ
災
害
復
旧
対
策
と
し
て
、
全
国
初

の
通
信
衛
星
に
よ
る
電
話
通
信
の
確
保
が
は

か
ら
れ
ま
し
た

1
7
月
27
日
山
料
ー

ヽI¥̀ 全国各地から送られた救援の衣類の仕分け

ーコミュニティセンター一

ようやく外部との通話が可能になり肉親へ

電話連絡する人たち ー 7月27日山料一

救
援
物
資
の
積
み
出
し
作
業

ー
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
ー

広 報 み と
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災
害
見
舞
に
訪
れ
た
細
田
吉
蔵
自
民
党
総
務

会
長
に
説
明
す
る
弥
重
助
役
|

8

月
氾
日
ー

｀
 被災者のため建設された応急仮設住宅

一老人福祉センター
多数の町民が受診した島根医大島田教授らの災害地診療

-8月24日美都中体育館一

県
内
外
の
自
治
体
職
員
や
土
地
改
良
連
合
会
な
ど
の

応
援
を
得
て
三
階
大
ホ
ー
ル
い
っ
ば
い
に
始
ま
っ
た
災

害
復
旧
の
た
め
の
設
計
作
業

ー
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
ー
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災
害
関
連
の
お
し
ら
せ

災
害
か
ら
立
ち
直
る
た
め
の

災
害
復
興
住
宅
資
金

（
住
宅
金
融
公
庫
）

◎
建
設
の
場
合
（
建
物
の
五
割
以
上

の
被
害
を
受
け
た
場
合
）
の
貸
付
条
件

等

〔
貸
付
限
度
額
〕

・
耐
火
構
造
ま
た
は
簡
易
耐
火
構
造

の
住
宅
九
百
十
万
円

・
木
造
等
の
住
宅
八
百
万
円

•
土
地
取
得
費
五
百
万
円

・
整
地
費
二
百
五
十
万
円

〔
償
遠
期
間
〕

・
耐
火
構
造
三
十
五
年
以
内

・
簡
易
耐
火
構
造
三
十
年
以
内

・
木
造
等
二
十
五
年
以
内

た
だ
し
、
三
年
以
内
の
据
爵
期
間
を

設
け
、
そ
の
期
間
償
還
期
間
を
延
長
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎
補
修
の
場
合
（
建
物
の
五
割
未
満

の
被
害
で
、
そ
の
復
旧
に
十
万
円
以
上

の
費
用
を
要
す
る
被
害
を
受
け
た
場
合
）

〔
貸
付
限
度
額
〕

住

宅

関

係

資

金
・
耐
火
構
造
ま
た
は
箇
易
耐
火
構
造

の
住
宅
四
百
五
十
万
円
以
下

・
木
造
等
の
住
宅
四
百
万
円
以
下

・
移
転
費
、
整
地
費
、
い
ず
れ
も
二

百
五
十
万
円

〔
償
還
期
間
〕
十
年
以
内
、
た
だ
し

こ
の
期
間
内
で
一
年
以
内
の
据
置
期
間

を
設
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〔
利
率
〕
建
設
、
補
修
と
も
年
五
・

0
五
％
く
わ
し
い
こ
と
は
役
場
土
木
課
、
住

宅
金
融
公
庫
業
務
取
扱
金
融
機
関
、
住

宅
金
融
公
庫
広
島
支
店
へ
お
問
い
合
わ

民
生

関

係

災
害
援
護
資
金

〔
貸
付
対
象
〕
災
害
を
受
け
た
た
め
、

そ
の
世
帯
の
世
帯
主
が
一
か
月
以
上
の

負
傷
を
し
た
世
帯
や
家
財
、
住
宅
に
損

壊
の
あ
っ
た
世
帯
（
所
得
制
限
あ
り
）

〔
資
金
の
内
容
〕
生
活
費
、
日
常
生

緊
急
住
宅
復
旧
資
金

（
県
信
連
・
県
共
済
連
資
金
）

〔
貸
付
対
象
〕
被
害
を
受
け
た
家
屋

（
住
宅
、
農
舎
等
）
の
新
築
、
修
繕
ま

た
は
改
築
を
し
よ
う
と
す
る
盟
協
の
組

合
員
〔
貸
付
限
度
〕
対
象
事
業
の
八
五
形

を
限
度
と
し
、
一
世
帯
当
た
り
五
百
万

円
以
内〔
貸
付
利
率
〕
年
六
・
八
形

〔
償
還
期
間
〕
十
五
年
以
内
（
据
附

期
間
二
年
を
含
む
）

〔
貸
付
取
扱
期
間
〕
十
一
月
三
十
日

〔
申
込
先
〕
牒
業
協
同
組
合

資

金

活
用
具
の
購
入
、
家
屋
の
補
修
な
ど
生

活
の
立
て
直
し
に
要
す
る
経
費

〔
貸
付
限
度
額
〕
六
十
万
円
か
ら
百

八
十
万
円
ま
で

〔
利
率
〕
年
三

96

〔
償
還
期
間
〕
十
年
、
そ
の
う
ち
三

年
は
据
置
期
間

せ
く
だ
さ
い
。

貸
付
制
度
等
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
こ
利
用
下
さ
い

被
災
者
の
み
な
さ
ん
に
、

主
務
大
臣
指
定
施
設

災
害
復
旧
資
金

〔
貸
付
対
象
〕
被
害
牒
林
業
者
（
個

農
林
漁
業
金
融

公

庫

資

金

世
帯
更
生
資
金

〔
貸
付
対
象
世
帯
〕
災
害
を
受
け
た

た
め
一
時
的
に
生
活
が
困
難
に
な
っ
た

世
帯
が
自
立
更
生
す
る
の
に
要
す
る
経

費

〔
資
金
の
内
容
・
貸
付
限
度
額
・
伯

遥
期
間
（
据
附
期
間
）
〕

ー
、
災
害
援
護
資
金
六
十
万
円
以

内
（
上
記
町
民
課
扱
い
の
災
害
援
護
斑

金
と
の
重
複
借
入
は
で
き
ま
せ
ん
）
七

年
以
内
（
一
年
以
内
）

2
、
住
宅
資
金
百
二
十
万
円
以
内

（
同
右
）
六
年
以
内
（
六
ヶ
月
以
内
）

3
、
更
生
登
金
ー
生
業
役
ー
八
十
四

万
円
以
内
（
特
に
必
要
と
認
め
た
場
合

百
六
十
八
万
円
以
内
（
七
年
以
内
（
一

年
以
内
）
4
、
福
祉
資
金
十
五
万
円
以
内

三
年
以
内
（
六
ヶ
月
以
内
）

〔
利
率
〕
年
三
形

〔
借
入
申
入
先
〕
美
都
町
社
会
福
祉

協
議
会

農
林
業
関
係
資
金

民

生

融

金

〔
借
入
申
込
先
〕
役
場
町
民
課

美
都
町
社
会
幅
祉
協
議
会
で
は
み
な

さ
ん
か
ら
頂
い
た
寄
付
金
を
財
源
と
し

て
短
期
の
貸
付
制
度
民
生
融
金
を
設
け

て
い
ま
す
。
借
り
入
れ
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
民
生
委
員
ま
た
は
町
社
会
福
祉

協
議
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〔
貸
付
限
度
額
〕
十
万
円
以
内

〔
利
率
〕
無
利
子

〔
伯
遠
期
間
〕
六
ヶ
月
以
内

母
子
・
寡
婦
福
祉
資
金

〔
貸
付
対
象
〕
舟
子
・
謀
婦
世
帯
か

災
害
に
よ
り
家
財
の
破
損
、
住
宅
の
損

壊
、
土
砂
崩
れ
等
被
害
を
受
け
た
場
合

〔
登
金
の
内
容
〕
住
宅
究
金

〔
貸
付
限
度
額
〕
百
二
十
万
円
以
内

〔
利
率
〕
年
三
形

〔
伯
遠
期
間
〕
据
四
期
間
経
過
後
六

年
以
内
（
据
附
期
間
二
年
）

〔
借
人
申
込
先
〕
役
場
町
民
課
、
丹

子
・
寡
婦
福
祉
資
金
に
は
、
こ
の
ほ
か

事
業
開
始
資
金
、
事
業
継
続
資
金
、
根

捉
資
金
、
生
活
資
金
、
修
学
査
金
な
ど

が
あ
り
ま
す
の
で
、
役
場
町
民
課
に
ご

相
談
く
だ
さ
い

人
・
法
人
）

〔
対
象
事
業
〕
此
業
用
施
設
、
林
業

用
施
設
の
復
旧

〔
貸
付
利
率
〕
年
六
•
O
五
形
（
貸

付
後
三
年
間
は
年
三
ダ
ダ
）

〔
箕
付
限
度
〕
事
業
費
の
八
十
形
ま

た
は
一
施
設
あ
た
り
二
百
万
円
（
二
百
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林〔
貸
付
対
象
〕
被
害
林
業
者

道

資

金

万
円
で
復
旧
困
難
な
場
合
は
四
百
万
円
）

の
い
ず
れ
か
低
い
額

徊
遥
期
問
〕
十
五
年
以
内
（
う
ち

据
置
期
間
三
年
以
内
）

〔
受
付
窓
口
〕
股
業
協
同
組
合
、
森

林
組
合
自

作

農

維

持

資

金

〔
貸
付
対
象
〕
被
害
牒
業
者

〔
対
象
事
業
〕
製
業
経
営
の
再
建
費

及
び
翌
期
の
股
業
収
入
を
得
る
ま
で
の

間
の
叫
辰
家
経
営
の
維
持
に
必
要
な
費
用

〔
貸
付
利
率
〕
年
四
・
六
形

〔
貸
付
限
度
〕
百
五
十
万
円
（
た
だ

し
既
に
借
り
入
れ
て
い
る
場
合
は
貸
付

残
高
通
算
と
な
り
ま
す
）

〔
倍
遠
期
間
〕
二
十
年
以
内
（
う
ち

据
骰
期
間
三
年
以
内
）

〔
受
付
窓
口
〕
美
都
町
牒
業
委
員
会

（
県
知
事
の
貸
付
適
格
認
定
が
必
要
で

す）
土
地
改
良
資
金

〔
貸
付
対
象
〕
被
害
股
業
者

〔
対
象
事
業
〕
流
出
、
埋
没
し
た
製

地
及
び
牧
野
を
災
害
前
の
状
態
に
戻
す

事
業
〔
貸
付
利
率
〕
年
四
・
六

96

〔
貸
付
限
度
〕
事
業
費
自
己
負
担
相

当
額
屈
遠
期
間
〕
二
十
五
年
以
内
（
う

ち
据
骰
期
間
十
年
以
内
）

〔
受
付
窓
口
〕
股
業
協
同
組
合

町

民

税

〔
対
象
事
業
〕
林
道
及
び
こ
れ
ら
の

付
帯
施
設
の
復
旧

〔
貸
付
利
率
〕
年
四
・
六
ダ
ん

〔
貸
付
限
度
〕
事
業
費
の
八
十
グ
心

〔
依
遠
期
間
〕
二
十
年
以
内
（
う
ち

据
附
期
間
三
年
以
内
）

〔
受
付
窓
口
〕
森
林
組
合

こ
の
ほ
か
に
果
樹
植
栽
狡
金
、
樹
苗

捉
成
資
金
、
造
林
資
金
が
あ
り
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
役
場
産
業
課
、
股

業
協
同
組
合
、
森
林
組
合
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

農
業
経
営
資
金
の
災
害
資
金

（
県
単
独
資
金
）

⑯
 

こ
の
た
び
の
集
中
栄
雨
に
よ
り
被
災

さ
れ
た
方
に
は
、
本
人
の
申
諮
に
柚
づ

き
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
町
税
、
県

税
、
．
国
税
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
「
特

例
措
骰
」
が
講
じ
ら
れ
ま
す
。

町

税

関

係

被
災
日
以
降
に
納
期
限
の
到
来
す
る

町
税
（
町
民
税
、
固
定
狩
産
税
）
及
び

国
民
健
康
保
険
料
に
対
し
て
、
申
請
に

よ
り
次
の
と
お
り
滅
免
を
行
い
ま
す
。

◎
災
害
に
よ
り
納
税
義
務
者
ま
た
は
、

扶
捉
親
族
の
所
有
す
る
住
宅
、
家
財
の

受
け
た
損
害
額
が
そ
の
住
宅
、
家
財
の

価
格
の
十
分
の
三
以
上
で
、
前
年
の
所

得
が
四
百
万
円
以
下
の
方
に
対
し
て
は

〔
対
象
者
〕
総
所
得
の
五
十
グ
符
以
上

を
股
業
所
得
に
依
存
し
て
お
り
、
被
害

が
平
年
収
穫
航
の
三
十
96以
上
で
、
製

業
収
入
が
平
年
の
十
％
以
上
減
と
な
る

見
込
み
の
叫
屈
業
者
。

〔
貸
付
対
象
〕
盟
作
物
等
の
再
生
産

に
必
要
な
経
営
肉
金

〔
貸
付
利
率
〕
年
六
96

〔
貸
付
限
度
〕
事
業
費
の
八
十
96以

内
で
、
六
百
万
円
ま
で
、
一
件
当
た
り

百
六
十
万
円
ま
で
。

徊
遠
期
間
〕
五
年
以
内
（
据
附
期

間
を
含
む
）

〔
貸
付
窓
口
〕
農
業
協
同
組
合

所
得
及
び
損
害
の
程
度
に
よ
り
十
分
の

+1八
分
の
一
の
範
囲
で
滅
免
さ
れ
ま

す。
◎
前
年
の
所
得
が
四
百
万
円
以
下
で

災
害
に
よ
り
股
作
物
の
滅
収
に
よ
る
損

失
額
が
平
年
に
お
け
る

121作
物
の
収
人

の
十
分
の
三
以
上
で
、
前
年
の
股
業
所

得
以
外
の
所
得
が
百
六
十
万
円
以
下
の

方
に
対
し
て
は
、
此
業
所
得
に
か
か
る

町
民
税
の
所
得
割
の
額
に
つ
い
て
、
所

得
に
よ
り
十
分
の
十
ー
十
分
の
二
の
範

囲
で
減
免
し
ま
す
。

固
定
資
産
税

災
害
に
よ
り
納
税
義
務
者
の
所
有
す

る
製
地
、
宅
地
に
つ
い
て
は
一
筆
こ
と

ま
た
家
屋
（
伯
却
登
産
含
む
）
に
つ
い

て
は
一
棟
ご
と
に
生
じ
た
損
害
額
が
、

そ
の
股
地
、
宅
地
、
家
屋
の
価
値
の
十

分
の
二
以
上
の
方
に
対
し
て
、
そ
れ
に

か
か
る
固
定
査
産
税
に
つ
い
て
損
害
の

58
年

7
月
豪
雨
災
害

復
旧
資
金
（
県
融
資
）

〔
貸
付
対
象
〕
事
業
所
ま
た
は
営
業

所
が
所
在
す
る
市
町
村
長
が
、
り
災
し

た
こ
と
を
証
明
し
た
中
小
企
業
者
及
ひ

組
合
。〔
貸
付
限
度
〕
設
備
狩
金
二
千
五
百

万
円
、
た
だ
し
所
要
狩
金
の
八
十
形
以

丸

〔
貸
付
利
率
〕
当
初
三
年
間
六
．

o

程
度
に
よ
り
十
分
の
十
1
十
分
の
一
の

範
囲
で
滅
免
さ
れ
ま
す
。

（
注
）
損
害
額
及
び
損
失
額
に
は
、
保

険
金
ま
た
は
共
済
金
等
か
ら
補
て
ん
さ

れ
る
額
を
控
除
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
料

国
民
健
康
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
町

民
税
の
減
免
枯
準
に
準
じ
て
行
い
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
役
場
総
務
課
、

町
民
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

県

税

関

係

県
で
は
、
サ
家
雨
災
害
被
災
者
に
対
す

る
県
税
特
例
措
附
と
し
て
、
被
災
さ
れ

た
方
の
申
諮
に
基
づ
き
、
次
の
県
税
に

つ
い
て
減
免
を
行
い
ま
す
。

ー
、
個
人
の
事
業
税

2
、
不
動
産
取
得
税

3
、
自
動
車
税

4
、
自
動
車
取
得
税

簡
易
水
道
使
用
料

五
形
、
四
年
目
以
降
六
•
五
五
劣
（
こ

の
は
か
信
用
保
証
協
会
の
保
証
料
年

0

・
八
％
が
必
要
）

屈
還
期
間
〕
十
年
以
内
（
据
骰
期

問
二
年
以
内
）

こ
の
は
か
国
民
金
融
公
庫
、
中
小
＾
止

業
金
融
公
庫
、
商
工
糾
合
中
央
金
肌
等

の
政
府
系
中
小
企
業
金
融
機
関
の
災
寓

融
狩
も
あ
り
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は

商
工
会
ま
た
は
各
金
融
機
関
に
ご
相
談
・

く
だ
さ
い
。

く
わ
し
い
こ
と
は
益
田
総
務
巾
務
所

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

屯
話
益
田
三
ー
ニ
三
五
〇

国

税

関

係

今
回
の
災
害
に
よ
っ
て
住
宅
や
家
財

に
大
き
な
捐
害
を
受
け
ら
れ
た
納
税
者

は
「
災
害
滅
免
法
」
に
よ
る
も
の
と
、

所
得
税
法
に
よ
る
「
雑
損
控
除
」
の
二

つ
の
方
法
に
よ
っ
て
所
得
税
が
軽
滅
ま

た
は
免
除
さ
れ
ま
す
。
こ
の
適
用
を
受

け
る
た
め
に
は
、
来
年
の
確
定
申
告
の

と
き
（
二
月
十
六
日
1
三
月
十
五
日
）

に
こ
の
二
つ
の
方
法
の
う
ち
、
ど
ち
ら

か
有
利
な
方
法
を
選
ん
で
申
告
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
益
田
税
務
署
に
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

電

話

益

田

中
小
企
業
関
係
資
金

ニ
ー

0
四
四
四
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復興への活動に期待
改選された美都町議会

任
期
満
了

に
と
も
な
う

美
都
町
議
会

議
員
の
選
挙

は
、
六
月
二

十
八
日
に
告

示
さ
れ
、
定

数
十
四
人
に

対
し
て
現
職

十
二
、
新
人

五
、
計
十
七

人
が
立
候
補

さ
れ
ま
し
た
。

わ
た
し
た

ち
の
最
も
身

近
な
選
挙
で

あ
る
だ
け
に

関
心
も
高
く

梅
雨
睛
れ
の

猛
暑
の
中
で

激
し
い
選
挙

戦
が
く
り
ひ

ろ
げ
ら
れ
ま

し
た
。投
票
日
は

七
月
五
日
で

当
日
の
有
権

者
数
は
二
、

七
一

0
人

（
男
一
、
三
〇

二
人
、
女
一
、

四

0
八
人
）

で
、
そ
の
内

二
、
六
二
四

人
（
男
一
、

二
六

0
人、

委

員

長

副

委

員

長

委

員

青
木
寺
戸
潮

消
市

(
3
)

郁
朗
（
旧
）

寿
人

(
2
)

総
務
常
任
委
員
会

こ
新
し
い
議
会
構
成
ノ

役

職

氏

名

議

席

番

号

（

敬

称

略

）

委

員

長

三

浦

弘

(14)

副

委

員

長

田

中

純

郎

(
l
)

委

員
委

員

委

員
委

員

委

員

副議

議

長長

六
、
七
、
八
月
分
の
水
道
使
用
料
に
つ

い
て
は
、
次
の
と
お
り
減
免
と
な
り
ま
す
。

ー
、
災
害
に
よ
り
居
住
す
る
家
屋
が

全
壊
も
し
く
は
流
失
し
た
世
帯
は

六
月
分
の
陥
本
料
金
（
六
百
五
十

円
）
の
み
徴
収
し
ま
す
。

2
、
そ
れ
以
外
の
世
帯
に
つ
い
て
は

女
一
、
三
六
四
人
）
の
方
が
投
票
し
、

全
体
で
九
六
・
八
％
と
前
回
を
一
形
上

回
る
高
い
投
票
率
と
な
り
ま
し
た
。

新
し
い
議
員
さ
ん
に
よ
る
初
議
会
は

七
月
十
一
日
に
招
集
さ
れ
、
最
年
長
の

青
木
消
市
さ
ん
が
臨
時
議
長
に
就
任
、

議
席
の
決
定
や
、
正
副
議
長
、
常
任
委

員
会
委
員
等
の
選
任
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

災
害
か
ら
復
輿
し
、
元
の
生
活
を
取

り
戻
す
た
め
に
、
町
民
の
要
求
を
十
分

に
く
み
と
り
、
論
議
を
た
た
か
わ
せ
、

で
き
る
だ
け
早
く
復
旧
を
な
し
と
げ
る

た
め
、
十
四
人
の
議
員
さ
ん
へ
の
期
待

は
、
大
き
く
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

潮小寺寺花福田
郷戸戸本田中

寿幸定郁義隆純
人雄人朗雄義朗

七
、
八
月
分
の
基
本
料
金
を
五
百

円
に
減
額
し
ま
す
。
な
お
、
水
道

メ
ー
タ
ー
が
流
失
し
た
世
帯
に
つ

い
て
は
、
前
回
の
使
用
鼠
（
四
、

五
月
分
）
か
ら
一
ヶ
月
の
平
均
使

用
鼠
を
算
定
し
、
そ
の
三
ヶ
月
分

と
し
ま
す
。

建
設
常
任
委
員
会

委

員

長

花

本

義

雄

(11)

副

委

員

長

下

山

松

夫

(
7
)

委

員

田

中

純

郎

委

員

寺

戸

和

憲

(
8
)

委

員

小

郷

幸

雄

(
9
)

委

員

永

本

幸

義

(12)

監

査

委

員

永

本

幸

義

益
田
地
区
広
域
市
町
村
梱
事
務
組
合
議

会

議

員

三

浦

弘

益
田
市
外
三
町
村
沿
掃
組
合
議
会
議
員

益
田
市
外
四
町
環
境
衛
生
組
合
議
会
成

員

肖

木

消

市

災
害
対
策
特
別
委
員
会

委委委委

員員員員

広

兼

菫

継

(
4
)

大
石
健
司

(
5
)

寺

戸

定

人

(
6
)

福

田

隆

義

(10)
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喜亭‘•••••••••••.• 

戸
ジ
田
中
純
郎
．

¥
｀
嵐

(49
歳）業

~

仙
道
下
~

4（
無
閏
・
現
）

c
股

』
喜

47[[

c
“〗
に

ノ
寺
戸
郁
朗

(53
歳）

政
党
役
員

都

茂

郷

(Jt
団
・
現
）

~
喜3
5彗

]

0
鼻

殷

業

．
谷

中

・

（
無
腐
•
新
竺

~
三
9
9
.

c̀
 

新 選
の
良

樟黄 彦員

~ヽ：無山殷＾福
：乱本 55田

歳隆
［包郷業シ義

今回の選挙で、議員に当選され

た14人のみなさんです。

経歴別では現議員11人、新人3

人です。

平均年齢は、 30歳代の新人 3
人が当選されたこともあり 48.6

歳と、前回に比べ 1.4歳若返りま

した。

党派別では日本共産党が1人、

ほかは全員無所屈です。

掲載は、上段右から得票順。戦

業は立候補届によるものです。

氏名の敬称は省略させていただ

きました。

(34
歳）

設

計

士

・

久

保

坂

（
無
所
屈
•
新
）
會

.

.

.

.

 
9
 .

.

.

 

、、、.、••••• 

.....•... 

、
.
.
.
.
.
.
 .
 

下
山
松
夫

(55
歳）

股

棠

板

井

川

盆
咄
所
屈
・
現
）

．．．． 
，
 ．．．．．．．．．．．． 

••••••• 

小
郷
幸
雄

G50
歳）

辰

業

．

潤

倉

上

限
所
屁
・
現
）

••••••• 

,
 
••••• 

(54
歳）

底
業
~

宇
沖
川
本
郷
~

（
無
所
屈
・
現
）
り

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

 

~： -ょ

、▲：無都 1"J'I祈. ~ 青^・： ／戌茂 60木．
歳清

：愚上業シ市

田
中
収
入
役
を
再
任

八
月
十
八
日
に
開
催
さ
れ
た
第
五
回

臨
時
町
議
会
に
、
町
長
か
ら
任
期
満
了

に
と
も
な
う
収
人
役
選
任
の
議
案
が
提

出
さ
れ
、
議
会
の
同
意
を
得
て
、
田
中

晃
収
入
役

(49
歳）

II仙
道
1
1
の
再
任

が
決
ま
り
、
八
月
二
十
五
日
付
で
発
令

さ
れ
ま
し
た
。

田
中
収
人
役
は
、
「
じ
月
栄
雨
災
害

を
復
旧
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
町
と
し

て
大
試
練
の
時
に
再
任
さ
れ
、
身
の
引

き
締
る
思
い
で
す
。
質
索
と
勤
勉
を
旨

と
し
て
、
有
史
以
来
の
大
型
復
旧
予
竹
パ

の
執
行
に
対
処
し
な
け
れ
ば
」
と
、
抱

負
を
話
さ
れ
て
い
ま
す
。

勉
強
家
で
あ
り
、
誠
実
な
人
柄
で
職

璽
務
に
全
力
を
尽
く
さ
れ
る
執
務
ぶ
り
は
、

地
方
財
政
の
危
機
と
未
曽
有
の
大
災
中
り

と
い
う
、
町
政
に
立
ち
は
だ
か
る
二
巾

の
屯
圧
を
、
必
ず
乗
り
越
え
て
い
け
る

も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

臨
時
町
議
会

提
出
し
た
議
案
と
そ
の
内
容

◎
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

の
選
任
山
根
元
二
三
氏

(63歳）

1
1
宇
津

川
1
1
を
選
任
し
、
議
会
の
同
意
を
得

ま
し
た
。

◎
昭
和
五
十
八
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算五
十
八
年
七
月
栄
雨
災
也
に
対
す

る
緊
急
措
骰
や
災
害
救
助
法
の
発
動

に
伴
う
経
費
等
を
、
窮
決
処
分
に
よ

り
補
正
し
て
い
た
も
の
を
今
回
承
認

し
た
も
の
で
す
。

当
初
予
竹
か
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

一
億
五
千
六
百
四
十
万
六
千
円
を
追 Ill. 

加
し
、
総
額
十
七
億
八
千
四
十
ガ
六

千
円
と
す
る
も
の
で
す
。
．

歳
出
補
正
の
主
な
も
の
は
、
災
内

時
の
食
料
、
燃
料
等
を
含
む
災
専
救

助
役
が
千
六
百
八
卜
五
万
円
、
衛
生

費
百
ニ
ト
九
万
円
、
消
防
費
四
百
四

卜
五
万
円
、
災
苫
復
旧
費
一
低
三
千

三
百
七
十
二
万
円
等
の
増
で
す
。

◎
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正

広
範
囲
に
わ
た
る
災
害
や
そ
の
他

や
む
を
得
な
い
理
由
と
認
め
ら
れ
る

場
合
は
、
申
請
等
の
古
類
の
提
出
や

保
険
料
の
納
付
の
期
限
の
延
長
が
で

き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
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ピ
ー
ル

佐
々
木
定
男
さ
ん
（
仙
道
）

ジ
ュ
ー
ス
六
卜
本

塩
道
東
一
さ
ん
（
都
茂
）

ジ
ュ
ー
ス
六
卜
本

弥
直
昭
司
さ
ん
（
丸
茂
）ジ
ュ
ー
ス
四
打

斉
藤
元
紹
さ
ん
（
都
茂
）
金
一
封

匿

名

希

望

梢

酒

一

斗

大
賀
猪
佐
夫
さ
ん
（
益
田
市
）

ジ
ュ
ー
ス
た
く
さ
ん

心
か
ら

ご
め
い
福
を

お
祈
り
し
ま
す

こ
の
た
ぴ
の
栄
雨
災
忠
の
様
牲

と
な
ら
れ
ま
し
た
か
た
が
た
の
ご

め
い
福
を
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。

（
顛
不
同
、
敬
称
略
）

山

本

山

根

和

子

(35)

山

本

山

根

有

加

里

(
4
)

山

本

山

根

都

(
1
)

大

神

楽

澄

川

真

(70)

大

神

楽

澄

川

松

代

(64)

小

原

郷

三

浦

正

人

(65)

小

原

郷

三

浦

梢

子

(64)

三
谷
下
皿
立
田
頼
信

(58)

胃7:l[9[［［［ん社者
；問歌 クん ＾ ^  益ヘ

I IIlIII蘭IIト ＾心んシし芯ュニ繁瓢二→瓢｛疇:紅{蹟麟馴二:-- ; - ―- 4 -

ク菓フ 大都た田届
，菓フ子フ都野神野茂ば営・け

i．量鬱鳳二い□汀
：子プ の茂菜楽菜ッこ業ら

， 胃奏ぶり汀疇■l̀`口 言
、ささんん一 ささ五意
；んん 封んん個

知はご方りてれ らに逹都 ：若潮＝世宇桜大藤浅匹
ら‘協々いいたこれ‘か町こお彩(!杉
せ次力やたたみれて町ら出の ：反
し号を‘だだならいに写身たネL援！樹

:冑屑開闊豆翡冒賛
さ人隆下さヨ雄典経

までい復いいさのま対真のび
す‘た旧たてん方すしの方の申と、ん

；さんささ老んさささ会
んん人＾んんんの

c町だ活全いへ々°見よや栄しお： 拿 クロ カジみ

晨訂：晨讐哀昌と喜え贔上見i喜開噂古凰：言占雇げ戸靡言：
み方対地援りす ごおに害 if塊［ ！ 石ツ 1ツ米市 lの罪舎ツ 1田ス川スん
な々すの物しで胃便ゆに けタス ッスみ采ース市シ
さに灸蓼資 ‘1こ｛、りか対まに！んオ 六 なた万 シたた各

欠言的く虐喜雙靡虐嘉しす ル六十六さく五九く く種
おてなの送立さ せも人美 l 贔［し」； 喜 土ん克胄 よ9U、t門
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大斉大斉 社
前藤谷藤 会
よシ初光 福
しズ男代香祉
のエささ典協
ささんん返議
んん し会

＾ ^ 祠天にヘ
春葛日神か届
日籠団楽ぇけ
ぜッ他ッてら

れ
金金金金 た
- - -―善
封封封封 意

斉身
藤障
ヒ者
サ香福
ヨ典祉
さ返協
んし会

もか届
杉えけ
ッてら

i 
意

一
打

i1l1 仙 山

道 道

小
田
又 ↓‘
 4
 

宇
津
川

斉
藤
織
田
寺
井
I
こ
，
 

『

9.＂i
 

青
木

出産

裕
子
夏
恵
諒
太
和
男

子

州/—、/ rへ、へじヘ
Iヽ

災孝純 1F.美 典信月仕
智 相誠 ｝＂； If厳親
f‘i;;; f・人(・ -fリ｝出枝

閲
志 喜

唱
因
9
今

こ

芝

（

敬

称

略

お
わ
び

災
乍
り
の
た
め
発
行
が
遅
れ
ま
し

た
こ
と
を
お
わ
ぴ
し
ま
す
。

春
日
荘

葛山金 'j•:
i lt 

籠本谷川

地
区

仙

逍
大
神
楽

山
根
芳
門
さ
ん
（
山
料
）

見
舞
返
し
に
か
え
て

梅
老
谷
定
雄
さ
ん
（
大
神
楽
）
金
一
封

折
山
寛
さ
ん
（
丸
茂
）
金
一
封

安
逹
将
糾
さ
ん
（
仙
道
）
金
一
封

大
谷
ハ
ル
コ
さ
ん
（
金
谷
）
金
一
封

斉
藤
道
太
さ
ん
（
宇
津
川
）
金
一
封

藤
原
三
郎
さ
ん
（
宇
沖
川
）
金
一
封

時
光
貞
子
さ
ん
（
仙
道
）
金
一
封

災
害
見
舞
返
し
に
か
え
て

梅
老
谷
経
介
さ
ん
（
山
料
）
金
一
封

三
浦
龍
夫
さ
ん
（
小
厭
郷
）
金
一
封

河
野
二
芙
さ
ん
（
宇
律
川
）
金
一
封

（
笹
倉
）

（
益
田
市
か
ら
）

（
大
神
楽
）

（
荻
市
か
ら
）

以

K
六
月
届
出

（
逝
去
月
11)

槌
太

6.14(70)

栄

6.28(51)

以

L
六
月
屈
出

河
野
角
太
郎

7
.
2
(
9
1
)

大

谷

括

窪

7
.
5
(
7
3
)

澄

川

秀

f
7
.
2
3
(
6
9
)

斉

籐

忠

火

7.30(64)

以
卜
し
月
届
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広報

第232号 （昭和58年12月発行）

町の人口 (58. 11. 30現在）

世帯 1.142 
人口 3,599 
9月～11月中のうごき

出生 8 死亡
転入 30 転出

15 

23 

｀県美都町企画財政課］

すすむ国道191改築工事
仙道 ゜丸茂゜

宇津川地内

宇
津
川
京
良
谷
橋
付
近

美
都
町
の
立
地
条
件
を
大
き
く
変
え

る
事
業
と
し
て
、
町
民
の
期
待
の
集
ま

る
国
道
一
九
一
号
線
改
築
工
事
が
、
仙

道
、
丸
茂
、
宇
津
川
の
三
地
区
で
本
格

化
し
て
い
ま
す
。

現
在
工
事
中
の
区
問
の
延
長
を
合
計

す
る
と
五
千
二
百
析
に
な
り
、
朝
倉
か

ら
宇
津
川
観
音
滝
ま
で
の
建
設
省
直
轄

工
事
区
間
十
ニ
・
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

四
割
強
の
区
問
で
、
工
事
が
並
行
し
て

行
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

今
年
度
の
工
事
予
算
（
国
費
）
は
、

建
設
省
浜
田
工
事
事
務
所
の
話
で
は
、

三
地
区
あ
わ
せ
て
お
よ
そ
十
低
円
と
い

う
こ
と
で
す
。

改
築
さ
れ
る
道
路
は
、
車
道
輻
且

六
•
五
析
、
二
車
線
で
益
田
に
向
っ
て

右
側
に
幅
ニ
・
五
屈
の
歩
道
が
つ
い
た

も
の
に
な
り
ま
す
。

こ
の
内
仙
道
地
区
の
ニ
・
三
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
の
区
間
は
、
既
に
舗
装
の
行
わ

れ
て
い
る
所
も
あ
り
、
最
も
工
事
が
進

ん
で
お
り
、
五
十
九
年
三
月
末
に
は
供

用
さ
れ
る
予
定
で
す
。

こ
の
区
間
が
供
用
さ
れ
る
と
、
既
に

供
用
さ
れ
て
い
る
区
間
四
・
五
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
と
合
わ
せ
、
六
・
八
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
と
な
り
全
線
の
五
割
を
超
え
る
区

丸

茂

郷

の

裏

側

間
が
供
川
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

正
万
寺
上
か
ら
町
道
田
脱
線
交
点
ま

で
の
丸
茂
地
区
千
五
百
訳
、
笹
ケ
峠
か

ら
町
道
京
良
谷
線
交
点
ま
で
の
宇
津
川

地
区
千
四
百
屈
に
つ
い
て
は
、
今
年
度

は
路
体
工
巾
の
み
で
、
舗
装

t
巾
等
は

翌
年
度
と
な
り
ま
す
。

未
行
手
と
な
っ
て
い
る
残
り
三
千
M

の
区
間
と
と
も
に
、
全
線
の
工
事
が
い

っ
そ
う
促
進
さ
れ
、
陰
陽
辿
絡
の
大
動

脈
と
し
て
、
ま
た
、
私
た
ち
の
生
活
に

直
結
し
た
幹
線
道
路
と
し
て
、
町
の
発

展
に
大
き
く
寄
与
す
る
日
の
一
日
も
早

い
こ
と
が
強
く
望
ま
れ
ま
す
。
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津
和
野
町
、
日
原
町
、
柿
木
村
、
六
日

（
順
不
同
敬
称
略
）

見

舞

金
復
旧
に
役
立
て
て

暖
か
い
ご
支
援
に

心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す

、

七

月

豪

雨

こ
の
た
び
の
豪
雨
災
害
に
対
し
て
、
県
内
は
も
と
よ
り
全
国
各
地
の
方
々
か
ら
数
多
く
の
義
援
金
、
義
援
物
資
を
お

送
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
総
額
は
、
十
一
月
末
現
在
で
見
舞
金
千
六
十
二
万
八
千
円
、
義
援
金
二
千
六
百
十
五
万

四
千
円
に
達
し
て
い
ま
す
。
町
で
は
、
町
に
寄
付
さ
れ
た
見
舞
金
は
災
害
復
旧
事
業
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

義
援
金
、
義
援
物
資
に
つ
い
て
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
を
通
じ
て
被
災
者
の
皆
さ
ん
に
お
配
り
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
義
援
金
、
義
援
物
資
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
方
々
に
対
し
、
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

町
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

御
町
は
先
般
の
未
曽
有
の
水
害
に
み

ま
わ
れ
、
町
長
様
を
は
じ
め
皆
様
方
に

は
大
変
な
御
心
痛
と
お
察
し
申
し
上
げ

ま
す
。実
は
私
も
御
町
の
出
身
（
旧
姓
三
浦

静
子
）
で
去
る
昭
和
二
十
九
年
以
来
伊

東
市
に
ま
い
り
、
現
在
美
容
室
を
経
営

し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
間
、
御
町
出
身
者
数
人
が
従
事

し
、
現
在
も
二
人
が
長
い
問
勤
め
て
い

て
く
れ
ま
す
。

お
蔭
様
で
伊
東
で
は
一
応
名
の
知
れ

た
店
に
ま
で
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
元

は
御
町
並
び
に
御
町
出
身
者
の
お
蔭
と

感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
こ
の
た
び
の
水
害
の

復
旧
に
万
分
の
一
な
り
と
も
お
役
に
立

て
ば
と
金
一
封
を
贈
ら
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ど
う
か
一
刻
も
早
く
復
旧
さ
れ
ま
す

よ
う
祈
念
い
た
し
ま
す
。

突
然
の
お
手
紙
失
礼
と
は
存
じ
ま
し

た
が
お
許
し
下
さ
い
ま
せ
。

ま
ず
は
お
見
舞
ま
で
。

静
岡
県
伊
東
市
松
原
八
一
八
ー
七

稲
垣
静
子

頑
張
っ
て
生
き
て
下
さ
い

こ
の
た
び
は
、
御
地
の
皆
々
様
大
き

な
災
難
に
あ
わ
れ
、
ま
こ
と
に
お
気
の

毒
に
思
い
ま
す
。
ま
た
、
亡
く
な
っ
た

か
た
が
た
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

私
達
老
夫
婦
（
七
十
五
歳
、
七
十
歳
）

も
主
人
は
三
度
の
招
集
、
そ
の
留
守
戦

災
に
あ
い
、
家
も
財
産
も
な
く
な
り
ま

し
た
。

市
町
中
国
電
力
益
田
営
業
所
、
ロ
イ

ネ
ニ
ッ
ト
株
式
会
社
（
大
阪
府
箕
面
市
）

西
日
本
建
設
業
保
証
隊
（
松
江
市
）
、

金
光
教
（
金
城
町
）
、
寺
戸
立
身
（
奈

良
市
）
、
小
原
静
也
（
宇
津
川
）
、
出

幸
い
、
主
人
は
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

三
人
の
子
供
も
社
会
に
そ
れ
ぞ
れ
巣
立

ち
ま
し
た
。

今
、
主
人
は
急
な
病
気
の
身
で
す
f

少
し
で
も
協
力
を
と
存
じ
ま
す
が
、

厚
生
年
金
の
わ
ず
か
な
収
入
で
は
金
銭

の
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

主
人
が
勤
め
な
く
な
り
、
ま
た
、
病

後
寸
法
が
あ
い
ま
せ
ん
の
が
少
し
あ
り

ま
す
。本
当
に
失
礼
で
す
が
、
新
し
い
衣
類

を
買
わ
れ
る
ま
で
も
う
一
度
役
立
て
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

み
な
洗
潅
し
て
あ
り
ま
す
の
で
そ
れ

ぞ
れ
寸
法
の
あ
う
方
に
渡
し
て
役
立
て

ば
と
思
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
し
っ
か
り
と
頑
張
っ
て
生
き

て
下
さ
い
。

高
松
の
主
婦
よ
り

雲
水
機
工
業
闘
（
出
雲
市
）
、
浜
田
社

会
保
険
事
務
所
長
、
全
国
町
村
会
長

（
墾
界
都
千
代
田
区
）
、
島
根
県
町
村

会
長
（
松
江
市
）
、
寺
戸
一
男
（
山
口

県
山
陽
町
）
、
匹
見
町
長
出
雲
秀
男
、

海
老
谷
章
（
埼
玉
県
新
座
市
）
、
山
陰

合
同
銀
行
（
松
江
市
）
、
中
外
鉱
業
昧

（
東
京
都
千
代
田
区
）
、
日
原
町
職
員

労
働
組
合
、
内
野
小
学
校
戦
員
一
同

（
福
岡
市
早
良
区
）
、
寺
戸
孝
祐
（
神

奈
川
県
相
模
原
市
）
、
大
谷
建
設
株
式

会
社
大
谷
為
友
（
兵
庫
県
高
砂
市
）
、

竹
田
俊
昭
•
佐
々
木
淳
（
広
島
市
安
佐

北
区
）
、
島
根
県
土
木
協
会
（
松
江
市
）

山
陰
労
働
金
眼
（
松
江
市
）
、
山
本
郁

郎
（
兵
庫
県
西
宮
市
）
、
浜
井
菊
子

（
墨
尽
都
練
馬
区
）
、
久
保
田
鉄
工
広

島
支
店
、
山
陰
ク
ボ
タ
水
道
憫
（
松
江

市
）
、
電
々
公
社
美
都
町
災
害
対
策
本

部
、
島
根
県
造
林
公
社
（
松
江
市
）
、

島
根
県
土
地
改
良
事
業
団
体
辿
合
会
、

島
根
県
森
林
土
木
協
会
（
松
江
市
）
、

東
洋
建
設
株
式
会
社
、
瀧
川
蓮
照
（
宇

部
市
）
、
電
々
公
社
島
根
電
気
通
信
部

（
松
江
市
）
、
全
国
治
水
砂
防
協
会
島

根
県
支
部
長
（
松
江
市
）
、
田
中
清
子

（
江
津
市
）
、
出
雲
正
之
助
（
米
子
市
）

斉
藤
泰
雄
（
松
江
市
）
、
匹
見
町
社
会

福
祉
協
議
会
、
へ
ん
こ
つ
屋
（
浜
田
市
）

永
本
勝
見
（
京
都
府
舞
鶴
市
）
、
斉
藤

元
紹
・
陽
史
・
克
哉
（
都
茂
）
、
稲
垣

静
子
（
静
岡
県
伊
東
市
）
、
民
社
党
島

根
県
連
（
松
江
市
）
、
秋
田
精
機
工
業

所
（
大
阪
市
淀
川
区
）
、
山
根
泰
定

（
埼
玉
県
大
宮
市
）
、
日
本
ウ
ィ
ー
ル

チ
ェ
ア
昧
山
陰
営
業
所
（
米
子
市
）
、

小
川
シ
ズ
子
（
広
島
県
五
日
市
町
）
、

電
々
公
社
中
国
屯
気
通
信
局
長
、
条
例

出
版
隊
（
宇
部
市
）
、
中
本
ヨ
シ
ノ

（
奈
良
市
）
、
金
子
和
志
（
東
京
都
文

京
区
）
、
島
根
水
道
齢
（
宍
道
町
）
、

物

資
（
順
不
同
敬
称
略
）

矢
内
勝
己
（
東
京
都
品
川
区
）
、
千
葉

玉
枝
（
宮
城
県
河
南
町
）
、
松
田
知
子

（
熊
本
県
植
木
町
）
、
岩
島
幸
千
男

（
東
京
都
品
川
区
）
、
高
田
吉
子
（
大

義

援

日
本
赤
十
字
社
島
根
県
支
部
、
島
根
県
、

山
陰
中
央
新
報
社
、
山
陰
中
央
テ
レ
ビ

ジ
ョ
ン
放
送
株
式
会
社
、
山
陰
中
央
新

報
社
会
福
祉
事
業
団
千
四
百
十
三
万
円

N
H
K
松
江
放
送
局
、

N
H
K
厚
生
事

業
団
、
島
根
県
共
同
券
金
会

六
百
九
十
六
万
四
千
円

中
国
新
聞
社
、
中
国
新
聞
社
会
事
業
団

百
九
十
万
円

大
田
市
自
治
会
辿
合
会
、
大
田
市十
万
円

北
野
芳
野
（
小
野
田
老
人
ホ
ー
ム
内
）

五
万
円

石
見
ハ
ム
ク
ラ
プ
美
都
支
部
一
万
円

美
都
町
社
会
福
祉
協
議
会
三
百
万
円

以
上
計
二
千
六
百
十
五
万
四
千
円

義

援

金

国
民
救
援
会
島
根
県
本
部
（
出
雲
市
）
、

島
根
県
国
民
健
康
保
険
団
体
辿
合
会

（
松
江
市
）
、
勝
間
ス
ボ
ー
ツ
少
年
団

（
防
府
市
）
、
澄
川
登
一
（
徳
山
市
）
、

八
幡
建
設
測
屈
仰
（
兵
庫
県
姫
路
市
）
、

日
本
配
岡
家
庭
薬
商
業
組
合
島
根
県
支

部
長
（
斐
川
町
）
、
岡
崎
測
屈
（
益
田

市
）
、
岩
田
幸
房
（
鳥
取
県
）
、
益
田
競

馬
振
輿
会
、
自
治
労
島
根
県
本
部

以
上
計
千
六
十
二
万
八
千
円
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阪
市
西
成
区
）
、
日
本
テ
レ
ビ
ニ
十
四

時
間
テ
レ
ビ
チ
ャ
リ
テ
ィ
委
員
会
、
笹

尾
雪
子
（
滋
賀
県
草
津
市
）
、
藤
璽
和

子
（
滋
賀
県
大
津
市
）
、
大
阪
市
福
島

区
と
な
り
組
一
同
、
愛
知
県
春
日
井
市

長
、
中
島
喜
久
生
（
広
島
市
南
区
）
、

浅
木
一
郎
（
東
京
都
目
黒
区
）
、
柳
生

好
子
（
烏
取
県
米
子
市
）
、
渡
部
久
美

子
（
松
江
市
）
、
西
村
栄
二
（
北
九
州

市
門
司
区
）
、
永
田
丑
雄
（
大
阪
府
松

原
市
）
、
三
浦
茂
人
（
長
崎
市
）
、
五

月
女
記
四
（
栃
木
県
宇
都
宮
市
）
、
松

下
と
く
恵
（
和
歌
山
県
田
辺
市
）
、
梅

庭
あ
い
（
神
奈
川
県
川
崎
市
）
、
ク
ロ

ダ
ル
マ
津
田
工
場
（
広
島
県
世
羅
西
町
）

小
嶋
綾
子
（
大
阪
府
堺
市
）
、
山
本
ヤ

ス
エ
（
大
阪
府
柏
原
市
）
、
長
井
セ
ッ

（
千
葉
県
市
川
市
）
、
井
上
武
治
（
東

京
都
武
蔵
野
市
）
、
大
阪
府
吹
田
市
青

空
子
供
会
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
三
鷹
二

団
（
東
京
都
）
、
松
原
閲
夫
（
兵
庫
県

伊
丹
市
）
、
橋
沢
キ
リ
エ
（
北
九
州
市

八
幡
西
区
）
、
ふ
れ
あ
い
運
動
推
進
委

員
会
・
子
供
会
育
成
連
絡
協
議
会
（
山

口
県
宇
部
市
）
、
茨
城
県
真
壁
町
商
工

会
婦
人
部
、
権
藤
一
栄
（
福
岡
市
西
区
）

後
藤
総
男
（
愛
知
県
東
浦
市
）
、
安
住

た
け
（
烏
取
県
智
頭
町
）
、
原
口
密
美

恵
（
兵
匝
県
川
西
市
）
、
中
光
義
光

（
神
奈
川
県
大
磯
町
）
、
長
崎
県
千
々

町
自
治
会
、
広
島
県
府
中
市
社
会
福
祉

協
議
会
、
野
見
山
・
白
石
・
西
谷
•
宮

崎
（
烏
取
県
米
子
市
）
、
稲
田
恵
子

（
鳥
取
県
境
港
市
）
、
川
崎
キ
ク
エ

（
福
井
市
）
、
杉
谷
健
一
（
千
葉
県
袖

ケ
浦
町
）
、
橋
本
隆
蔵
（
兵
庫
県
神
戸

市
）
、
椿
弘
子
（
兵
庫
県
福
崎
町
）
、

和
久
井
恵
司
（
奈
良
県
明
日
香
村
）
、

萩
野
貞
子
（
東
京
都
武
蔵
野
市
）
、
坂

部
ひ
さ
（
兵
庫
県
宝
塚
市
）
、
藤
田
消

司
（
兵
庫
県
伊
丹
市
）
、
梅
田
シ
ゲ
子

揚
子
（
大
阪
市
西
区
）
、
佐
藤
あ
い
子

こ
の
た
び
は
突
然
の
大
き
な
災
害
の

た
め
に
、
深
い
深
い
打
繋
を
う
け
ら
れ

ま
し
て
、
心
か
ら
お
見
舞
を
申
し
上
げ

ま
す
。テ
レ
ピ
、
新
聞
の
悲
し
い
つ
ら
い
数

多
く
の
報
迫
に
胸
を
う
ず
か
せ
る
ば
か

り
で
し
た
。

ど
ん
な
に
お
困
り
の
こ
と
だ
っ
た
で

し
ょ
う
／
三
そ
し
て
今
も
…
…
。

御
死
者
が
品
根
県
下
で
百
名
以
上
も
。

何
と
い
う
恐
ろ
し
い
悲
し
い
出
来
事
で

し
そ
う

ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
。

私
の
住
む
兵
叩
県
宍
粟
郡
一
宮
町
も

数
年
前
つ
ら
い
試
練
に
あ
い
ま
し
た
。

九
月
十
三
日
の
午
前
で
し
た
。
迷
走

台
風
が
ま
い
戻
っ
て
き
て
激
し
い
雨
を

降
ら
せ
、
痴
雌
と
い
う
古
来
か
ら
涙
咽

に
あ
っ
た
山
か
流
出
。
し
も
手
の
下
三

裕力
小
学
校
は
土
砂
に
押
し
流
さ
れ
て
崩

壊
し
ま
し
た
。

さ
い
わ
い
死
者
は
二
名
に
く
い
止
め

ま
し
た
が
、
隣
村
の
小
学
校
や
公
民
館

（
東
京
都
杉
並
区
）
、
斐
川
町
社
会
福

祉
協
議
会
、
三
宅
笑
子
（
大
阪
府
吹
田

市
）
、
神
田
知
代
子
（
大
阪
府
豊
中
市
）

奥
田
甜
子
（
岐
阜
県
大
垣
市
）
、
今
井

美
恵
子
（
横
浜
市
瀬
谷
区
）
、
橋
本
若

江
（
愛
媛
県
宇
和
島
市
）
、
経
堂
駅
前

勇
気
を
ふ
る
い
起
こ
し
て

郵
便
局
（
東
京
都
世
田
谷
区
）
、
多
島

博
（
石
川
県
小
松
市
）
、
市
川
春
子
・

高
田
房
子
（
横
田
町
）
、
高
橋
ア
サ
コ

（
広
島
県
福
山
市
）
、
竹
村
五
百
子

（
大
阪
府
吹
田
市
）
、
服
部
明
子
（
名

古
屋
市
天
白
区
）
、
池
田
弘
利
（
東
京

か
、
被
害
に
あ
わ
れ
た
人
々
を
受
け
入

れ
て
活
動
い
た
し
ま
し
た
。
私
も
そ
の

任
に
あ
た
っ
た
一
人
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

色
々
の
こ
と
を
感
慨
深
く
思
い
出
し

せ
め
て
翁
者
の
一
灯
を
捧
け
ね
ば
と
の

気
持
が
こ
み
あ
げ
ま
し
た
。

あ
の
数
年
前
よ
り
今
は
一
荊
、
国
内

に
衣
料
品
が
あ
ふ
れ
る
ご
時
世
に
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
つ
ま
し
い
く
ら
し

の
私
に
は
申
し
わ
け
あ
り
ま
せ
ん
が
、

新
品
を
買
い
幣
え
て
送
る
だ
け
の
経
済

力
が
あ
り
ま
せ
ん
。

夫
は
昨
年
の
九
月
下
旬
に
八
十
ヒ
歳

の
天
寿
を
全
う
し
て
、
永
眠
い
た
し
ま

し
た
が
、
晩
年
ま
で
心
身
共
に
健
康
に

恵
ま
れ
、
病
術
に
つ
き
石
設
い
た
し
ま

し
た
の
は
わ
ず
か
に
十
三
日
間
だ
け
で

し
た
。こ
の
元
気
さ
に
あ
や
か
っ
て
い
た
だ

け
た
ら
と
存
じ
ま
し
て
、
ま
だ
役
立
ち

そ
う
な
衣
料
品
を
洗
淮
し
て
幣
狸
し
、

し
ま
っ
て
お
り
ま
し
た
。

新
品
で
な
く
て
ほ
ん
と
に
相
す
み
ま

せ
ん
が
、
及
は
殊
に
数
多
い
t
い
替
え
の

都
大
田
区
）
、
平
井
淑
子
（
大
阪
府
東

大
阪
市
）
、
寺
川
瑞
恵
（
大
阪
府
吹
田

市
）
、
長
野
節
子
（
神
奈
川
県
座
間
市
）

黒
川
千
代
（
神
戸
市
中
央
区
）
、
京
都

府
亀
岡
市
篠
郵
便
局
職
員
一
同
、
神
戸

市
中
央
区
山
本
通
郵
便
局
長
、
高
木
芳

江
（
大
阪
府
四
条
畷
市
）
、
紙
谷
‘
‘
、
サ

栄
（
山
口
県
岩
国
市
）
、
中
野
節
子

（
東
京
都
杉
並
区
）
、
大
阪
府
枚
方
市

光
善
寺
保
育
園
、
簸
川
郡
佐
田
町
、
岩

倉
研
修
セ
ン
タ
ー
（
広
島
県
佐
伯
町
）

津
和
野
町
、
西
本
文
雄
（
広
島
市
南
区
）

必
要
な
時
期
で
す
の
で
、
役
立
ち
ま
す

こ
と
を
師
っ
て
お
送
り
中
し
上
げ
ま
す
。

ど
う
ぞ
私
の
気
持
を
お
汲
み
下
さ
い

ま
し
て
、
ご
許
用
い
た
だ
け
ま
し
た
ら

ど
ん
な
に
喜
ぶ
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ

う。
心
を
強
く
お
持
ち
下
さ
い
ま
し
て
再

起
に
頑
張
っ
て
下
さ
い
ま
す
よ
う
、
兵

庫
県
の
播
朋
1
1
姫
路
城
の
あ
る
と
こ
ろ
II

の
奥
の

111里
か
ら
切
に
お
祈
り
巾
し
上

げ
ま
す
。
け
さ
の
N
H
K
ニ
ュ
ー
ス
で
も
未
だ

に
飲
料
の
水
に
ご
不
自
由
さ
れ
、
屯
灯

も
復
旧
に
登
ら
ぬ
所
が
あ
り
、
鉄
道
も

寸
断
さ
れ
た
ま
ま
、
未
だ
大
困
り
の
地

も
お
あ
り
と
の
こ
と
、
そ
の
御
不
自
Ill

さ
を
察
し
て
胸
が
し
め
つ
け
ら
れ
る
よ

う
に
術
み
ま
し
た
。
ま
こ
と
に
お
つ
ら

い
こ
と
と
拝
察
い
た
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
崩
折
れ
ず
、
勇
気
を
ふ
る
い

起
こ
し
て
下
さ
い
ま
せ
。

天
界
酒
造
株
式
会
社
（
安
来
市
）
、
六

日
市
町
社
会
福
祉
協
議
会
、
香
川
県
観

音
寺
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
中
川
実

（
茨
城
県
水
戸
市
）
、
富
田
権
四
郎

（
兵
皿
県
尼
崎
市
）
、
大
阪
赤
十
字
病

院
修
和
寮
（
大
阪
市
天
王
寺
区
）
、
白

合
常

し
そ
う

兵
仙
県
宍
梁
郡
一
宮
町
三
方

太
田
た
き
子
拝

崎
俊
子
（
千
葉
県
四
街
道
市
）
、
滋
賀

県
栗
東
町
日
の
出
姉
人
会
、
安
来
市
社

会
福
祉
協
議
会
、
村
上
和
子
（
大
阪
府

大
東
市
）
、
進
藤
ひ
ろ
み
（
兵
庫
県
相

生
市
）
、
西
尾
敏
雄
（
兵
庫
県
伊
丹
市
）

若
林
費
子
（
滋
賀
県
草
津
市
）
、
天
ケ

瀬
葉
子
（
兵
庫
県
枚
方
市
）
、
乗
川
千

寿
江
（
大
阪
市
住
吉
区
）
、
名
畑
定
次

（
三
重
県
関
町
）
、
西
広
弘
子
（
兵
眼

県
尼
崎
市
）
、
梅
田
繁
雄
（
福
岡
県
岡

垣
町
）
、
木
村
昌
夫
（
京
都
市
南
区
）

渡
辺
逸
郎
（
兵
庫
県
芦
屋
市
）
、
美
勢

功
（
大
阪
府
羽
曳
野
市
）
、
名
古
屋
市

天
白
区
民
、
浦
田
満
子
（
大
阪
府
岸
和

田
市
）
、
二
木
佳
子
（
東
京
都
中
野
区
）

前
田
秀
（
福
井
県
丸
岡
町
）
、
井
上
三

委
子
（
大
阪
府
高
石
市
）
、
角
谷
喜
作

（
大
阪
府
河
内
長
野
市
）
、
平
沢
義

f

（
京
都
市
左
京
区
）
、
梶
谷
久
光
（
大

原
郡
加
茂
町
）
、
大
野
孝
子
（
香
川
県

坂
出
市
）
、
黒
田
泰
広
（
高
知
県
土
佐

泊
水
市
）
、
藤
本
み
え
子
（
熊
本
県
大

津
町
）
、
佐
々
間
忠
夫
（
北
海
道
室
聞

市
）
、
越
智
タ
ツ
子
（
福
岡
県
稲
築
町
）

河
野
直
己
（
大
分
市
）
、
岡
野
盟
子

（
大
府
府
八
尾
市
）
、
楢
柴
菫
孝
（
北

九
州
市
小
倉
北
区
）
、
横
山
正
夫

(Ill

口
県
光
市
）
、
服
部
美
津
子
（
新
潟
県

中
里
村
）
、
村
井
信
夫
（
京
都
市
北
区
）

松
本
功
（
兵
叩
県
明
石
市
）
、
日
本
農

産
缶
詰
紐
合
（
東
京
都
中
央
区
）
、
佐

藤
勇
（
神
戸
市
灘
区
）
、
胡
桃
沢
加
代

子
（
長
野
県
松
本
市
）
、
金
山
民
子

（
神
戸
市
中
央
区
）
、
戸
沢
邦
子
（
東

京
都
大
田
区
）
、
堀
江
フ
ジ
ェ
（
兵
叩

県
宝
塚
市
）
、
河
辺
栄
子
（
東
京
都
目

広 報 み と
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黒
区
）
、
戸
田
勝
也
（
大
阪
府
池
田
市
）
県
柏
市
）
、
鈴
木
強
（
北
洵
道
千
歳
市
）
市
）
、
大
分
煙
華
販
売
糾
合
、
吉
沢
照
良
県
桜
井
市
）
、
松
永
玲

r
（古小都
rli

米
子
市
住
吉
体
育
館
幼
少
年
剣
逍
同
好
田
宮
鏡
子
（
神
奈
川
県
逗
子
市
）
、
池
恵
（
埼
玉
県
羽
生
市
）
、
公
家
通
孝
左
京
区
）
、
中
山
節

f
（
山
口
県
）
、

会
、
岩
佐
殷
征
（
千
葉
県
船
稲
市
）
、
垣
邦
男
（
京
都
府
田
辺
町
）
、
長
崎
市
（
東
京
都
世
田
谷
区
）
、
野
柳
裔
（
秋
翡
知
県
宿

E
市
柚
祉
ボ
務
所
、
樋
上
平

麻
生
川
マ
サ
子
（
大
阪
府
貝
塚
市
）
、
役
所
市
民
生
活
部
社
会
課
、
大
林
ユ
リ
田
県
能
代
市
）
、
藤
ノ
木
校
下
福
寿
会
太
郎
（
大
阪
府
門
真
市
）
、
川
野
澄
子

池
田
益
代
（
大
阪
府
都
島
区
）
、
吉
野
子
（
岩
手
県
久
慈
市
）
、
久
島
ゆ
き
枝
連
合
会
（
窪
山
市
）
、
岡
村
政
保
（
北
（
東
京
都
）
、
山
口
寿
災
江
（
大
阪
府

栄
子
（
愛
媛
県
松
山
市
）
、
高
木
陽
子
（
大
阪
府
池
川
市
）
、
三
村
千
代
香
海
道
辿
軽
町
）
、
菅
沼
浅
子
（
埼
玉
県
堺
市
）
、
竹
村
欣
也
（
奈
良
県
）
、
加

（
埼
玉
県
岩
槻
市
）
、
岡
幸
夫
（
群
馬
（
岡
山
県
油
山
市
）
、
中
川
桂
子
（
山
川
口
市
）
、
新
小
岩
児
童
館
（
東
京
都
藤
恭
子
（
東
京
都
）
、
山
本
キ
ョ
（
兵

県
水
上
町
）
、
井
上
満
夫
（
大
阪
府
堺
口
市
）
、
神
田
照
志
（
兵
匝
県
宝
塚
市
）
＂
的
飾
区
）
、
兵
肌
県
加
古
川
市
商
店
街
匝
県
尼
崎
市
）
、
植
山
良
子
（
東
京
都
）
、

市
）
、
佐
久
間
琴
（
福
島
県
須
賀
川
市
）
中
富
フ
サ
コ
（
広
島
市
安
佐
南
区
）
、
辿
合
会
、
秋
山
尚
之
（
東
京
都
目
黒
区
）
渡
辺
和
子
（
岡
山
市
）
、
上
川
マ
サ

坂
上
志
津
子
（
京
都
市
伏
見
区
）
、
桂
水
田
醇
治
（
岡
山
県
長
船
町
）
、
坪
井

i"11"
＂11"
＂11"
＂11"
＂11"
＂11"
＂11""11"
＂11"
＂11"
＂11""11"
＂11"i

（
大
阪
府
）
、
信
谷
裕
f

（
大
阪
市
y

川
武
（
京
都
府
城
陽
市
）
、
宵
木
美
恵
倭
子
（
神
戸
市
灘
区
）
、
佐
野
猛
義
一
ご
厚
情
に
感
謝
-
前
川
三
千
（
大
阪
府
堺

rli)
、
吉
川
丈

子
（
大
阪
市
大
正
区
）
、
旦
坐
智
恵
子
（
京
都
市
右
京
区
）
、
井
脇
ノ
プ
子
l

『
一
秀
（
千
菜
県
鎌
ケ
谷

rli)、
三
油
睦
江

―
-
（
奈
良
県
）
、
当
軍
あ
か
ね
（
杉
並
区
）

＝
拝
復
ヒ
月
栄
雨
に
よ
る
被
災
に
際
＿
―

（
大
阪
府
松
原
町
）
、
前
田
降
治
（
三
（
東
京
都
既
島
区
）
、
黒
田
俊
夫
（
兵
―
―

~
i波
多
野
春
f

（
東
京
都
骰
島
区
）
、
足

＝
し
て
何
か
と
御
配
紐
に
賜
わ
り
似
く
御
―
―

ー
ー
礼
巾
し
上
げ
ま
す
。

重
県
関
町
）
、
コ
ナ
カ
イ
サ
ム
（
大
阪
胆
県
既
岡
市
）
、
水
本
降
造
（
沖
縄
県

t-

府
能
勢
町
）
、
小
野
盟
子
（
大
阪
府
箕
浦
添
市
）
、
浅
野
味
咽
株
式
会
社
（
広
一
一
さ
て
、
昨
H
は
全
国
各
地
か
ら
の
見

ii
立
い
二
（
横
田
町
）
、
村
岡
幸
介
（
北

面
市
）
、
中
野
律
子
（
埼
玉
県
入
間
市
）
島
県
府
中
町
）
、
松
岡
キ
ョ
（
名
古
屋
―
二
舛
金
を
わ
さ
わ
ざ
お
届
け
頂
き
、
あ
り
一
九
州
市
几
播
東
区
）
、
香
川
県
社
会
福

泥
谷
脩
二
（
和
歌
山
市
）
、
阿
部
竹
一
市
熱
田
区
）
、
河
J
t
`
‘
、
ツ
（
神
奈
川
県
l

が
た
＜
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。
改
め
て
一
一
祉
協
議
会
、
羽
村
克
己
（
宕
国
市
）
、

（
大
阪
市
都
島
区
）
、
吉
松
卯
博
（
福
相
模
原
市
）
、
稲
吉
サ
ッ

f
（
米
子
市
)
-
仲
様
方
の
御
似
情
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
-
二
菊
池
敬
子
（
大
阪
府
）
、

11赤
八
幡
地

岡
県
瀬
高
町
）
、
太
田
た
き
子
（
兵
廊
熊
谷
絹
子
（
北
海
道
補
河
町
）
、
山
本

ii

こ
の
こ
と
は
子
や
孫
に
も
伝
え
に
参
―
―
区
長
（
北
九
州
市
八
幡
西
区
）
、
坂
本

県
一
宮
町
）
、
村
上
広
道
（
東
京
都
根
夏
枝
（
愛
知
県
春
日
井
市
）
、
宗
教
法

ii
り
ま
す
。

ii
光
枝
（
神
奈
川
県
相
校
似

rli)
、
川
村

田
区
）
、
棚
橋
み
つ
子
（
名
古
屋
市
千
人
徳
光
教
本
部
姉
人
会
（
兵
肌
県
西
宮

ii

ま
だ
落
ち
行
き
ま
せ
ん
か
、
も
う
少
i

キ
｀
‘
、
子
（
東
京
都
）
、
生
長
の
家
百
合

種
区
）
、
木
畑
春
江
（
大
阪
府
堺
市
）
、
市
）
、
宮
岡
典
子
（
埼
玉
県
川
口
市
）
、
i
i

し
で
な
ん
と
か
11り
か
つ
く
と
思
い
ま
-
ヶ
丘
支
部
（
川
崎
市
麻
生
区
）
、
上
川

}
こ
夫
人
（
大
分
県
玖
珠
町
）
、

t
藤
常
夫

l

一
す
。
御
休
心
ド
さ
い
。

―
-
（
札
祝
市
既
平
区
）
、
棚

111健
樹
（
神

=
右
御
礼
申
し
卜
げ
ま
す
。
―
―

村
上
徳
三
郎
（
東
京
都
世
田
谷
区
）
、
坂
元
孝
（
千
葉
県
柏
市
）
、
麻
野
沼fi
~

三
興
会
青
年
部
（
邑
智
町
）
、
原
田
沿
（
広
島
県
福
山
市
）
、
東
京
都
東
村
山

ii

ii
戸
市
）
、
滋
賀
県
高
島
町
社
会
伽
祉
協

敬
具
＝

芙
部
町
仙
迅

一
（
東
京
都
大
田
区
）
、
甲
斐
保
子
市
、
柳
生
妙
子
（
米

f
r
l
i
)
、
柳
泉
柾
—
―

（
愛
知
県
大
府
町
）
、
古
川
正
子
（
千
（
東
京
都
八
王

frli)
、
八
木
愛

f
i
i

卜

f
I［
直

i

議
会
、
千
菜
陽

f
（
京
都

rli)
、
岡
義

葉
県
流
山
市
）
、
有
川
沿
夫
（
大
阪
府
（
愛
媛
県
松
山
市
）
、
川
端
微
依
f
-
1
1
:
1
1
"
＂IIt11"
＂11"
＂11い
い

11""IItIIt11"
＂11:11"
＇11"
＂
』
人
（
鳥
取
県
介
吉
市
）
、
杉

111葵
（
大

吹
田
市
）
、
杉
原
静
栄
（
斐
川
町
）
、
（
岡
山
県
津
山
市
）
、
大
西
秀
次
（
人
増

111百
合
子
（
愛
姫
県
新
居
浜
市
）
、
阪
府
枚
方
市
）
、
今
川
良
降
（
広
恥
県

森
務
（
横
浜
市
磯
子
区
）
、
石
川
久
美
阪
府
藤
井
寺

iii)
、
平
木
‘
‘
、
サ
子
（
福
真
喜
志
典
雄
（
沖
縄
県
）
、
田
中
閲
一
幅
山
市
）
、
植

111勝
正
（
東
取
都
）
、

（
神
奈
川
県
）
、
浅
野
和
男
（
東
京
都
岡
県
甘
木
市
）
、
戸
田
都
志
子
（
東
大
（
八
束
郡
鹿
島
町
）
、
藤
川
叔
子
（
奈
藤
井
保
閲
（
大
阪
府
守
口
市
）
、
久
保

小
平
市
）
、
上
田
田
鶴
子
（
鳥
取
眼
大
阪
市
）
、
手
島
和
子
（
広
島
市
中
区
y

良
県
大
和
郡
山
市
）
、
成
瀬
直
子
（
熊
田
一
美
（
大
阪
府
既
中

rli)、
山
村
春

栄
町
）
、
村
野
貞
男
（
大
阪
市
旭
区
）
、
株
式
会
社
門
田
建
設
（
広
島
県
世
羅
町
）
本
県
人
吉
市
）
、
籐
田
ち
か
子
（
大
阪
災
（
大
阪
府
和
泉
市
）
、
大
槻
屈
災
代

佐
藤
良
子
（
大
阪
市
都
島
区
）
、
広
島
板
介
末
子
（
出
雲
市
）
、
梶
村
芳
太
郎
府
堺
市
）
、
渡
辺
伯
子
（
山
口
県
）
、
（
東
大
阪
市
）
、
黒
河
内
た
つ
子
（
船

シ
ョ
ウ
ワ
株
式
会
社
（
広
島
市
中
区
）
、
（
大
阪
府
高
槻
市
）
、
大
田
市
幅
祉
事
今
関
満
寿
子
（
山
口
県
下
松
市
）
、
尾
島
県
郡

111市
）
、
西
中
間
彰
子
（
奈
良

広
島
県
大
竹
聖
困
教
会
、
池
端
幸
子
務
所
、
厭
百
合
子
（
安
米
市
）
、
上
村
崎
市
雄
（
奈
良
市
）
、
野
田
順
子
（
東
県
）
、
染
谷
幸
延
（
千
菜
県
船
橋
市
）
、

（
札
幌
市
西
区
）
、
斉
藤
律
子
（
千
葉
三
郎
（
下
関
市
）
、
・
ニ
油
純
子
（
大
分
京
都

llt田
谷
区
）
、
土
井
こ
と
め
（
奈
高
佐
和
子
（
千
5
9
府
県
松
戸
rli)
、
北
川

利
明
（
京
都
市

111料
区
）
、
桑
沢
甫
満

（
東
京
都
）
、
領
行
述
（
沖
縄
県
）
、

藤
田
ス
エ
（
神
奈
川
県
相
模
原
市
）
、

宮
崎
利
夫
（
京
都
市
~
中
京
区
）
、
石
几

ま
す
子
（
東
京
都
川
川
谷
区
）
、
後
藤

進
（
大
阪
府
紺
屁
川

rli)
、
鵜
飼
恵
又

f
（
東
京
都
品
川
区
）
、
菅
野
の
り
子

（
宮
城
県
仙
台
市
）
、
村
上
窪
災

f

（
大
阪
府
岸
和

111市
）
、
佐
倉
さ
と
み

（
西
ノ
島
町
）
、
み
す
う
み
赤
十
字
奉

仕
団
（
松
江

rli)、
成
松
順

f
（
熊
本

rli)
、
市
川
香
（
愛
媛
県
松
山
市
）
、

上
田
義
久
（
大
分
県
）
、
三
頂
県
菰
野

町
社
会
幅
祉
協
議
会
、
松
川
政
則
（
東

京
都
）
、
都
万
村
社
会
幅
祉
協
議
会
、

西
山
田
金
屯
（
東
京
都
大
田
区
）
、
秋
頭

ミ
ツ
ェ
（
大
阪
府
襄
届
川
市
）
、
平
岡

仕
寿

r
（
人
阪
府
大
束
市
）
、
松
尾
む

つ
子
（
大
分
県
別
府

rli)
、
大
坪
静
雄

（
兵
庫
県
尼
崎
市
）
、
佐
藤
巳
代
治

（
兵
肌
県
西
宮

rli)、
土
屈
秀
雄
（
高

知
市
）
、
石
井
と
め
（
千
加
府
県
船
橋
市
）

岸
本
千
枝

f
（
神
戸
市
兵
肌
区
）
、
市

岡
由
美
子
（
山
日
県
楠
町
）
、
藤
田
喜

己
（
米

f
市
）
、
山
村
春
美
（
大
阪
府

和
泉

rIi)
、
由
本
忠
弘
（
東
大
阪
市
）
、

新
谷
悦
子
・
水
谷
雅
子
（
神
戸
市
須
朋

区
）
、
西
本
訊

r
（
奈
良

rli)
、
律
村

静

f
（
大
阪
府
枚
方

rli)
、
上
田
義
久

（
大
分
県
）
、
中
江
巧
（
加
茂
町
）
、

島
根
県
看
護
教
会
、
爪
走
松
太
郎
（
奈

良
県
桜
井
Ili)、
吉
川
修
子
（
千
菓
県

鎌
ケ
谷
rli)
、
111野
忠
男
（
大
阪
府
且

塚
市
）
、
飯
塚
陽
一
＾
（
京
都
府
久
御
111

町
）
、
永
専
寺
姉
人
会
（
北
悔
道
網
走

rli)
、
熊
川
義
昭
（
千
菜
県
油
安
市
）
、

広 報 み と
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羽
村
知
恵
（
岩
国
市
）
、
山
内
真
弓

（
福
岡
県
古
賀
町
）
、
岩
田
近
三
郎

（
京
都
市
東
山
区
）
、
大
野
さ
だ
こ

（
松
江
市
）
、
島
田
幸
子
（
千
葉
県
習

志
野
市
）
、
御
津
保
育
所
（
八
束
郡
鹿

島
町
）
、
小
野
崎
栄
子
（
川
崎
市
多
限

区
）
、
松
村
光
恵
（
大
阪
府
泉
南
市
）
、

難
波
知
恵
美
（
茨
城
県
）
、
野
口
祁
子

（
大
阪
府
羽
曳
野
市
）
、
大
阪
府
吹
田

市
婦
人
会
、
山
本
恭
子
（
沖
縄
県
石
垣

市
）
、
山
田
勇
（
大
分
県
真
玉
町
）
、

当
重
益
郎
（
新
潟
県
十
日
町
市
）
、
益

田
勤
（
岡
山
市
）
、
大
坪
静
雄
（
尼
崎

市
）
、
長
田
貞
男
（
北
九
州
市
八
幡
西

区
）
、
主
婦
の
会
（
広
島
県
尾
道
市
）
、

藤
沢
診
療
所
（
千
葉
県
習
志
野
市
）
、

池
田
郁
子
（
神
戸
市
須
磨
区
）
、
河
原

敬
一
郎
（
奈
良
県
大
和
高
田
市
）
、
本

間
章
子
（
千
葉
県
船
橘
市
）
、
日
赤
鳥

取
県
支
部
、
水
本
三
枝
子
（
尼
崎
市
）
、

岡
野
洋
子
（
山
口
県
下
松
市
）
、
久
下

和
彦
（
京
都
市
下
京
区
）
、
町
内
会
一

同
（
京
都
府
向
日
市
）
、
真
島
ス
ミ
ヨ

（
大
阪
府
住
吉
区
）
、
片
桐
き
り
の

（
大
阪
市
）
、
阿
澄
ヒ
ロ
（
神
戸
市
東

灘
区
）
、
植
村
真
雄
（
大
阪
市
生
野
区
）

日
本
赤
十
字
社
一
宮
市
坤
区
（
愛
知
県
）

山
下
美
代
子
（
神
戸
市
）
、
宮
内
政
一

（
尼
崎
市
）
、
稲
本
キ
ク
エ
（
川
崎
市

麻
生
区
）
、
青
木
克
子
（
滋
賀
県
大
津

市
）
、
仲
栄
商
事
（
岡
山
市
）
、
井
戸

本
ミ
ス
エ
（
奈
良
県
御
所
市
）
、
奥
本

八
菫
子
（
奈
良
県
御
所
市
）
、
竹
内
宏

光
（
奈
良
市
）
、
松
江
一
中
J
R
C
、

佐
藤
洋
子
（
岡
山
市
）
、
細
川
登
美
子

（
神
戸
市
東
灘
区
）
、
高
橋
一
起
（
奈

良
市
）
、
石
川
ふ
と
ん
店
（
松
江
市
）
、

池
田
美
保
子
（
松
江
市
）
、
松
浦
骰

（
平
田
市
）
、
邑
智
町
三
典
会
青
年
部
、

広
島
市
戸
坂
く
る
め
木
市
民
、
神
村
い

づ
み
（
長
野
県
松
本
市
）
、
村
上
広
迅

（
東
京
都
杉
並
区
）
、
長
野
功
（
長
野

県
諏
訪
市
）
、
前
川
照
子
（
埼
咽
県
川

口
市
）
、
百
澄
雄
（
大
阪
市
西
区
）
、

秋
山
毅
（
兵
叩
県
高
砂
市
）
、
氏
田
映

子
（
尼
崎
市
）
、
丸
井
栄
（
千
業
市
）
、

進
藤
ひ
ろ
み
（
兵
廊
県
相
生
市
）
、
望

月
和
雄
（
神
奈
川
県
横
須
賀
市
）
、
分

藤
隆
司
（
大
分
市
）
、
徳
光
教
（
兵
庫

県
西
宮
市
）
、
東
恵
子
（
川
崎
市
多
靡

区
）
、
直
井
睦
子
（
神
戸
市
須
磨
区
）
、

高
木
秀
子
（
西
宮
市
）
、
平
久
仁
子

（
大
阪
府
堺
市
）
、
伊
藤
博
（
石
川
県

金
沢
市
）
、
並
木
ト
メ
（
横
浜
市
旭
区
）
、

丹
下
知
彦
（
川
崎
市
麻
生
区
）
、
松
波

窪
美
（
大
阪
府
豊
中
市
）
、
岩
瀬
ョ
シ

（
愛
知
県
岡
崎
市
）
、
中
村
熊
次
郎

（
京
都
市
伏
見
区
）
、
金
箱
ョ
シ
イ

（
埼
玉
県
与
野
市
）
、
三
浦
武
（
埼
玉

県
所
沢
市
）
、
消
山
静
・
ち
え
子
（
安

来
市
）
、
中
越
裕
充
（
西
宮
市
）
、
金

沢
美
樹
彦
（
札
幌
市
盟
平
区
）
、
小
川

喜
三
（
京
都
市
都
島
区
）
、
玉
田
建
蔵

（
岐
阜
県
高
山
市
）
、
佐
原
義
一
（
大

阪
市
住
之
江
区
）
、
若
林
鉗
子
（
滋
賀

県
草
津
市
）
、
田
畑
栄
次
郎
（
京
都
市

東
山
区
）
、
今
井
消
二
（
新
厖
県
柏
崎

市
）
、
橋
本
隆
一
（
川
崎
市
）
、
倉
本

聖
子
（
徳
島
県
日
和
佐
町
）
、
菓
山
勝

治
（
長
崎
県
琴
海
町
）
、
高
杉
貞
夫

（
栃
木
県
足
利
市
）
、
横
川
善
吉
（
高

知
県
越
知
町
）
、
渭
泉
女
学
院
福
祉
委

員
会
（
神
奈
川
県
鎌
倉
市
）
、
須
藤
京
ン
テ
ィ
ア
会
津
和
野
支
部
、
山
口
県
経

（
青
森
市
）
、
魚
田
繁
子
（
大
阪
市
西
済
辿
（
小
郡
町
）
、
太
田
恵
一
（
出
雲

淀
川
区
）
、
松
永
君
子
（
横
浜
市
戸
塚
市
）
、
藤
田
義
降
（
門
司
区
）
、
島
内

区
）
、
小
原
玲
子
（
和
歌
山
市
）
、
前
ス
ミ
（
佐
賀
市
）
、
北
川
裕
敏
（
下
関

田
秀
（
福
井
県
丸
岡
町
）
、
青
木
美
恵
市
）
、
井
上
正
（
下
関
市
）
、
亀
山
稔

子
（
大
阪
市
大
正
区
）
、
蒲
地
武
夫
（
奈
良
県
樅
原
市
）
、
渡
辺
市
野
（
神

i
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＂11""11"
＂11"
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＂
奈
川
県
相
模
原
市
）
、
吉
井
章
逸
（
大

i
i
 

i

懐
か
し
い
都
茂
の
生
活

i

阪
府
大
東
町
）
、
分
藤
隆
司
（
大
分
市
）
、

=

i

i

宮
崎
・
山
岡
・
渡
辺
・
小
山
・
白
石
・

＝
野
見
山
（
米
子
市
）
、
日
本
共
産
党
、

一
一
朝
夕
め
っ
き
り
寒
く
な
っ
て
参
り
ま
―
-i

金
沢
ヨ
シ
イ
（
埼
玉
県
与
野
市
）
、
駒

}
し
た
。

-
居
春
子
（
奈
良
市
）
、
山
下
政
子
（
大

―
-
町
長
様
を
は
じ
め
皆
様
御
壮
健
で
御
~
~

＝
 
紐
躍
の
こ
と
と
存
じ
お
喜
び
ffiし
上
げ

了
。
私
も
お
蔭
様
で
元
気
に
送
日
い
一
阪
府
襄
屋
川
市
）
、
米
田
貢
（
下
関
市
）
、

i

た
し
て
お
り
ま
す
。

i

小
田
弘
子
（
米
子
市
）
、
雨
宮
義
英

i

本
日
は
災
古
見
舞
金
を
頂
妓
い
た
し
i
i

（
横
浜
市
戸
塚
区
）
、
満
水
モ
リ
（
大

丁
ま
し
て
誠
に
あ
り
か
と
う
ご
ざ
い
ま
し
i
i

阪
府
交
野
市
）
、
寺
本
仁
（
兵
躯
県
宝

：」0
-

塚
市
）
、
大
谷
建
設
株
式
会
社
（
兵
廊

-
壊
れ
た
家
を
捨
て
て
出
て
来
ま
し
た
-
県
高
砂
市
）
、
へ
ん
こ
つ
屋
（
浜
田
市
）
、

雰
、
都
茂
の
生
活
か
懐
か
し
ま
れ
ま
す
。
一
島
根
県
連
合
青
年
団
（
松
江
市
）
、
山

-
長
い
間
本
当
に
お
世
話
様
に
な
り
ま
i

田
良
夫
（
都
茂
）
、
寺
尾
沿
（
都
茂
）
、

一
一
沢
江
守
男
（
都
茂
）
、
加
治
＂
軍
実
（
宇

L

し
た
。
あ
り
が
た
＜
宙
ね
て
お
礼
巾
し
―
-ニ
津
川
）
、
朝
日
団
地
自
治
会
（
都
茂
）
、

一
下
上
げ
ま
す
。

――
 

3

大
谷
英
幸
（
都
茂
）
、
槽
谷
彦
一
（
東

i
i

皆
様
の
御
健
康
と
美
都
町
の
発
展
を
i
i

L
よ
り
お
祈
り
巾
し
上
げ
ま
し
て
お
礼
Hi

京
都
練
馬
区
）
、
佐
々
田
英
一
郎
（
益

――
 i
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

こ。
i
i

田
市
）
、
島
根
県
労
働
組
合
評
議
会

＝
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
t

.. ＝
（
松
江
市
）
、
自
治
労
島
根
県
本
部

＿
＿
益
田
市
元
町
六
ー
一
五

山
根
晃
内
山
根
フ
ジ

i

（
松
江
市
）
、
津
和
野
町
、
久
保
田
鉄

＝
 

工
株
式
会
社
（
広
島
市
中
区
）
、
日
原

』

E"11""11""11"
＂11"
＂11""11""11""11"
＂IIt11"
＂11""11"“
ー

（
横
浜
市
旭
区
）
、
鈴
木
基
一
（
栃
木
営
林
署
、
米
田
工
務
店
（
山
本
）
、
匹

県
小
山
市
）
、
寺
井
章
逸
（
大
阪
府
大
見
町
議
会
、
日
本
屯
池
販
売
株
式
会
社

東
市
）
、
大
成
道
路
株
式
会
社
（
益
田
（
広
島
市
安
佐
南
区
）
、
岩
田
道
雄

市
）
、
匹
見
町
議
会
、
原
田
商
事
（
益
（
津
和
野
町
）
、
股
林
改
良
青
年
会
議

田
市
）
、
山
崎
嵩
（
久
原
）
、
自
治
労
（
都
茂
）
、
島
根
県
市
町
村
戦
員
共
済

婦
人
部
（
松
江
市
）
、
佐
田
町
戦
員
一
組
合
（
松
江
市
）
、
大
成
道
路
図
（
益

同
三
刀
屋
町
片
山
ス
ポ
ー
ツ
（
益
田
市
）
、
日
本
屯
気
中
国
支
社
長
（
広

田
市
）
、
湖
陵
町
役
場
、
梱
洞
宗
ボ
ラ
島
市
中
区
）
、
共
和
通
信
工
業
闘
（
松

江
市
）
、
篠
原
正
閲
（
益
田
市
）
、
桜

井
括
（
三
谷
）
、
シ
ン
エ
キ
廂
店
（
益

田
市
）
、
自
民
党
島
根
県
支
部
辿
合
会

（
松
江
市
）
、
ワ
ー
ル
ド
航
空
同
（
松

江
市
）
、
ハ
ゼ
ヤ
マ
エ
ア
コ
ン
（
浜
IIJ

市
）
、
松
江
市
辿
合
百
年
団
、
文
倍
常

（
益
田
市
）
、
キ
ャ
ノ
ン
販
売
（
広
島

市
中
区
）
、
山
ロ
コ
ビ
．
ア
販
売
常
業
所

（
山
口
市
）
、
川
崎
製
鉄
広
島
営
業
所
、

日
本
専
売
公
社
中
国
支
社
（
広
島
市
中

区
）
、
簸
川
郡
佐
田
町
、
大
賀
建
設

（
益
田
市
）
、
双
葉
工
業
（
益
田

rli)
、

島
根
県
測
屈
設
計
業
協
会
（
松
江
市
）
、

出
霙
グ
リ
ー
ン
味
（
出
雲
市
）
、
ア
イ

サ
ワ
工
業
（
岡
山
市
）
、
柏
村
印
刷
昧

（
益
田
市
）
、
浜
田
統
制
無
線
中
継
所

長
、
弥
前
武
世
（
久
原
）
、
屯
気
輿
業

中
国
支
店
（
福
岡
市
中
央
区
）
、
島
根

県
辿
合
背
年
団
（
松
江
市
）
、
自
治
労

島
根
県
本
部
（
松
江
市
）
、
日
本
生
命

松
江
支
社
、
益
田
タ
イ
プ
、
ホ
ー
チ
キ

株
式
会
社
松
江
営
業
所
、
復
興
調
杏
設

計
闘
（
松
江
市
）
、
社
会
福
祉
法
人
わ

か
ば
会
邑
智
園
（
邑
智
町
）
、
鳳
産
業

日
原
事
業
所
、
島
田
宣
浩
（
出
雲
市
）
、

オ
リ
エ
ン
タ
ル
測
lit
（
益
田
市
）
、
ぎ

ょ
う
せ
い
中
国
支
社
（
広
島
市
中
区
）
、

昌
和
道
路
闊
（
日
原
町
）
、
坂
根
強

（
広
島
市
）
、
木
村
建
設
（
大
田
市
）
、

第
一
法
規
出
版
（
東
京
都
港
区
）
、
株

式
会
社
偕
行
社
（
広
島
市
）
、
寺
戸
百

合
子
（
大
阪
府
堺
市
）
、
第
一
生
命
松

江
支
社
、
湖
南
病
院
（
宍
道
町
）
、
新

日
本
法
規
出
版
広
島
支
社
、
西
井
製
作

所
（
広
島
市
）
こ
の
ほ
か
に
二
十
九

名
の
匿
名
の
方
が
あ
り
ま
し
た
。
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功 績 をた た え表彰

く表彰を受けられた方々＞

後列左から……教育長、収入役、助役、議会副議長、総務委員長、建設委員長

前列左から…・・中外鉱業藤井さん、大谷さん、議長、町長、稲垣さん代理三浦さん、

山本さん、自治労島根県本部山根さん

町
は
、
ト
一
月
．
―•
I
I「
文
化
の1
1
」
に
、
町
政
功
労
者
の
表
彰

を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
今
阿
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
の
は
、
大
谷
為
．

友
さ
ん
、
稲
坦
静

f
さ
ん
、
山
本
郁
郎
さ
ん
、
中
外
鉱
業
株
式
会

社
、
自
治
労
島
根
県
本
部
の
ガ
々
で
す
。
い
す
れ
も
「
災
部
町
表

彰
条
例
」
に
店
づ
く
も
の
で
、
町
の
表
彰
帝
議
会
に
諮
っ
て
、
そ

の
功
労
を
顧
彰
い
た
し
ま
し
た
。
袋
雨
災
古
の
た
め
文
化
祭
の
中

止
と
い
う
巾
で
、
関
係
者
の
み
で
取
り
行
わ
れ
た
＾

Ilnl
の
式
典
の

表
彰
者
の
み
な
さ
ん
は
、
い
す
れ
も
大
災
古
に
対
す
る
見
舞
と
復

旧
へ
の
顧
い
を
込
め
て
、
町
に
多
節
の
浄
財
を
寮
付
さ
れ
た
Jj
々

で
、
そ
の
合
壮
領
は
じ
百
几
卜
け
円
に
の
ほ
り
ま
し
た
。
町
民
の

み
な
さ
ん
へ
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、
こ
似
梢
に
お
応
え
し
、

復
旧
へ
の
決
浩
i

を
新
た
に
し
た
い
と
111
心
い
ま
す
。

:
益
福
祉
功
団
〗

虹
盆
麟
加
さ
ん

(50)

1
1
兵
叫
県
灼
砂
diII

大
谷
さ
ん
は
、

111本
の
ご
出
身
で
、

昭
和
三
卜
し
年
以
米
閻
砂
巾
に
あ
っ
て

大
谷
建
設
株
式
会
社
を
設
丸

t
木
業
、

建
設
業
を
手
広
く
凡
呂
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

大
谷
さ
ん
は
、
袋
雨
災
巾
り
に
よ
る
故

郷
の
惨
状
に
対
し
て
、
そ
の
窮
状
を
救

わ
ん
と
い
ち
早
く
た
く
さ
ん
の
義
援
物

登
を
送
ら
れ
る
と
と
も
に
、
災
弔
2

見
舞

と
し
て
多
節
の
浄
財
を
寮
付
さ
れ
ま
し

こ。t
 
、

な

が

き

し

ず

こ

稲
垣
静
子
さ
ん

(49)

1
1
静
岡
県
伊
東
dill

稲
垣
さ
ん
は
、
仙
道
の
こ
出
身

(Ill

姓
三
浦
）
で
、
附
和
ニ
ト
九
年
以
米
fJl

東
に
あ
っ
て
、
現
在
「
ジ
ュ
ン
災
容

室
」
を
経
常
、
そ
の
間
判
町
出
身
者
数

名
を
受
け
入
れ
、
伊
東
diに
お
い
て
も

名
の
知
ら
れ
た
立
派
な
店
と
し
て
切
り

盛
り
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
月
の
＂
ぃ
苓
雨
災
中
り
に
よ
る
占
用
の
流

廃
に
心
を
術
め
ら
れ
、
復
111狩
金
に
と

多
額
の
浄
財
を
お
奇
せ
ド
さ
い
ま
し
た
。

や

ま

も

と

い

く

ろ

う

山
本
郁
郎
さ
ん

(50)

1
1
兵
附
県
西
宮
dill

111本
さ
ん
は
、
＂
励
籠
の
こ
出
身
で
、

pli
和
屯
巾
に
在
仕
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

昭
和
几
卜
丘
年
六
月
卜
九
11
に
起
き

た
実
家
の
令
焼
と
い
う
災
難
に
際
し
て

町
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
寮
せ
ら
れ
た
火

災
見
舞
や
励
ま
し
に
対
し
て
、
お
礼
と

深
い
感
謝
の
忍
を
込
め
て
、
災
屯
り
復
旧

に
多
節
の
浄
財
を
寮
付
さ
れ
ま
し
た
。

ち
2
う
か
い
こ
う
き
ょ
う
か
ふ
し
き
が
い
し
ゃ

中
外
鉱
業
株
式
会
社

1
1
東
以
部
千
代

111区
1
1

じ

ち

ろ

う

し

ま

ね

け

ん

は

ん

ぷ

自
治
労
島
根
県
本
部

1
1
松
紅
巾

II
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16年間ご苦労さまでした
吉永教育長退任

吉
氷
利
市
教

育
長

(60歳）

1
1
三
谷
1
1
は、

九
月
三
十
日
付

で
退
任
に
な
り

ま
し
た
。

吉
氷
さ
ん
は
、

昭
和
三
十
八
年

十
月
に
町
の
教

育
委
員
に
な
ら

れ
、
四
十
二
年

一
月
か
ら
教
育

長
を
四
期
十
六

年
あ
ま
り
に
わ

た
っ
て
つ
と
め

ら
れ
ま
し
た
。

十
六
年
あ
ま

り
の
在
任
期
間

の
前
半
は
、
大

久
保
分
校
、
ニ

川
中
学
校
、
笹

倉
分
校
、
久
原

分
校
、
総
籠
小

学
校
等
の
統
合

益
田
農
林
高
校

都
茂
分
校
の
閉

校
、
そ
し
て
東

仙
道
中
学
校
の

統
合
等
の
人
口

過
疎
化
に
よ
る

学
校
統
合
と
い

う
難
事
業
に
取

り
組
ま
れ
ま
し

こ。t
 同時
に
、
明

る
＜
豊
か
な
美

都
町
づ
く
り
を
進
め
る
に
は
た
く
ま
し

い
＂
美
都
っ
子
、
の
育
成
が
不
可
欠
と

学
校
統
合
後
の
教
育
効
果
の
向
上
を
目

指
し
、
教
育
施
設
の
整
備
充
実
に
全
力

を
注
が
れ
ま
し
た
。

美
都
中
学
校
統
合
校
舎
及
び
、
屋
内

運
動
場
の
建
設
、
町
内
四
校
の
学
校
給

食
共
同
調
理
場
の
建
設
、
都
茂
小
学
校

の
校
舎
改
築
、
屋
内
巡
動
場
、
水
泳
プ

ぷ

ー
ル
の
建
設
、
東
仙
道
小
学
校
の
校
舎

改
築
、
校
庭
の
拡
張
工
事
、
二
川
小
学

校
運
動
場
の
新
設
、
さ
ら
に
危
険
校
舎

と
な
っ
て
い
る
二
川
小
学
校
の
改
築
Ti

事
の
将
手
と
、
町
内
小
中
学
校
の
校
舎
、

屋
内
巡
動
場
、
校
庭
、
水
泳
プ
ー
ル
等

教
育
施
設
の
整
備
充
実
に
次
々
と
取
り

組
ま
れ
、
芙
都
町
を
近
隣
町
村
で
も
Yj

数
の
教
育
施
設
の
整
っ
た
町
に
さ
れ
ま

し

た

。

～

ま
た
、
社
会
教
育
を
重
視
さ
れ
、
旧
~

村
単
位
に
公
民
館
を
建
設
し
、
常
勤
公
{

民
館
主
事
を
配
附
し
、
社
会
教
育
団
体
～

の
育
成
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
精
神
~
新
し
い
教
育
長
に
、
河
野
二
美
さ
ん

～
 

文
化
の
高
揚
を
は
か
る
た
め
各
種
教
室

"
(
5
1歳）
1
1
宇
津
川
1
1
が
決
ま
り
、
十

を
開
設
し
、
生
き
る
喜
び
と
、
お
互
い
～
月
一
日
付
で
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

に
支
え
合
い
腺
重
し
あ
う
和
の
精
神
の
~
若
杉
町
長
は
、
九
月
の
臨
時
町
議
会

～
 

醜
成
を
は
か
ら
れ
ま
し
た
。
こ
に
河
野
さ
ん
を
教
育
委
員
会
委
員
に
選

退
任
に
あ
た
っ
て
、
吉
水
さ
ん
は
、
～
任
す
る
議
案
を
提
出
。
議
会
の
同
意
を

「
美
都
町
振
典
計
画
に
含
ま
れ
て
い
た
｝
得
た
の
を
受
け
て
、
教
育
委
員
会
が
開

学
校
整
備
統
合
事
業
が
、
在
任
期
間
中

T
か
れ
、
教
育
長
に
選
任
さ
れ
た
も
の
で

～
 

の
様
々
な
で
き
ご
と
の
中
で
、
最
も
印

A,°

象
に
残
っ
て
い
る
。
地
域
の
了
承
を
得
～
河
野
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
三
年
に
二

る
ま
で
の
辿
夜
の
交
渉
、
意
見
調
整
は
＂
川
村
役
場
に
入
ら
れ
、
老
人
ホ
ー
ム
所

～
 

極
め
て
困
難
で
、
反
対
強
行
論
者
の
説
溢
苓
町
民
、
総
務
の
各
課
長
な
ど
の
要

得
に
は
、
辞
表
を
懐
に
し
て
あ
た
っ
た
。
～
職
を
歴
任
さ
れ
、
三
十
五
年
間
に
わ
た

又
、
辿
距
離
通
学
の
解
梢
を
は
か
る
た
i

り
町
づ
く
り
に
努
め
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

め
、
美
都
靡
宿
舎
を
建
設
し
た
際
屡
~
年
々
高
度
化
す
る
教
育
行
政
に
対
し

～
 

探
し
て
七
メ
ー
ト
ル
あ
ま
り
掘
っ
た
所
．
河
野
さ
ん
の
戦
窪
な
行
政
経
験
に
大
き

〗
〗
冒
•
〗
〗
;
“
ま
す
[

．
就
任
の
あ
い
さ
つ

附
さ
れ
た
職
員
の
み
な
さ
ん
に
深
く
感
(

謝
し
て
い
る
。
＾
刀
悛
は
一
町
民
と
し
て
、
～

町
の
発
展
を
見
守
り
た
い
」
と
話
し
て
~
教
育
長
の
職
務
は
、
地
方
教
育
行
政

．
の
糾
織
及
び
巡
党
に
関
す
る
法
律
第
十

～
 

お
ら
れ
ま
し
た
。

吉
永
さ
ん
は
、
本
年
七
月
に
は
、
長
～
七
条
に
「
教
育
委
員
会
の
指
揮
監
腎
の

年
地
方
教
育
行
政
の
発
展
に
尽
く
し
た
に
ド
に
、
教
育
委
員
会
の
権
限
に
属
す
る

~-

功
紐
に
対
し
て
文
部
大
臣
表
彰
を
受
け
二
す
ぺ
て
の
ボ
務
を
つ
か
さ
ど
る
」
と
あ

ら

れ

て

い

ま

す

。

～

り

ま

す

。

退
任
さ
れ
た
吉
永
さ
ん
の
今
後
の
ご
i

こ
の
度
、
吉
永
前
教
育
長
の
こ
退
識

健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
し
ま
す
。
こ
に
伴
い
、
軍
立
を
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。

新
教
育
長
に

屋
敷
靖
征

河
野
さ
ん
を
選
任

浅
学
非
オ
の
私
に
は
身
に
余
る
大
任

で
あ
り
ま
す
が
、
前
教
育
長
の
敷
か
れ

た
路
線
を
ひ
き
続
き
踏
襲
し
、
与
え
ら

れ
た
職
務
を
誠
実
に
果
た
す
べ
く
一
生

懸
命
努
力
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
昭
和
二
十
三
年
役
場
に
奉
戦

以
来
三
十
五
年
有
余
の
間
、
一
般
行
政

事
務
に
従
事
し
て
参
り
ま
し
た
。

教
育
行
政
事
務
に
関
し
ま
し
て
は
始

め
て
の
経
験
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
職

務
の
軍
大
さ
を
充
分
自
鎚
し
、
＾
刀
悛
よ

り
一
悩
の
勉
強
を
梢
み
重
ね
、
精
い
っ

ば
い
教
育
行
政
に
取
り
組
ん
で
い
く
党

悟
で
あ
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
格
別
な
る
ご
指
祁
と
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

次
の
と
お
り
発
令
が
あ
り
ま
し
た
。

十
月
一
日
付

総
務
課
長

（
前
町
民
課
長
）

町

民

課

長

児

高

房

夫

二
川
へ
き
地
保
育
所
長
兼
任

（
前
荏
業
課
長
）

産

業

課

長

沢

江

久

介

（
前
振
挑
課
長
）

振

典

課

長

山

崎

善

行

（
前
・
振
興
課
長
補
佐
）

人
事
往
来

広 報 み と
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七
月
豪
雨
に
よ
る
畜
産
関
係
の
被
害

は
、
死
亡
牛
七
頭
を
は
じ
め
、
畜
舎
の

倒
壊
な
ど
大
き
な
も
の
が
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
の
痛
手
を
は
ね
返
す
べ
く
、
十

二
月
二
日
、
美
都
町
宇
津
川
、
大
橋
政

信
さ
ん
宅
横
の
広
場
に
お
い
て
、
昭
和

五
十
八
年
度
肉
用
牛
管
理
共
進
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

対
象
と
な

る
牛
は
、
町

有
貸
付
牛
、

導
入
牛
、
保

留
牛
の
十
二

頭
で
、
当
日

）
は
十
頭
が
出

場
し
、
帝
杏

てこ川
に
の
ぞ
み
ま

t91 

し
た
。

,t, 

f•1 

帝
査
は
、

1

子（
 
板
垣
規
義
西

牛

部
畜
産
事
業

品出る
所
長
を
審
杏

け
長
と
し
て
六

受
人
の
審
杏
員

に
よ
り
、
日

を．

ご
ろ
の
飼
遜

査審体
健
康
管
理
が

個
[
+
分
に
、
し

か
も
適
正
に

お
こ
な
わ
れ

：
｀
＇
：
し
て
い
る
か
ど

う
か
を
拙
準

に
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

審
杏
の
講
評
と
し
て
は
、
肉
質
の
向

上
と
増
体
と
い
う
島
根
県
の
改
良
目
標

に
対
し
て
、
全
体
に
体
の
幅
が
不
足
し

て
い
る
と
い
う
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
最
優
秀
買
は
、
西
田

正
さ
ん

(
6
0
)
1
1
三
谷
11
に
決
ま
り
受

買
さ
れ
ま
し
た
。

肉
用
牛
管
理
共
進
会
開
催

（二川小学校〕

夜間照明施設が完成

君よ未来を語れ
島根県青年問題研究集会

都茂小体育館での集会のようす

”
れ
よ
未
米
を

h
叩
れ
“
の
テ
ー
マ

の
も
と
に
島
根
県

,
I
J
年
間
迎
研
究
几

会
か
、
卜
ニ
月
：
．
．

11、
四

11
の
ご

11

間
に
わ
た
っ
て
部

茂
小
学
校
体
育
館

を
じ
会
場
と
し
て

間
催
さ
れ
ま
し
た
c

こ
れ
は
、
島
根

県
辿
合
，
IJ
年
団
か

昭
相
，
一
・
ト
：
・
年
か

ら
紺
年
、
県
ド
各

地
で
開
催
し
て
い

る
も
の
で
、
今
年

で
ニ
ー
し
ハ
何
11
に

な
り
ま
す
。

•• 

‘
・
ニ
川
小
学
校

巡
動
場
に
夜
間

照
明
施
没
が
完

設施明
成
し
ま
し
た
。

照

学

校

施

没

の

開
放
に
よ
る
ズ

間

ー
ツ
振
興
、

夜場
・
ポ

動
町
民
の
体
力
妍

強
に
は
、
夜
間

運

照
明
施
設
の
没

校．学

叩
い
が
不
可
欠
な

＼
 ．．
 ー
．
 

J
．
と
こ
ろ
か
ら
、

二た
．
今
春
新
設
さ
れ

し
た
述
動
場
に
、

こ
の
程
設
骰
さ

成

れ
た
も
の
で
す
。

完．：
~
施
設
の
概
快

ヤー
11
は
、
柚
川
町
：
叫
戚
輝
人
氏
の
、

，
地
域
に
お
け
る
，
IJ
年
団
の
役
割
，
と

辿
し
た
心
念
講
油
の
あ
と
へ
八

1
名
の

参
加
者
か
：
へ
会
場
に
分
散
し
、
班
紺
に

伎
虻
く
ま
で
熱
心
な
~
吋
叫
か
い
わ
れ
｀

翌
四

11
、
令
体
几
会
で
友
柏
と
辿
m
軍
を

確
忍
し
な
か
ら
内
会
を
約
し
て
散
会

L

ま
し
た
c

し
月
の
咲
巾
災
中
り
に

K
り
灯
町
て
の

間
催
か
危
ふ
ま
れ
ま
し
た
か
、
町
内
外

UJ,IJ年
団
員
の
み
な
さ
ん

UJ
努
力
と
協

力
に
上
り
、
吋
初
の

f
定
ど
お
り
間
俯

さ
れ
た
も
の
で
す
c

及
部
町
て
県
辿
合
＇
ロ

ii団
の
I
J
巾
か

開
俯
さ
れ
る
の
は
、

h
1
T
i
i
U
Jい
IJり

大
会
文
化
部
門
、
几

I
I
i什
の
民
泊
交

流
几
会
に
次
い
て
．
度
目
の
こ
と
て
す

は
、
六
状
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
照
明
村
の

閻
さ
卜
四
•
四
似
の
と
こ
ろ
に
各
六
台

令
部
で
：
じ
L
公
11
の
し
r11
ワ
ッ
ト
メ
ク

ル
ハ
ラ
イ
ド
ラ
ン
フ
か
没
叩
い
さ
れ
、
述

動
場
面
梢
六

T
四
r
1
1
.
I
I
i
中
ガ
似
の

し
卜
吃
怖
に
中
ー
た
る
四

r六
r11几
I
.

平
Jj似
を
、
平
均
照
度
r11ト
ル
ッ
ク
ス

で
照
ら
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
2

嵐
経
費
は
、
几
r11八
1
几
jj円
で

内
訳
は
、
国
庫
補
助
金
：

・r111几
Jj円、

町
伯
（
国
民
年
金
桔
立
金
遠
Jc
融
賓
）

四
r11し
卜
り
円
、
残
り
．． 

r11
四
り
円
か

一
般
財
源
で
す
。

^
4俊
の
地
域
の
社
会
体
育
の
場
と
し

て
、
ス
ホ
ー
ツ
に
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
で
し
ょ

う。

広 報 み と
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ぷど：ぷ泣•ぺ位：•：心：•t:•t:•59硲•;•；位：．＇町 議 会一示；•9•9•9.，•.• ,"' 

出した議案と、その内容
• 10月の町議会へ次の議案を提出、可決になりました。

◎教育委員会委員の選任

河野二災氏 (5]成） = ‘j•:iIt111 = 

を選任し、議会の1,;J．立を得まし

た。

◎昭和58年度一般会計補正予算

すでに定まっている各(Iに、 9:，"

入歳出それぞれ23I.!1:1,552Jf6T・ 

円を追加し、総額40/慈9,593万 2

干円にするものです。

災',1:'復Ill'/'/)女ぴ災＇，＇ t|見li也’Ji業．

，1,1を中心に、町財政史 I:}'↓例の

予籾規松となりました。

i:なl11i.11'．は次のとうりです。

〔歳入〕

地）i交付税 8.545Jfl'I 

公 J1，1•本施設災 1:：復 Ill'/,I|l;lhli i'， 

担金 8億1,658万円

I：と材、水I)杓裳施，没災‘l:：復Ill'/,I県ヤ,Ii

リ））金 91心．3，14 5)J• I I j 

財政調照），l;金繰人金 :J,200Jfl'I 

災甚復II」ilt 4l.!1:7,870!i円

〔淑出〕

災＇，朽援，＆ •佼令 7, （）（）（)）j l’I 

第三期1111加対政'{,i△:l,f>48Jfl11 

,，211•1足巡対依＇｛，i △2,684 Jfl'I 

材、）也iI'，jJ災l:）jI| 1・，. ？;’{’t:｛， l 112)J I’I 

i直h'i1名Ii,:'よじ'.(・良'{,i

△II心1,537)j1月

Ii• 、と建，没 '{’t (1, 745)J I'1 

f1l1,)，水追 l，血，，＇砂ぶ杯復 Ill 1,i 

2. 6 1 1)j I’I 

I:t)也災'9(;'iUIl l'{,i ：i1心1,7719)」l'I

1!1VIJI,也，，＇と災 'ti;iU I l l'｛，i 

(i 1心：i，571)）jI'1 

林兆施設災',':'iUIII'{ts,35I)）」 |’I

i 99/ 1 l l'i）:'；ミ',1,．i'.（Ill'/,i 

lei心：｛，71 3)j I’I 

?I•とり他，，＇t ,；i ， 1; i及Ill'/＇/ 2, （12 1)J I’I 

◎昭和58年度国民健康保険特別会

計補正予算

〔’Iりと勘定〕

すでに走まってしヽる額に、歳

入戊出それぞれ100Jf8T-ド］を追

IJIIし、総省(ilf衣7,937/j 4 T-1］］に

するものですぐ

◎昭和58年度老人保健特別会計補

正予算

L既定の予t)．額に、 i,＆入波出そ

れぞれ 295}j円を追加し、総額

1億5,955万8T・ド）にするもので

す。

◎昭和58年 7月豪雨災害の被災者

に対する町民税等の減免に関す

る条例の制定

披災 H以降に納1りII}Jしの到・オとす

る町民税、固定和1)；税に対して

納悦義務行の"',1，’iにより減免を

するものです。

◎昭和58年）月豪雨災害の被災者

に対する国民健康保険料の減免

に関する条例

lf|lu健康保険料の減免を町民

悦`ヽ'）;O)減免に杓’．じて行うものて

す

◎二川小学校屋外運動場照明施設

管理条例の制定

運動場使JIIにつし、ては '.Ill小

• f:I•とて，，‘|99fを受1ナること、 Ji,ひ

使JII末Ì．が1こつし、て定めたものて

す

！町1しか利Illする場合〕

1 時間ま •9 61)（II’I 

1時間を超え3(1分こどに

:mo111 

「1111、外行かれJIiiする場合1

111.'，・1!il主て 1. 2(）（II’I 

111.'illllを超ス3(1分こと 1こ

WJOl11 
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◎林地崩壊防止事業並ぴに林地小

規模崩壊対策事業費分担金徴収

条例の制定

当該事業1tの一割以内の範囲

で受益者から分／il金を徴収する

ものです。

◎昭和58年度簡易水道特別会計補

正予算

すでに定まっている額に、歳

入歳出それぞれ 736万 6干円を

追加し、総額］ （意3,541万 8千円

とするものです。

補正の主なものは、都茂地区

簡水拡張J:91i,{,iの追/JIIと人('1'’{,1

の調椛です。

◎職員定数条例の一部改正

災'、1;：復 II•1 棠務の円沿な遂行を

図るため、昭和62年 3月末まで

に限って町良Ji務部/,.i職li定数

を5人h,lliし、 47人とするもの

です。

◎島根県市町村退職手当組合加入

団体の増減及ぴ規約の一部改正

退職手当組合への/JII入、脱退

及ぴそれにともなう規約の改lr.
です。

◎工事請負契約の締結

犀＇必地区簡易水追拡 11,,・.・1砂’3

約を，；hi'l金省I.19. I)81) }jl’1で大河

建設株式会l•I．と結ぶものです

◎工事請負変更契約の締結

・.111小学校改袂 l.．＇ドの，"り負省 I'I

を4110Jjl'I妍額し ll心A.400Jji'J

にする契約を｀，,:，； Ill建設 1: 〗渭、

A、会t|．I,命1111':I，りと結ふものてす

◎工事請負変更契約の締結

町逍）L必三1:/J；線逍路改良 I・・’lt

グ），,,り('，各191を J:ll)Jj :1「|’llii額し．

:i. 881) Jj:；「•I'11こする契約を．イi

限会t| | •. I I I I．務1,りと糸，’,，；．ものて

-j " 



都
茂
小
学
校
三
年
生
の
み
な
さ
ん

さ
つ
ま
い
も
た
く
さ
ん

匹
見
町
道
川
婦
人
会
み
か
ん
二
箱

ぞ
う
き
ん
二
十
枚

春
日
荘
入
居
者
へ
届
け
ら
れ
た
善
意
社
会
福
祉
協
議
会
へ
届
け
ら
れ
た
善
意

三
浦
吉
人
さ
ん
（
都
茂
）
梨
一
箱
＇
香
典
返
し
に
か
え
て

ア
オ
キ
美
容
院
（
益
田
市
）
理
容
奉
仕
右
田
勝
さ
ん
（
朝
日
団
地
）
金
一
封

日

本

専

売

公

社

益

田

営

業

所

大

江

政

幸

さ

ん

（

金

谷

）

金

一

封

た
ば
こ
百
二
十
五
個
長
尾
ア
ヤ
子
さ
ん
（
宇
津
川
）
金
一
封

大
智
寺
（
丸
茂
）
洗
剤
一
箱
斉
藤
勇
治
さ
ん
（
板
井
川
）
金
一
封

塩
道
東
一
さ
ん
（
都
茂
）
金
一
封
今
井
広
徳
さ
ん
（
都
茂
郷
）
金
一
封

亀
山
栄
さ
ん
（
境
港
市
）
金
一
封
仲
山
孝
雄
さ
ん
（
三
谷
）
金
一
封

梅
田
薫
さ
ん
（
弥
栄
村
）
金
一
封
永
岡
安
蜂
さ
ん
（
仙
道
）
金
一
封

増
本
寛
市
さ
ん
（
都
茂
）
金
一
封
見
舞
返
し
に
か
え
て

仁
浦
君
代
さ
ん
（
益
田
市
）
金
一
封
塩
満
末
子
さ
ん
（
都
茂
上
）
金
一
封

篠
原
良
夫
さ
ん
（
都
茂
）
金
一
封
加
藤
昭
二
三
さ
ん
（
山
料
）
金
二
万
円

春
日
荘
朦
員
O
B会
金

一

封

大

賀

寿

吉

さ

ん

（

宇

津

川

）

金

一

封

フ
ラ
ワ
ー
湖
月
（
益
田
市
）
菊
六
鉢
加
治
キ
ヌ
ヨ
さ
ん
（
宇
津
川
）
金
一
封

澄
川
ま
す
み
さ
ん
（
大
阪
府
）
金
一
封
長
谷
光
恵
さ
ん
（
金
谷
）
金
一
封

福

田

隆

義

さ

ん

（

山

本

）

田

家

文

子

さ

ん

（

葛

籠

）

金

一

封

さ
と
い
も
た
く
さ
ん
仲
山
孝
雄
さ
ん
（
三
谷
）
金
一
封

鈴
木
宏
子
さ
ん
（
名
古
屋
市
）
松
永
新
市
さ
ん
（
朝
倉
）
金
一
封

洗

剤

四

箱

う

ど

ん

災

害

見

舞

返

し

に

か

え

て

菓
子
た
く
さ
ん
血
早
田
富
士
紀
さ
ん
（
松
江
市
）
金
五
万
円

永
田
又
雄
さ
ん
（
都
茂
）
澄
川
文
夫
さ
ん
（
朝
日
団
地
）
金
一
封

甘

柿

社

会

福

祉

事

業

へ

障

害

者

の

日

十
二
月
九
日
は
、
一
九
七
五
年
に
国

際
連
合
で
「
障
害
者
の
権
利
宣
言
」
が

採
択
さ
れ
た
日
で
す
。

「
障
害
者
の
権
利
宣
言
」
は
、
隣
害

者
の
基
本
的
人
権
と
障
害
者
問
題
を
示

し
た
も
の
で
す
。

国
連
は
、
設
立
当
初
か
ら
障
害
者
問

箪

た
く
さ
ん

ご
ざ
い
ま
し
た

あ
り
が
と
う

一箱

題
に
関
心
を
持
ち
、
さ
ま
ざ
ま
な
決
議

や
宣
言
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
集
大
成
が
「
障
害
者
の
権
利
宣

言
」
で
す
。

こ
の
日
を
機
会
に
、
わ
た
し
た
ち
一

人
ひ
と
り
が
障
害
者
問
題
を
改
め
て
考

え
直
し
、
み
ん
な
が
参
加
し
、
み
ん
な

が
平
等
に
暮
ら
せ
る
よ
り
よ
い
社
会
を

つ
く
っ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

都
茂
上

坂
田

山

本

土
佐

朝
日
団
地

丸
茂
下

山

本

朝

倉

仙

道
地
区

山
根
フ
ジ
さ
ん
（
久
原
）
金
一
封

宮
川
要
助
さ
ん
（
三
谷
）
金
一
封

野
上
四
郎
さ
ん
（
東
京
都
）
金
三
万
円

身
障
者
福
祉
協
会
へ
届
け
ら
れ
た
善
意

見
舞
返
し
に
か
え
て

市
金
勉
さ
ん
（
都
茂
上
）
金
一
封

東
仙
道
公
民
館
へ

盟
田
宮
士
紀
さ
ん
（
松
江
市
）
金
五
万
円

唱
因
9
今
ご
芝
（
敬
称
略
）

親
康

雅

（
加
寿
美

以
上
九
月
届
出

哲

治
消

子

愛

（

広

則

（
 

1

1

 ＇ー永

末

子

弘
和

子

9
(
 

以
上
十
月
届
出
進

大

木

里

美

（

妙

子学
玲

子

香

織

（

仁

志

美

保

利

彦

（

以
上
十
一
月
届
出

春
日
荘

春
日
荘

板
井
川

屋
敷
平

板
井
川

仙

道
三
谷
下

春
日
荘

千
振
大
河
中
島

宮
川

博
行

子

出産

喜

こ
c菱
一
―
~

．．．．．．．．．．．．． 

（
逝
去
月
日
）

春
日
荘
城
市
ハ
ッ
ョ

9
.
1
3
(
7
8
)

朝

倉

佐

々

木

英

雄

9
.
1
4
(
6
2
)

丸

茂

下

右

田

疫

市

9
.
1
7
(
8
1
)

金

谷

大

江

氾

市

9
.
2
0
(
8
4
)

三

谷

仲

山

重

太

郎

9.23(83)

春

日

荘

亀

山

静

代

9.25(60)

宇

津

川

中

長

尾

勉

9
.
2
9
(
5
2
)

以
上
九
月
届
出

寺

戸

ユ

キ

1
0
.
6
(
7
8
)

野
上
ト
メ

10.10(83)

斉
藤
シ
ズ
マ

10.18(82)

以
上
十
月
届
出

＾
几
キ
ミ
ヨ

1
1
.
4
(
8
2
)

土
佐
源
三
郎

1
1
.
9
(
9
0
)

永

岡

マ

チ

11.17(85)

宮
川
房
市

11.18(72)

佐
藤
ト
メ

11.28(93)

以
上
十
一
月
届
出

＾ ^ 柳斉佐沢
井藤野田

良消悦直
チーチ弘

李

原

邦

政

（
金
海
明
子

佐
々
木
恵
二

（
鷹
美
也
子

木

川

春

美

（
大
井
順
子

（
宇
津
川
）

（
北
九
州
市
か
ら
）

以
上
九
月
届
出

（
山
本
）

（
仁
多
町
か
ら
）

（
朝
倉
）

（
益
田
市
か
ら
）

以
上
十
月
届
出

（
丸
茂
西
郷
）

（
丸
茂
西
郷
か
ら
）

（
山
本
）

（
山
本
か
ら
）

以
上
十
一
月
か
ら

専

之

沈
黙
の
双
眼
鍛
あ
り
問
米
る

「

ど

ん

ぐ

り

」

盛

苗
木
買
ひ
す
こ
し
う
れ
し
く
手
紙
Itりく

幸

f

樟
内
の
裏
一
面
に
木
の
実
降
る
ひ
で
お

史
け
行
く
や
流
川
の
上
の
天
の
川関

治

水
也
を
免
が
れ
し
庭
松
手
入
れ

:
Wぷ，
 

石
板
の
う
ど
ん
太
文
字
り
ん
こ
園て
る

f

山
芋
の
必
を
た
ど
り
て
無
欲
な
り幸

売
出
し
の
街
よ
こ
ぎ
り
て
秋
遍
路芳

．． ャー 枝

小
春
日
へ
力
み
て
出
で
し
哀
れ
か
な
人

1

,

 

＂ 

つ
つ
れ
さ
せ
老
い
た
る
後
も
周
恋
ふ
か

百
日
紅

冬
立
ち
ぬ
一
番
バ
ス
の
通
る
音
わ
さ
子

ふ
ゆ
と
も

L

糸
通
す
必
た
ち
上
が
る
冬
灯

句

会

広 報 み と
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（第3種郭便物認可） 必玲 中 宍

主
現
ち
蒻
蒻
“
屈
恩
然
の
野
千
。
記
｀
的
な
集
田
杢
だ
よ
っ
て
い
ま
廷
べ
外
部
点
3
叩
栢
か
迩
杷
み
い
る
ス
慨
陪
部

fI通

圃
「
さ
合
」
庸
し
嘴
し
昂
、
二
十
肖
か
品
佃
慇
哀
怯
喝
筑
袋
社
虫
楓
悠
迎
揺
祁
中
閲
し
も
名
共
f

巾
困
潟
炉
冊
局

が
ゴ
ー
サ
イ
ン
岱
℃
石
戟
す
盆
あ
で
磁
籠
烈
翌
盃
慨
財
髯
人
翌
葛
唸
冷
団
あ
試
み
。
一
月
祖
い
照
槌
へ
の
救
叫
救

盤
待
た
れ
て
い
る
折
だ
け
に
、
「
さ
S
ら
公
巴
へ
か
け
命
凶
郎
行
の
期
怜
出
＾
き
い
。

き
ょ
う
か
ら
開
設
麟
悶

日曜水日フU

悠・

将”

••• 

―― 

月
＂
・
各5
"
忍

――― 

蒋

亨
口
〗
:
！
幹
事
長
り
視
察

フ年s
 

被
災
遺
族
に
激
励
の
花
束

号

⑲

m
)．
即
翠
m
m戻
閉
冷
~
森
翌
汎
は
衷

m
腐
判
で
け
屑
に
腐
籠
蒻
助
な
ど

さ

の
罰
泣
覧
駿
盆
炒
袖
．
人
じ
部
屈
に
出
て
い
に
去
の
キ
ヨ
ミ
さ
ん
を
図
切
し
に

れ
は
二
士
ハ
且
千
的
宋
虫
烈
ら
四
日
(
“
も
こ
秘
紺
企
つ
ゃ
ん
↑
r
菜
々

るゎ

11裔
忍
賛
翡
の
隠
嬰
ら
ゃ
ん
（
．
，
あ
．
9

人
を
．
度
に
L
v

局
地
激
甚
災
害

乳

応

吼

闘

ぷ

忍

へ

J
自
分
や
砂
に
閉
っ
て
い
た
と
適
用
に
全
力

逗

リ
コ
ブ
タ
ー
で
浜

m巾
黒
川
町
の
専
-

-

J

ス元

h
m忍
認
切
ぷ
rた
に
助
け
出
さ

甜
？
欝
翌
泡
打
同
瞭
屈
岡
：
見
麿
K
少
＄
す
晩
か
L
、

二

踏

裳

幹

事

長

会

見

版
（
空

C
)
梢
贋
ら
が
地
図
し
ヽ
シ
~
ノ
ク
の
色
懇
切
れ
な
蘭
、
．
即
な
ど
膀
裔
を
醤
し

m
 

の四
ゃ
慇
乱
名
ぜ
五
闊
鷹
ぃ
醗
だ
っ
た
，

芙

問

烈

研

径

協

族

岱

糸

活

贋

駁

屑

g2初
め
姐
し
て
い
た
目
一
言
呈
―
--1t-―"""一呈「三』『
1n--m-
――"""――

汀
11

鱈
り
鱈
い
且
＂
い
打
言
暑
醤
芦
＿
＿
一
＿

り
激
励
し
た
a

の
心
明
を
取
り
や
め
た
後
、
那
凹
郡

欝

へ

。

へ

．

死

亡

、

G
収
祢
略
）

召
は
二
丈

p元
器
呪
翌
【
惜
市
】
安
怒
叫
俗
貧

“̂
f

染
-
"
I
V
5
m叩
年
叫
、

9(“
ぃ
I
V

本
町
、
岡
的
リ
ッ
（
企
や
種
村
町
、
村

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
欣
央
り
し
、
殷
も

よりに「｝

被
冴
笑
さ
か
っ
た
111益
田
地
区
な
ど

柔
税
k,

瞑
狙
＂
】
偕
財
、
山
占
笈
八

祠
汀
炉
挿
咆
胤
経
▽
爵
ヵ
包
▽
同
裔
牡
屯
・
・
｝

蘭
梢
諮
茫
よ
念
術
欝
【
罰
雙
隅
町
ば
買
、
木
村
濡 二空幹事長から花束を受ける森9累さん（浜"""、¥IUll町、

91/1玲：1：競技lhlで9

歪

怒

」

と

話

し

ぃ

灸

嬰

I
プ
お
沢
埠
ゑ
渓
で
続
け
ら

「
さ
ら
灼
」
に
歩
遥
倍
吊
一
れ
歪
忠
符
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必応

llD

．竺状惨の町都差
191号
線
が
消
え
た
I
.

が
そ
7
J
P
と
っ
て
写
＄
只
え
紐
町
九
一
二
六
ノ
i

、
一
云
盟
芙
さ
ん
が
、
忘
『
：
，
.Dて
自
宅
L
引
茫
払
J

否

ゑ

限

辺

名

閉

柑

rー
助
を
約
甜
辺

i
l人一
人
竺
世
干
苔
醤
一
翌
ふ
f

同
閃
漏
難
採
吊
恨
裳
へ
臼
ら
巳
塁
慕
二
十
晋
が
き
ス
ト
の
1

l

格
だ
校
っ
五
旧
也
符
栂

胃

9
9隈
点
舟
’
棋
姉
も
に
郎
累
難
と
だ
と
ぢ
東
呈
9
ジ
る
が
か
と
罠
で
米
、
ミ
ル
ク
、
委
そ
、
中
。
二
、
芸
足
に
は
好
慰
閉
ヘ

け
。
足
宮
衷
ギ
久
へ
転
し
で
、
な
忍
か
っ

ts

ら
な
く
な
只
正
翌
元
は
石
学
さ
塾
悶
沿
と
臣
哀
需
品
り
ほ
か
、
災
の
潤
硝
．
兄
と
硲
盟
代
そ
？
’
兄

堅
え
f

窮
祥
を
だ
な
捏
な
が
各
＿
呑
択
て
位
狡
へ
ど
ょ
百
脩
掛
労
ソ
リ
ノ
、
舒
罪
芦
を
通
し
な
っ

ts
「
照
爺
椒
裔
じ

哀

爾

層

へ

向

忍

凪

避

難

の

途

中

う

に

至

面

終

ぶ

う

。

開

に

袴

烈

梵

ぷ

じ

む

石

趙

ヵ

裟

君

醤

ヤ

ぢ

蓄

9屏
箆
及
―
忌
2

母
子
3
人

不

明

―
-Xの
嬰
桐
醤
ゃ
団
面
5

ヘ
リ
に
開
畠
賊

R
、
目
の

e
曳
ぶ
努
ば
か
り
。
盈
闘
外

「
恩
（
二
士
召
l

履

慧

図

が

出

今

紅

封

ぷ

象

｀

二

十

醤

‘

伝

笞

料

が

盃

℃

始

め

11
同
の
倍
科
に
屯
祖
冤
文
＆
d

いと

．
お
得
り
り
，
＂
麿
町
山
本
の
・
＝
＂
只
日
ぢ
、
一
否
笞
邑
は
伝
み
ふ
も
い
」
と
和

3

て
S
れな“

桜

江

町

バ
イ
ク
を
帽
＃
点
仙
湛
を
め
さ
し
た

が、途中、

g
g徒
名
J
tぷ
叫
二
十
II

百深夜、

mm丁
る
ほ
屯
行
」

⇒ー
4
t
r
u四
千
人
、
そ
刃
し

B
代
つ
に
は
も
つ
少
レ

K
お
米
が
杉
茂
紺
町
供
立
岱
森
函
を
打
っ

rp

念
眉
、
昧
膀
扉
硲
」
祭
閉
注
足
喜
胄
蓄
墨
照
艮
虜
っ
て
雨
沢
芦
残
っ
工
在
匁
恩
了
メ
ン
＇
濁
流
に
流
さ
れ
た

復
旧
作
業
員
救
出

i急
い
ぺ
町
巾
山
淫
方
本
工
學
さ
竺
―
シ
｝
川
合
匹
埒
姓
か
そ
＇
厖
汰
か
は

4
の
非
常
察
3

買
い
置
き
は
あ
り
ま
す

ー
窯
っ
た
塁
袖
袋
ぢ
ゃ
公
式
昂
召
拓
粒
疫
祉
溢
柑
峡
花
紅
粁
叙
、
い
ま
が
、
プ
ロ
バ

xヵ
ス
在
民
だ
笠
危

月
束
紺
f
燦
を
な
約
二

(
tる
3-I
囚
二
士
酋
名
な
っ
空
こ
ち
二
士
甘
夕
荏
悔
喜
ゃ
い
祭
‘
格
元
益
匁
片
な
い
」
三
隅
町
固
野
田

9員
際
に
仕
兌
水
て
甜
や
虹
嘉
っ
て
い
な
い
。
依
沼
の
U
咲
荘
る
虻
鉗
流
か
3

と
竪
拾
妍
る
令
＿
干
百
足
後
ぷ
翌
各
烈
碩

｀
ェ
〗
雫
；

i

’

記

｀

屯

姐

氾

¥
t
腎
に
架
け
莉
た
丸
杢
E
複
Q
葦
王
品
に
入
ゑ
寄
蔚
良
（
一

士
酋
午
堕
肉
半
、
桔
柑
久
々
図
弓
）
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大被害をだした集中豪雨
美都町の被害状況

昭和58年 8月5日確定

仙道 都茂 二川 合計

死 者 3 5 8 

重傷者 1 2 3 

軽傷者 1 1 2 

全 壊 1 9 2 0 8 4 7 

流 失 4 1 3 8 

半 壊 1 9 1 3 4 3 6 

破 損 2 2 2 1 4 4 7 

床上浸水 5 4 2 0 1 0 8 4 

床下浸水 4 1 8 3 3 4 1 5 8 
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A

合

目

f

亡(10人）

明(1人）

傷(10人）

壊 (100戸）

失(10戸）

壊 (1、000戸）

〒T云マ……9-
町圏

(｛≪999999 

00000000 
斡 898a,．09999
TT＊・・・・▽▼

1.064 -
瑞穂町

＆ (1人）

E (1人）

合(10戸） 0 (1戸）

亘 (5戸） -(1戸）

f (100戸） r (1 o戸） '(1戸）

OJ (10戸） 0 (1戸）

合 (100戸） ~ (10戸） • (1戸）

7 (100戸） • (10戸） (1戸）

◎・・破 壊(100戸）

合・・床J:5曼水(1,000戸）

cc"..床下没水(1.000戸）

数字・・罹災者数（人）

・・降水量(mm)20日～23日

兒＆

でで

県下の被害状況 島根県災・J,対策本激9JIIII確定）

六日市町

□ 

死者 103人

◎住家被害

全壊（含流失）

半壊

一部破壊

床上没水

床 I‘• 投水

◎民有非住家被宮

◎公共建物被’出

行）LィJりI 4人

罹災者31,697人

1,064棟

1,977棟

563棟

6,953棟

◎教育施設被憲

◎!:1地l塁訓l施設被＇出

◎製作物等被‘出'

◎LI」林被‘占

◎土木被害

◎水産被古

◎その他被也

重似 61人

!,003世帯 3,062人

2.05l ilt帯 6,783人

55 l ilt・：仔 l.779)、
7.02011111: 21,852A 

7,043棟 7,040¥ll:帯20,889人

5,432棟

239棟

軽似 98人

16,909ケ所

被也雑総，，I

317｛意 7，456)jPl 

l20位 7,640)j6千l'l

95低 1,258)j5千円

5｛意 3,698Jf2千1り

78低 8,333JJ7千111

l 7低 6,528万円

30{,0: 9,485)j4千円

l0岱： 424Jfl千l'J

26鉛 3,746Ji9-T-F11

348倍円

52俗 9 、294)i4•T• 円

• 20倍 7.l90Jj3千111

l,242低 9,74lJjl千1’l

且意 4,977)j6-T刊

594｛意 7,579}j 4-T [1) 

3,445憶 9,898Jj2-T円

87-88 
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橋に渡たる橋青木栄宅前（三谷下）

水に洗われた三谷川（小原郷）

-91- -90 -



-93 - -92 -



増水した都茂川（都茂郷地内） 矢原川（宇津川地内）

屋敷茂夫宅（宇津川堀河地内）

増水する益田川（山料地内） 堤防が切れた矢原川（河野哲宅前）

-94 



仮復旧した道路（つづら地内）

下がない．／町営宇津川住宅（宇津川）

土砂に埋れた新宮神社の復旧作業

土砂に押し流された家
（馬ノ谷、山根逸人宅）

-95 -



河野庄司宅裏山（つづら） 山崩れ都茂正万寺裏（都茂）

山地崩壊（丸茂地内）

寸断された国道 19 1号線（都茂地内） 国道 19 1号線忠魂碑裏

-96 -



道なき道を帰る（板井川地内）

さあ跡かたづけ．／ 仙道郷

応援宇津川岡養鶏場の復旧をする
松江市連合青年団員

-97 -



跡形もなくなった道路
（林道清水線）

復旧した道路
（同上箇所）

-98 -

復旧した護岸
溢田川仙道地内）



昭

和

六

十

年

三

月

田

原

敏

明

斎

藤

清

河

野

哲

山

崎

勉

石

川
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9
 

一
サ

増

野

久

見

吉

村

和

人

寺

戸

美

泰

寺

井

昭

介

広

永

浩

寺

戸

和

恋

【

編

集

委

員

】

こ
の
よ
う
な
大
災
害
が
二
度
と
起
ら
な
い
よ
う
に
、
ま
た
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
御
冥
福
を
祈
り
つ
つ
編
集
後
記
と
い
た
し
ま
す
。

あ
り
ま
す
の
で
、

町
内
各
地
区
で
の
状
況
等
に
つ
き
ま
し
て
は
触
れ
て
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
記
録
集
は
、
当
時
の
様
子
を
リ
ア
ル
に
伝
え
る
こ
と
を
目
的
に
、
町
災
害
対
策
本
部
、
美
都
分
逍
所
の
資
料
を
も
と
に
し
て
編
集
し
て

い
た
だ
き

し
て
後
世
に
伝
え
る
こ
と
は
、
災
害
を
体
験
し
た
者
の
使
命
で
あ
る
と
思
い
、

こ
の
災
害
記
録
を
編
集
す
る
に
あ
た
り
、
色
々
と
資
料
・
写
真
を
集
め
て
み
て
、

い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

あ
ま
り
の
大
災
害
の
た
め
資
料
も
不
充
分
で
は
あ
り
ま
す
が
、

こ
こ
に
完
成
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
を
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

町
民
の
皆
様
方
か
ら
の
写
真
・
体
験
記
な
ど
の
提
供
を

こ
の
災
害
が
い
か
に
大
災
害
で
あ
っ
た
の
か

こ
こ
に
そ
の
記
録
集
を
作
製
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

町
を
襲
っ
た
大
水
害
に
も
ま
し
て
大
き
な
被
害
と
な
り
ま
し
た
。

”
災
帯
に
強
い
町
づ
く
り
”
を
し
て
行
く
た
め
に

＂
災
害
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
く
る
”
と
い
う
諺
が
あ
る
が
、
ま
さ
に
そ
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

編

集

後

記

改
め
て
思

こ
の
大
災
害
を
記
録
と

こ
の
度
の
災
害
は
、
昭
和

18
年
に
当

-99 -



印編発翡昭 災
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益害災美 3 

記田タ記都月30 
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プ集町

録
株塁 胄
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